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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　プロローグ







「精せい霊れい使つかいに必要な資し質しつとは、ひとつは念ねん糸し能のう力りよくを望んだ時に必ず使えること」

　その大男は先を歩きながら、振ふり返りもせずにそう語った。

「念糸能力によって、水すい晶しよう檻おりに開かい門もん式しきを仕し掛かけることができる。開門式を経へて封ふうじられた精霊は解とき放はなたれ、そしてまた閉へい門もん式しきを使って封じることができる。精霊使いはこの手順を間ま違ちがいなくこなせる者でなければならない」

　そんなことは知っている──

　出かかった言こと葉ばを飲み込んで、マリオ・インディーゴは歩調を速めた。大男の無む頓とん着ちやくな足取りは、小走りにならないと追いつくことができない。ただでさえ聞き取りにくい彼の声、そしてこれも認めざるを得なかったが、いちいち聞きたくもない内容の羅ら列れつに、そうでもして自分を焚たき付けないと飲み下すこともできない。

　彼は──ベスポルト・シックルドは、半病人であるにもかかわらず何時間歩いても休もうとはしない。たまに、こちらの気け配はいがなくなったと気づいた時に振り返り、休きゆう憩けいしようと言い出す。それを言わせたくなければ、追いついて歩くよりほかにない。

　マリオは、息が上がっていることを隠かくすために呼こ吸きゆうを止めて駆かけ出した。

「精霊使いにもうひとつ必要な資質とは、精霊との関係を作ることだ。依い存ぞんしてもいい、支配してもいい。精霊を信しん頼らいし、そして過か信しんしないこと」

「わたしのカリニスとエングは最強の精霊よ」

　自分のことならば耐たえられた。が、精霊のことを言われて、反射的に言い返す。ベスポルトはやはり、立ち止まりもしなかった。

　帝てい都とまでの道。といって街かい道どうを進むわけでもなく、そこから離はなれた荒こう野やを選んで歩いていく。ハンターであるベスポルトはそれでも良かろうが──マリオは苦々しく認めた──、自分は地面を歩くことに慣なれていない。おまけに、怪け我がが完かん治ちしているわけでもない。

（自分の治ち療りようだって終わったわけではないのに……いったいなんで村を出たのよ。なにかから逃にげるみたいに）

　あるいは。

　まぶたを下ろして、マリオは付け加えた。あるいは、ベスポルトはもともと治療などどうでもよく、なにか別の目的を果たしたから村を出た。そんなようにも見えた。

（まあ、これで帝都に早く着いて、兄けい帝ていを殺してくれるのならそれでいいけれど）

　帝国辺へん境きよう。その野は大きく広く、頭上の蒼そう空くうを零れい下かの大たい気きに押おさえられた鈍にび色いろの世界だった。緑はある。鏡面のような湖もあり、河か川せんがあり、村があり、人が住み、田畑がある。だがそれでも、吹ふき下ろしてくる空気の冷たさ、砂を含ふくんだ風かざ切きり音、硬かたい大地を踏ふみしめながら感じるのは、むしろこの地上に生命があるのは間ま違ちがいなのではないかという錯さつ覚かくだった。

　と。

　ベスポルトが唐とう突とつに聞いてきた。今までの講こう義ぎのようなぼそぼそとした声こわ音ねではなく、はっきりと詰きつ問もんの口調で、

「最強の精せい霊れいとはどんな精霊だ？　マリオ・インディーゴ」

「それは──」

　マリオが答えるのを、その男はまったくといっていいほど待たなかった。

「力を持っている精霊というのは、逆により強い力によって負ける精霊でもある」

　そのしゃべり口には腹立たしいものを感じつつも、無視せずにマリオは聞き返した。

「では、無む力りよくな精霊が最強だとでも？」

「それも違う」

　彼はそうつぶやいて、左腕うでを──分厚い旅りよ装そうに覆おおわれて外からは分からないがもう動くことのない自分の腕をさすったようだった。嘆たん息そくを混じらせ、続ける。

「我々は、精霊というものをまるで理解できていないのだ」

「できているわ。わたしは精霊と通じ合っている」

　自信を持ってマリオは告げた。それで説明は必要ない。そう思っていた。彼女の精霊、鋼こう精霊のカリニスとエングは紛まぎれもなく最強の精霊であり、彼女を守り、彼女の指示に従う。なにも噓うそはない。ないはずだった。

　が、ベスポルトはあっさりと訊きいてきた。

「心がか？　彼らに心があるのか？」

「それは……あると思うわ」

　妙みようなことを問われ、口ごもる。

　だがベスポルトの妄もう言げんはそれにとどまらなかった。

「君には心があるのか？」

「え？」

「証あかし得ないものがあると軽々しく認めるわりには、実在する力のみを示して君は最強を名乗る。そこには矛む盾じゆんがある」
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　頭ごなしに言われ、唇くちびるを嚙かんでからマリオはつぶやいた。

「そんなことが、精せい霊れいを駆かることと関係があるというの？」

「断言はしないよ……わたしはね」

　大男は、特に躊ちゆう躇ちよもせずにそんなことを言ってくる。

　溜たまった憤ふん懣まんを吐はき出して、彼女は語ご気きが荒あれるのを自覚した。

「無責任だわ。あなたは最強の精霊使いとはなにかって話をすると言ったのよ！　だから聞いていたのに」

「最強の精霊使いなど、永遠に生まれはしない。凍こおった炎ほのおだ。黒い白馬だ。魚の吐と息いきだ。そんなものはない」

　言いながら、彼は初めて振ふり向いた──いや、背後のこちらをではなく、横を向いて遠くを見やった。なにを見つめているのか、体たい軀くに比して小さい瞳ひとみに映っているものがなんであるのか、それは知るよしもなかったが。

「すべて戯ざれ言ごとではないのか？　リス・オニキス……」

　そのつぶやきは、自分に向けられたものではない。マリオは無視して歩を進めた。







　第一章　パーフェクト・マン

　　　　　　（帝てい）







　帝てい都とイシィカルリシア・ハイエンド。

　イシィと呼ぶ者もあり、単たんに帝都と呼ばれることもある。帝都の住じゆう民みんにとっては、「ここ」でこと足りる──帝都の外に土地があることなど思いもせずに済すむのなら、それも問もん題だいはない。

　ここは帝都の中心であり、中ちゆう枢すうであり、すべてだった。帝都以外は辺へん境きようであって、帝都は強く干かん渉しようしない。服ふく従じゆう──逆らわないという意味での服従さえ守っていれば、なにも起こらない。帝都の誇ほこる強きよう大だいな精せい霊れいに蹂じゆう躙りんされることも、夜や半はんに黒こく衣いの訪ほう問もんを受けることもない。総そう合ごう的てきに見れば見み返かえりすらある。それは緩かん慢まんな統とう治ちだった。理想的な統治。いや、理想的過ぎて、実じつ態たいを見た者でさえ、夢ゆめ見み心地ごこちにも半はん信しん半はん疑ぎにならざるを得えない。

　誰だれもが口にする。こんな統治が、人間に可能なのかと。

（不可能だ。無む論ろん）

　その帝都の公園を歩きながら、ノニ・イシュカリスは独ひとりごちた。

　そんなものは不可能だった。考えるまでもない。帝都のような都市を維い持じするには、それこそ辺境からの搾さく取しゆを必ひつ要ようとする。それがなければ、帝国領りよう土どを支配するための軍ぐん備びすら保たもてまい。このあり得ない計算を成り立たせているのは、これもまた、言うまでもない要よう素そだった。

（精霊産業が、帝都を支えている。精霊動力は帝都でしか加か工こうできない。消しよう費ひされ、輸ゆ出しゆつされて、富とみを生み出す。それだけだ……人の力ではない）

　完かん璧ぺきなる場所。帝都とは、そんな場所だ。

（ここにいると、それがよく分かる……ここには不安がない。誰もが怯おびえずに暮くらす。帝都イシィカルリシア・ハイエンド。わたしもここに生きている）

　そろそろ夏になる。

　日差しが強くなっても、公園の木こ立だちを萎なえさせるような強さは、ここの陽光にはない。遥はるか高こう地ちから吹ふき下ろしてくる風は涼すずしく、帝都は陽よう気きさえ、さほど変化させないまま年を通す。時の流れも自じ覚かくしないまま、帝都の民たみは生きていく。

　公園には人の姿もある。学生らしい若者が、物置から持ち出してきたのか、古いがらくたを広げて暇ひまそうに店みせ番ばんをしていた。若い母親が子供を連つれて、その前を興きよう味みもなさそうに通り過ぎていく。若者も、売れることを期待しているわけでもないのか、煙草たばこを吹かしながら空を見上げるだけだった。日の差さない木こ陰かげ。犬が休んでいる。野の良らではない──帝都に野生動物はいない。夜に捨てられた犬は、朝まで街を徘はい徊かいすることはない。帝都の衛えい生せいは完璧に保たれていた。治ち安あんも。経けい済ざいも。完璧なる場所。

　ノニは足を止めることなく、だが早はや足あしになることもなく、公園を通りすぎた。土を踏ふみ、木立を眺ながめ、人の声を聞く。彼が身にまとっている藍あい色の制服を見れば、誰もあえて近寄ってはこない。涼しいとはいえ夏場なので、外がい套とうは小こ脇わきに抱かかえて、彼は人々の視し線せんには気づかないふりをしたまま歩き続けた。帝てい国こくの軍人でも、この特とく殊しゆな軍服をまとっているのはたった八人に過ぎない。

　完璧なる軍備の、中ちゆう核かくを成なす八人だ。

　彼は口元を動かさない範はん囲いで、苦く笑しようした。自分の立場を思い出し、それほどゆっくりとは歩いていられないと気づく。

（急ぐべきなのかな……とはいえ）

　公園を出れば、総そう統とう府ふの庁ちよう舎しやは目と鼻の先だった。時間にはまだ余よ裕ゆうがある。ただ、その余裕を無む駄だ遣づかいして良いものかどうか、それを決めるのは自分ではない。主あるじが決めることだ。

　軍人は自らが判はん断だんを下くだしてはならない。目の前に起こる現実に対して善悪を問えば、それは軍の崩ほう壊かいをもたらす。

　軍人は語ってはならない。可能ならば、なにも考えないことが最さい善ぜんだ──が、そんなことができるわけはない。考えることが避さけられないのならば、答えを出さないことでしか回かい避ひの道はない。

（軍に入ってから……十九年か）

　ふと、自分の年ねん齢れいを意い識しきして、彼はまぶたを半分下ろした。これをすると部下を威い嚇かくしてしまうと分かってはいても、なかなか直らない悪あく癖へきだった。

　実じつ年齢には意味はない。入隊する以前の自分と以後の自分には、つながりはあっても関係はない。二十年近くも軍にいれば、それだけが生きるすべてになる。

（来週は、妻の誕生日だな）

　脈みやく絡らくもなく、それを思い出す。ディナーの予約も済すませているし、贈おくり物も既すでに用意してあった。不ぶ器き用ようながら、自分でリボンをかけるのが約束になっている。ふたりの娘むすめや長男を、義ぎ兄けい夫ふう婦ふの家に預あずけることも言ってあった。毎年のことなので慣なれている。前準備はすべて、一月前には済ませてある。悩なやむことはなにもない……もっとも、その日に自分が家に帰れるかどうかは、やはり自分が決めることではない。

　と。

　背はい後ごに機き敏びんな足音が駆かけてくるのに気づいて、彼は立ち止まった。覚えのある気け配はいだった。軍服を──彼のものとは違ちがう、深ふか緑みどりの軍服を丁てい寧ねいに着き込こんだ青年が、公園とは違う道から追いついてきたところだった。金きん髪ぱつの巻き毛に縁ふち取どられた端たん正せいな顔立ちに、よほど慌あわてて走ってきたのか、息を切らせて苦しげな表情を見せている。

　ようやく間ま近ぢかまで来て、青年は大げさに息をついた。身体からだを折おって、息を荒あららげている。しばらく待つと、彼は顔を上げた。若者らしいといえばらしい、迷いのない青い眼まな差ざしが、こちらを見つける。

「こんなところにおられたんですか、イシュカリス様」

「普ふ通つうの道みち順じゆんだと思うがね。リゼル・セイド」

　ノニは簡かん単たんにそう告つげると、彼が息を整ととのえる時間を待った。

　彼は待てないようだった。落ち着かない呼こ吸きゆうに邪じや魔まされながら、途と切ぎれ途切れにあとを続ける。

「いや、でもしかし、公園を抜ぬけてくるとは。遠回りですし……」

「そうかね？　わたしはこちらのほうが近いと思う」

「ああ、いや、すみません。反対するつもりは──」

「構かまわんよ。それより、どうにも走るのが苦手なようだな？」

　いつまでも胸を押おさえて息を切らしているリゼルに、告げる。青年は傍はた目めにも絶ぜつ望ぼう的てきに恐きよう縮しゆくすると、哀あわれなほど努力して息を止め、言ってきた。

「ええ、ああ、その、申し訳ありません。しかし、自分はこの役目に誇ほこりを持って」

　しどろもどろに、言いい訳わけを探している。苦く笑しようを嚙かみ殺して、ノニはうめいた。

「からかっただけだ。気にするな」

「はい！」

　その返答が──

　気にするな、と言ったのを命令と受け取ってのことだろうかと、ノニはやはり苦笑した。それほど長いつき合いというわけでもないが、面おも白しろい青年だ。そう思う。縁えんがあれば娘をやってもいいとさえ思う──この頃ごろはそんなことばかり考えている──が、あのじゃじゃ馬がそれらしい年頃になるまで、この青年が独どく身しんでいるかどうかは疑うたがわしい。

「と、それはいい。なんの用よう向むきだ？」

　いつまでも敬けい礼れいの姿し勢せいを崩くずさないリゼルに、ノニは促うながした。青年はようやく我われに返ったのか、またも慌あわてふためき、

「あ、命令の変へん更こうがあったのです」

　要よう点てんにたどり着くまで最短とも言えないが、それでも手短に言ってくる。

「庁舎ではありません。帝ていのもとに直じき参さんせよとのことで」

「そうか」

　ノニは、特に感想は抜きでうなずいた。

　帝てい宮きゆうまでは、少し歩かなければならない。参さん上じよう時刻に変更がないのならば──ないに決まっている──、急ぐ必要があった。

（わたしはここに生きている）

　ノニ・イシュカリス。

　その、帝都筆ひつ頭とうの軍ぐん属ぞく精せい霊れい使つかいは、背はい後ごの道を振ふり返って独ひとりごちた。振り返ることに意味はない。前を向こうと、どこを向こうと、そこは帝都には違ちがいない。

　だが、それでも歩いてきた道を見下ろして、彼は嘆たん息そくした。

（ここに生きている。ここでしか生きられない。他人の命めい運うんを蹂じゆう躙りんする特とく殊しゆ能力者の、それが宿しゆく命めいだ）

　どこを見回しても帝都がある。完かん璧ぺきなる場所にいなければならない。




　とても長い長い直線の廊ろう下かの、どこでもいいどこかあたりの中ちゆう途とで立ち止まり、先を見つめる。

　直線であるはずの、しかし直線とも思えない四本の線が収しゆう束そくしていくその先には、なにもない。そこで通つう路ろが曲がり、壁かべがあるだけで先もない。

　帝宮は無論、誰でも立ち入れるという場所ではない──たとえば、軍属精霊使い配下の直ちよく護ご衛えいなどは門もん前ぜんに近づくだけで威い嚇かくされる。帝都の軍人ですら、末まつ端たんの者は近づけない。

　人じん造ぞう森しん林りんの広こう大だいな庭の一いつ角かくを占しめる、豪ごう奢しやな屋や敷しき。帝宮とは、堀ほりの上にあるこの庭園のことだが、帝の邸てい宅たくを指してそう呼ぶこともある。

　ここは帝の、私し的てきな住居だった。支配者であり、公こう人じんである帝には、本来は私的なものなどなにひとつ持っていない。とにかく建たて前まえではそうなっている。この邸宅の中に、帝は護衛さえ置いていない。

　いや、置いている……

　思い直して、ノニは表情を引き締しめた。公人たる帝が持ち得ないはずのものが、もうひとつある。私し兵へい。

　黒くろ装しよう束ぞくに身をつつんだ、無む言ごんの念ねん術じゆつ能力者ら。裁さい判ばんを無む視しした司し法ほう権けんを持つとはつまり、無む限げんの権力を持つことに他ほかならない。たったひとつ、帝、そして帝都に従じゆう属ぞくするという一点を除のぞいては。

　帝都では、黒衣がどこから姿を見せたとしても驚おどろくには値あたいしない。

（当とう然ぜん、目を光らせているだろう……ここでも）

　その姿を見かけたとばかりに、彼は廊下の先をにらみつけた。つくづくこの屋敷は、無む駄だな造りをしている。館やかたの周囲をぐるりと取り巻くこの長い回かい廊ろうを端はしから抜ぬけなければ、邸宅の中心には入れない。屋敷はまだ新しい──違い和わ感かんを覚えるほどに。数年前、火事で焼け落ちた先せん帝ていの館の跡あと地ちに建てられたこの帝宮は、生活感に乏とぼしいせいもあってか、新築の潔けつ癖ぺきさをいまだに保っていた。

（そう、あの不ふ審しん火びで先帝は崩ほう御ぎよされた……それだけではない。帝てい妃ひも、第三皇おう子じも。帝だけが、かろうじて半はん死し半はん生しようで──）

　あれは近年の大だい惨さん事じだった。帝国が一いち夜やにして潰ついえるかと、帝都中が騒そう乱らんした。帝の身しん辺ぺんを警けい護ごしていた黒衣、近衛このえの兵も大おお勢ぜいが死し亡ぼうした。ノニ自身もありったけの精せい霊れいを駆かり出して帝都中を走り回ったが、それでも、あの火の原因は突つき止めることができなかった……

　無む音おんの回かい廊ろうを歩きながら過か去この記き憶おくに浸ひたっていると、その炎ほのおが今も周囲で荒あれ狂くるっているようにも思えてきた。先帝の命を奪うばった炎えん熱ねつ。夜空にとどくほどに火の手をあげた。帝国の威い光こうを失しつ墜ついさせかねなかったあの事件は、不ふ思し議ぎと、禍か根こんを残さず終しゆう息そくした。軍の司令部は当然、その火事を最大の仮か想そう敵てきであるアスカラナンの仕し掛かけたものと判断し、侵しん攻こうを警けい戒かいした──が、アスカラナンは動かなかった。誰も、なにも動かなかった。そして帝が戴たい冠かんし、帝国はもとの平へい穏おんを取りもどした。

　帝宮が建て直されたのは、その後のちのことだった。帝都は再び、完かん璧ぺきなる場所へと落ち着いたのだ。

　過去を思うことは、時を押おし進めるのに役立った。時を無駄にすることにも役立ったとも言えるが。回廊を巡めぐり、邸てい内ないへと足を踏ふみ入れる。

　内うち庭にわは、帝宮の外がい庭ていほど大がかりな手入れがなされているわけではない──専せん属ぞくの庭にわ師しとはいえ、ここに立ち入ることができる者は極きわめて少人数に過ぎない。空を見上げて、ノニは安あん堵どの息をついた。ぎりぎりではあるが、時間には間に合ったらしい。

　と、男の姿を見つけた。

　見覚えのない男だった──まだ若い。少なくとも、自分より年下なのは間ま違ちがいない。簡単な平へい服ふく姿で、軍人だとも見えなかった。特にどうという様子もなく、庭の隅すみからこちらを見つめてきている。

（ここは黒衣が守っている……危き険けんな人物ではないのだろうが）

　もし不審者であれば、速すみやかに黒衣が排はい除じよしているはずだ。

　どのみち、誰すい何かする時間も、帝宮にてそんな迂う闊かつなことをする権利も持ち合わせてはいない。ノニはそのまま通り過ぎるように、歩ほを速めた。

　惨事の痕こん跡せきなどひとつとして残していない庭園で、背中に、その男の視線を意識しながら、自分の動どう悸きの音が聞こえた。




「さて」

　それは、ひとりでつぶやいた。

　答えるのも、それだった。だから、ひとりではなかったのかもしれない。そこにいるそれが、ひとりであったとしても。

「さて」

「あれはどうだ？」

「到とう底てい、舞ぶ台たいにはそぐわない。あれはノーマルだ」

「さて」

「はてさて。どうだろう。ノーマルは変化していく」

「だがその前に死ぬ」

「そこで消えるのならば修正される。しかし凡ぼん俗ぞくの数が増えすぎると、正せい常じようは異い常じようを数量で圧あつ殺さつしてしまう」

「まだ遠い」

「彼らに理解させなければならない」

「彼らは自ら理解しようとはしない」

「我々が、理解させなければならない」

　相談しながら、それは消えた。資格の庭を通り抜ぬけていくノニ・イシュカリスを見送って、姿を消した。

「彼は聞いたか？」

「いや」

「我らの言葉は、常に無視されるのだ」

　それの語る通り、その言葉を聞く者は誰もいなかった。




　控ひかえの間は邸てい宅たくのほかの部屋と同様、落ち着いた調ちよう度どが並べられている。金きんの時計、高地の木に天てん然ねん紫し犀さいのレザーといった高級材によって組まれたソファーに、金きん碧ぺきの鉢はち植うえ。宝ほう剣けんというには多少、実用的な造りをした剣が壁かべにかけてあったが、これは先せん帝ていの愛あい刀とうだったと言われている。ソファーの横に置いてある壺つぼ型がたの灰皿の複雑な模も様ようが、見ようによってはそびえる塔とうに手を差し伸のべる女にも見える。

　だがどのみち、どのような贅ぜいをつくした家具を並べようと、この部屋に入った者がくつろぐことはない……

　ノニは笑わずに、笑った。声を立てることは──意外なほどに──危険となる。

（この帝宮では、な）

　帝の執しつ務む室しつへと続く扉とびらの左右に、ひとりずつ立っている黒くろ装しよう束ぞくの姿を見やって、彼はつぶやいた。

　隙すきのない黒の衣ころも。仮か面めんに覆おおわれた、その男たちは黒こく衣いと呼ばれていた。帝国の対外的な脅きよう威い力りよくとなるのが軍属精せい霊れい使つかいの存在だとすれば、黒衣たちは、内圧に対する抑よく止し力といえる。帝都にて、治安を維い持じするためのほぼ無限大の権力を与あたえられた特とく務む兵だった。

　黒衣は無言のまま、微び動どうだにせずに直立不動の姿勢を保っている──こちらに気づいてすらいないのではないかと、不安が胸きよう中ちゆうをかすめたが、それも馬ば鹿かげた考えだと否定して、ノニは待った。たとえ自分が、彼らの姿のない壁の向こうに、床ゆか下したに、屋や根ね裏うらに潜ひそもうと、彼らは絶対に気づく。

「……あー」

　ノニは、咳せき払ばらいしてから声をあげた。黒衣たちに向かって、

「ノニ・イシュカリス特務騎き士しだ。参ぜよとの命めいを受けている」

　黒衣に返事など期待してはいない。辞じ儀ぎなど思いもしない。

　彼らにあるのは行動だけだった。それすらも、端はたからは気づかない場合が多い。

　黒衣に気づかない人間には二種類あった。黒衣と無関係の者か、黒衣に狙ねらわれる者か。自分はどちらだろうか。待っているうちに、黒衣のまとう黒装束が、ほんのわずかな音を立てた。どうというほどの変化もなかったが。身を引いて、道を開けたつもりらしい。

　手を挙げて、扉に触ふれる。

　そんなことにも、判断には慎しん重ちようになる。扉の向こうに聞こえるよう、声を上向かせて、彼は言った。

「ノニ・イシュカリス。入ります」

　数秒、相手の反応を待つ時間をはさんでから扉を開ける。問題なく、扉は開いた。

　奥おくにあったのは、静かな部屋だった。空気ごと部屋へと吸い込まれていく錯さつ覚かくとともに、一歩踏ふみ入れる。扉はすぐに閉まった。黒衣が閉めたのだろう。あるいは、意識せず自分が閉めたのか。分からなかったが、彼がこの世で最も安全であり、そしてこの世で最も危き険けんな場所へと入り込んだうえで、その扉は背後を閉とざした。

　視し界かいと思し考こうとが遊ゆう離りする、めまいにも似た浮ふ遊ゆう感かんが目玉の奥を圧あつ迫ぱくした。彼が見つけるべき相手の姿を見つけるより先に、声が聞こえてきた。

「帝ていの前にひかえよ」

「は」

　ノニは素す直なおに従したがって、頭こうべを垂たれた。敬礼し、繰くり返す。

「ノニ・イシュカリス特務騎士。命により参じました」

　部屋に入る前に、もう一度時計を確かく認にんするべきだったか。

　言ってから、ノニは独ひとりごちた。時刻に間に合ったかどうか。急きゆう速そくに確信がなくなっていた。恐おそらくは大だい丈じよう夫ぶだったはずだが。

　顔を上げると、そこに帝がいた。こちらを向いてはいない。執しつ務む室しつの大きな机つくえに広げてある、書類を見下ろしていた。椅い子すに座すわらず、机の脇わきから。

　執務室というのは単なる呼び名で、本ほん来らい、帝が勤つとめるべき執務室というのは総そう統とう府ふ庁ちよう舎しやにある──が、実際には帝がそこに出で向むくことはほとんどない。用事があって部下に直接命令を伝える場合くらいだが、それも大たい抵ていはこの帝宮に相手を呼び出せばこと足りる。今日のように。

　帝はしばらくしてからようやく、今さら気づいたように顔を上げた。こちらを見て、まばたきをする。

　帝が外に出たがらないのは、髭ひげを剃そるのが面めん倒どうだからではないかと、唐とう突とつにノニは悟さとった。公こう事じであれば剃らなければならない無ぶ精しよう髭が伸のび放ほう題だいになった、丸い輪りん郭かくを眺ながめながらそう思う。まだ四十にならない若さのはずだが、帝の風ふう貌ぼうは既すでに、晩ばん年ねんの先帝に酷こく似じしている。歳とし経へた貴き重ちような家か具ぐの中にあって、胸むな元もとの開けたラフなシャツ姿の帝の風貌は、明らかに浮ういていた。

　帝がこちらを見ているため、視線をそらすことはできない。帝がのぞいていた書類が気になったが、それを確かめることはできなかった。書類は手て配はい書しよのように見えた。似に顔がおが描えがいてあるが、どうして帝がそんなものを見ていたのか、まったく見けん当とうがつかない。

　唐突に、帝は言ってきた。

「……今、面おも白しろいことが起こっているのだ。聞きたいかね？」

「はい」

　否いやも応おうもないが、ノニは肯こう定ていした。帝は机に突ついていた手を上げると、恰かつ幅ぷくの良い身体からだを抱かかえるようにして身体を離はなした。たいした動作ではないが、時間がかかった。

　ゆっくりと、位置を変えながら、続けてくる。

「君よりも強い精せい霊れい使つかいが、野やに生まれようとしている」

「そういったことのないよう、軍が鍛たん練れんを怠おこたることは──」

　帝ていの言っていることの意味が分かったわけではなかったが、ノニはほとんど反射的に定てい型けいの返事を口にした。これは軍にいれば重ちよう宝ほうする技術ではあるのだが、帝は退たい屈くつげに手を振ふってそれを制せいしてくるだけだった。
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「ないのは分かっているさ。そんなことではない。そんなことではないのだよ」

　帝が言こと葉ばを止める。

　金きん髪ぱつの太い眉まゆが、万まん力りきのようにじわじわと寄せられていく。その様さまを見ながらノニは、自分が呼び出された理由に想像を巡めぐらせた。帝の口く調ちようは、世せ間けん話ばなしのようにも受け取れる。が、そんなことはあり得ない。

　それでもなお誤ご解かいを誘さそうように、帝の口調は穏おだやかだった。感かん嘆たんの響ひびきを持って嘆たん息そくし、つぶやいてくる。

「とても健けな気げな話なのだ。その娘むすめは、父親を救うために戦おうというのだ。美しい話ではないかね？」

「は……」

　ますます意味は分からないが、同どう意いしておく。

　帝は、ずんぐりした肩かたをすくめた。

「だがな、その娘が戦おうとしている相手というのは、結けつ局きよくのところ余よなのだ」

　他ひ人と事ごとのように、帝の言葉は続く。

「まだ娘自身、分かってはいないだろう。だが、その娘はいずれ最強の精霊使いとなって、最強の精霊とともに余の前に迫せまる」

　帝国を治おさめる唯ゆい一いつ者しやが、精霊を駆かる軍属精霊使いを呼び寄せて語る話としては──

　それはどう考えても突とつ拍ぴよう子しもない議ぎ題だいではあった。

（娘……？　精霊……？）

　少なくとも、アスカラナンへの宣せん戦せん布ふ告こくか、それはないにしてもそれと匹ひつ敵てきする用向きを想像していた。その緊きん張ちようをあっさりと砕くだかれて、ノニはそれでもなんとか、声にうろたえた気配を含ふくめないよう苦く心しんしながらつぶやいた。

「申し訳ありません、帝。自分には帝のおっしゃる意味が吞のみ込めません。そもそも、御おん身みに危険が降りかかることなど──」

　が、帝は愚ぐ図ずな部下に辛しん抱ぼう強く説明するまさしくそれの仕し草ぐさで、いったん目を離はなして壁かべを見やった。哀あわれみの視線を隠かくしたのだろう。

　その機き会かいにともかく、ノニは机の上の手配書を盗ぬすみ見た──確かに手配書だった。細かい文字までは読めないが。幼い少女の似顔が描えがいてある。眼がん帯たいをした、本当にただの娘だった。

（この娘が、それなのか……？）

　愕がく然ぜんと、ノニは独ひとりごちた。

　帝ていがこちらへと視線をもどすのにあわせて、慌あわてて取り繕つくろうが、帝が気づかなかったことはあるまい──そう思えた。が、帝はそんなことはおくびにも出さず、そのまま続けてくるだけだった。

「危険など、君のような優ゆう秀しゆうな部下がいればあるはずがない、か？　だが、この世には不ふ可か抗こう力りよくが発はつ生せいするものなのだ。余が知っているだけでもふたつ、それが生まれつつある。まったく異ことなるタイプの力だ。ひとつは、その娘。もうひとつも、娘だな……こちらは、練れん達たつした戦士だ。暗殺者、いや、絶対殺人武器……」

　なぜ、そんなことを言うのだ……？

　それは疑問ではあった。しょせん、些さ事じではないか？　たかだか娘むすめだ。不可抗力などではあり得ない。仮にそうだとしても、帝都から出ることのない帝が、帝都の外には干かん渉しようしないことが建前の黒衣が、そんなものにかかわる道どう理りはない。

　それが精せい霊れい使つかいであろうと、絶対殺人武器とやらであろうと、関係ない。帝都にはノニを筆頭とする軍属精霊使いがいる。軍がある。黒衣が存在する。

　それは世界最強の力だ。アスカラナンの商しよう連れん合ごうをも従える、それこそが不可抗力だ。帝が帝都にいる限り、脅きよう威いを感じる必要などはない。

　完かん璧ぺきなる場所に守られた、完璧なる王。それが帝だった。

（だというのに、なにを言っているのだ……？）

　疑問など持ってはならない。承しよう知ちしつつも、ノニはかしこまるふりをして顔を伏ふせた。

（帝は狂くるわれたのか？　ありもしない危険に怯おびえる狂きよう王おうに？）

「帝──」

　声がうわずるのは、防ふせげなかった。声が声にならなかったせいか、あるいはわざと聞こえないふりをしたのか、帝は返事をせずにまた言ってきた。

「とても、健けな気げな話なのだよ。余は感かん心しんした。まったくもって感かん服ぷくした」

　と。

　意志を感じさせない帝の瞳ひとみを、さらに不ふ透とう明めいな感情が染そめた。たった一ひと言こと、別人が背後から吐はき出したような際きわだった酷こく薄はくさとあわせて、言ってくる。

「消せ」

　言葉もなかった。

　帝が命令しているのは、暗殺の命令だった。

　それは必ずしも絶ぜつ無むではないが、異常であることには違ちがいない。

　帝てい都との支配者が、その帝都の最さい奥おうから告げてくる命めいとしては。

「その娘を消せ。運命の裏切りを、余は許さぬ。既すでに黒衣を遣つかわしているが……容よう易いには通じまい。よって、精霊を扱あつかえる者を差し向けることにした。落ち合って、ことに当たれ。具体的な指示は、後ほど書類を送らせるゆえ、準備しておけ」

　馬ば鹿かげた話だ。

　精霊使い──たとえどのような精霊使いが生まれようと。たかだかひとりの精霊使いが、帝都に、完璧なる帝都に守られた帝を害することなどできるわけがない。

　それをわざわざ出向いて始し末まつする？

　しかも、軍属精霊使いを差し向けて？

　それもまた笑しよう止しだった。無論、そうなれば来週の妻の誕生日には言い訳を用意しなければなるまい。帝都の外に出れば、帰き還かんはいつになるものか……

　が、軍人は自らが判断を下してはならない。

「承知いたしました」

　ノニは告げると、部屋を退たい出しゆつした。控ひかえの間を見回す。そこにはなにも変わりなく、黒衣がふたり、扉とびらの脇わきに立っていた。




　とても長い長い直線の廊ろう下かの、どこでもいいどこかあたりの中ちゆう途とで立ち止まり、先を見つめる。

　直線であるはずの、しかし直線とも思えない四本の線が収束していくその先には、なにもない。そこで通路が曲がり、壁かべがあるだけで先もない。

　これが見通しだ──リス・オニキスは言葉なく、つぶやいた。先は長い、とてつもなく。だがなにがあるのかなど誰にも知れず、そしていつかは終わる。

　激しい時の流れがどこかへと滑すべり落ちていき、寿じゆ命みようを刻きざんでいく音にも気づかないまま、すべては消費される。英えい知ちは蓄ちく積せきされ、ある時、突とつ然ぜんに失われる。

　彼は、振ふり向いた。気配を覚えたわけではない。人じん外がいのものに気配などあるはずがない──肩かた越ごしに見やったそこにいたのは、自分だった。自分の似姿。寸すん分ぶん違たがわぬ己おのれが、そこにいた。

　なにをしているわけでもない。ただこちらを見み据すえてきている。髪かみには白髪しらがが混まじり、厳きびしく見やる眼がん光こうをわずかに陰かげらせる目め尻じりの皺しわが、幾いく重えにか重なって見えた。肩と肘ひじ。意識せずとも、あるはずのない危き難なん──いつか来るであろう危難に備えていつでも動けるように力を抜ぬいている。身にまとっているのは特別な軍服だった。この帝都でも数人しか着ることのない、深い水の色、藍あい色の制服。外がい套とうを小こ脇わきに抱かかえている仕草まで、そっくりそのままにこちらを真ま似ねていた。

　最初に思い浮うかんだのは、それが死しに神がみなのではないかということだった。そういったものが、死に逝ゆく者の姿を借りて当人の前に姿を見せるといった伝でん説せつは聞いたことがある。

　そしてすぐにその想像を打ち消し、しかし、それでもさほど的まと外はずれな想像ではないと、さらに思い直す。

　彼は苦く笑しようした。口を開く。古い廊下に積もった微み塵じんを揺ゆらすこともないほどの、囁ささやき声で。

「悪あく趣しゆ味みではないか？　それに、帝てい宮きゆうを無む断だんに出歩けば、帝のお怒いかりを買うことになるぞ」

　それは、なにも答えてはこなかった。もっとも、それが人じん外がいのものであるとしても、人じん語ごを解かいせないわけでないことは知っていた。

　彼は構かまわずに続けた。鏡に向かって話しているようなものだったが。

「そうやって、お前が手に入れたものを見回らなければ気が済すまんか？　だとすれば、随ずい分ぶんと人間的なところがあるのだな──ふん、本気で言っているわけではないさ」

　相手の表ひよう情じように変化があったわけではないが、言い直す。

「お前に聞いても詮せん無ないことだ。承知している。お前は御み遣つかいに過ぎない」

　唐とう突とつに、それの姿が消え失うせた。音もなく、なにもなく。

　再び、前に向き直る。それまでと少し離はなれて、そこにまた自分の似姿があった。なにも変わってはいない。ただし今度の御遣いは、笑っていた。

　奇き怪かいな笑えみだった。というより、顔面が溶とけて崩くずれ、それがたまたま笑みの形になっていただけかもしれない。

　いや──

　と、ふと思いつく。実は今見ているこれが、自分の笑顔というものなのかもしれない。自分が笑っている時、みなはこれを見ているのかもしれない。

（だとしたら、どうする？）

　彼は苦笑を消して、独ひとりごちた。

（笑うことをやめるか？　それもいい）

　意味のないことだとしても、それだけがこの人外のものと戦う方法であるのなら、それでもいい。

「あの日、わしは聞いたな。質しつ問もんを許ゆるしたお前に。お前を滅ほろぼす方法はあるのか、と」

「ない、とわしは答えた。わしは御遣いだ。わしを滅ぼすことには意味がない」

　それは初めて、言葉を返してきた──口調までも真似て。

　それには取り合わず、続ける。

「だが、次にベスポルトが聞いたあの質問に、お前は、ある、と答えた……」

　彼は、一歩踏ふみ出した。遠くにある自分の似姿は動いた様子もなかったが、近づくことはできない。

「わしは、手に入れたぞ──お前を滅ぼす手段を手に入れた」

　それは、自分が放はなった言葉であるはずだった。が、自分の似姿が言ってきた言葉であったかもしれなかった。

　判はん然ぜんとしないまま、彼は声を荒あららげた。自分の声を盗ぬすまれまいと、

「帝てい都とのいかなる精せい霊れいもお前には通じない。だがその貴き様さまをも、最さい古この精霊ならば破は壊かいすることができる。ベスポルトが発見したのだ。使いこなすことさえできれば、効きくはずだ！　魔ま神じんの力ならば！」

「ない、と答えた。お前の問いには」

　御み遣つかいは、また姿を消した。振ふり向く。が、今度は背後にもその姿はなかった。完全に消え失せたらしい。

　先の見えない長い廊ろう下か。その最さ中なかで、叫さけぶ。反はん響きようする声がどこまで繰くり返されるのか。それも分からないまま。

「精霊アマワ！　お前を滅ぼすことができれば、お前は未み知ちではなくなる！」

　すべてが崩くずれ落ちた。床ゆかが砕くだけ、奈な落らくの口が開く。落下の前の一いつ瞬しゆんに固まる、時間の凍とう結けつ。どこからともなく巻き起こった炎ほのおが身体からだを包んだ。炎。輝かがやき躍おどる剣けんが身体を蝕むしばむ。悲ひ鳴めいはない。時間を使い果たしたことだけを悟さとる。敗北──




　目を覚ました時、喧けん噪そうの中にあった。

　額ひたいをなにか硬かたいものに押おしつけている。道路の石いし畳だたみだと、すぐに気づいた。うずくまり、身体を丸めて倒たおれていたらしい。全身から噴ふき出した汗あせが、ほおを伝つたって鼻へと流れていった。

　身体の表面だけはどうしようもなく熱く、芯しんは鈍にぶく凍こごえる。冷たい風の中にあったことで、燃えかけた皮ひ膚ふもすぐに冷ひえた。寒さに筋きん肉にくがかじかんで、収しゆう縮しゆくする。咳せき込もうにも、肺には空気が残っていなかった。

　顔を上げる。見回すと、周囲の人だかりが自分を見つめていた。どれだけの時間眠ねむっていたのか、それを知る手がかりはなかった。しばしして──

「あっ！」

　人ひと混ごみをかき分けるようにして、見み覚おぼえのある少女の顔がのぞいた。眼帯をつけた、幼い少女。

　太った男の手を引いているのは、その男をどこかから連れてきたということだろう。男に覚えはなかったが、恐おそらくは医者なのではないかと見当をつけて、彼は苦く笑しようした──起きあがって、服についた埃ほこりを落とす。

　慌あわてて、少女が近づいてきた。

「爺じいちゃん、大だい丈じよう夫ぶなの？　いきなり倒れちゃって……あの、とりあえずお医者連れてきたんだけどさ、歯医者さんらしいんだけど、なんとかなる？」

　落ち着かずにまくし立てる少女を手で制して、彼は静かに視線を注そそいだ。告げる。

「倒れた患かん者じやをうつ伏ぶせのまま放ほう置ちする馬ば鹿かが今さらなにを言っている」

「う……」

　口ごもる彼女はほうっておいて、彼はその歯医者とやらに向き直った。手つきだけで用はないことを示すと、太ったその男は肩かたをすくめて去っていった。集まっていた人だかりも、安あん堵どか失しつ望ぼうか分からないざわめきを残して、解かい散さんしていく。

「あの……でも、爺ちゃん、大丈夫？　話してる最さい中ちゆうに、いきなり倒れちゃうんだもの」

「熱ねつ射しや病びようだ。たいしたことではない」

　彼はつぶやいて、額をさすった。倒れた際さい、地面にぶつけたのだろう。傷口が開いているようだった。手の先に、滲にじんだ血がこびりつく。

「熱射病？　こんな涼すずしいのに？」

　怪け訝げんそうに聞き返してくる少女に、彼は答えなかった。そのまま、進み出す。少女は否いや応おうなく、ついてきているようだった。

　額を打った。どうして受け身も取れなかったのか疑問ではあったが、彼は、倒れていた体たい勢せいを思い出して納なつ得とくした──彼の両手は、心臓のあたりを押おさえていたのだ。

　早足で歩く彼の後を追いかけてくるフリウ・ハリスコーの気配を、あくまで振ふり向かずに感じつつ、リス・オニキスは自分に言い聞かせた。

　まだ帝てい都とまでは遠い。が、目もく前ぜんに迫せまっているとも言える。

　仮に時間が残り少なかったとしても。勝利は目前のはずだ。

　勝てる。はずだ。







　第二章　インペリアル・トループス

　　　　　　（悪を追う者）







「あー。つまるところだ。これは楽らくといえば楽なんだが、今後のこととなると、ちと深しん刻こくに考えざるを得えんな」

　スィリーは腕うで組ぐみして、独ひとりごちた。空の上を、羽はねも広げずに飛んでいる。いや、飛んでいるとも言えない。運ばれている。

「人生にアクシデントはつきものだぁ──とまあ、本当のアクシデントってものを知らない奴やつだけが、そなことを言うわけで」

　見回せる範はん囲いがそれほどあったわけではない。燕つばめに頭をくわえられた状じよう態たいでは、身体からだの自由を望むのは無む駄だだった。

　なんにしろ、眼がん下かにある街まちは、暖あたたかくなってきた陽よう気きにあわせて人ひと出でも多く、にぎわっていた。買い物か、ただの散さん歩ぽか、あるいは生き別れの兄を探してか、なんであったとしても大たい差さはないが、道を人が埋うめ尽つくしている。

　だが、それよりも我わが身のほうが問題ではあった。自分をくわえている燕を見やって、うめく。

「きっと巣では、雛ひな鳥どりが山ほど腹を空すかせて待ってるんだろうな、うむ。それを思うと、自分が食われるくらいどうでも良いのではないかと思えてくる。いや噓うそ。ガキなんぞ社会のお荷に物もつ、飢うえさせとけ。そうすりゃお前さんも独どく身しんにもどれるぞ。なあ、良い取引だとは思わんか？」

　しばらく話す。が、説せつ得とくは不ふ可か能のうのようだった。丸い鳥の目に理り解かいの光が灯ともるのを待つが、無駄な時間を数秒過すごすにとどまった。

「うむむ」

　途と方ほうに暮くれて、つぶやく。

「こうなってくると、もはや下げ界かいで小こ娘むすめが机を蹴けり倒たおすような騒そう動どうが起こっていたとしても、なんだかどうでもいいような、そんな日の午後」




　片側だけ跳はね上がったテーブルが、天てん井じようを指して、そこで一いつ瞬しゆん、均きん衡こうを保ったように見えた──が、それだけのことだった。ひっくり返って、大きな音を立てる。

「ふざけてんじゃねえぞ！　売り物が売れねぇってのはどういうことだ⁉」

　大声で叫さけぶ少年の背中を見ながら、フリウはこっそりと嘆たん息そくした──酒場はにわかに騒そう然ぜんとして、騒さわぎの中心である自分たちを囲んで、どの客もきょとんとした顔を見せている。いや、中には積せつ極きよく的てきに面おも白しろがっているような顔も見受けられたが、囃はやし立てる声などはまだ起こっていなかった。

　酒場とはいっても、この時刻は普ふ通つうに昼食など出している。酒も頼たのめば出てこないことはないだろうが。自分とテーブルに──たった今ひっくり返ったテーブルだが──座すわっていた少年が、ウエイトレスに食ってかかるのを、フリウは他ひ人と事ごとのように眺ながめていた。

「客が酒を頼めば酒を出すのが酒場だろうが！　それを断ことわるってことはここはなんだ⁉　靴くつ屋やか？」

「で、でも子供にお酒は──」

　怒ど鳴なられるとは思っていなかったのだろう。しどろもどろにつぶやくウエイトレスに、少年は──マデュー・マークスはさらに声を張はり上げた。

「靴屋なら靴持ってこい！　俺おれが幾いくつだろうが、そんなことは俺の勝かつ手てだろうが！　酒が客を選えり好ごのみするもんでもねぇだろ。てめぇは黙だまって持ってくればいいんだよ！」

（あーあ。ハンターって意味もなく騒ぐんだから……）

　しみじみと、独ひとりごちる。フリウは椅い子すに座ったまま、ことの成なり行ゆきを見守っていた。

　と。
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「…………」

　ふと気がつくと、マデューがこちらを振ふり向いていた。目つきが狂きよう暴ぼうに据すわっている。

　心が読まれたかと思い、反射的に言い訳が浮うかびそうになったが──すんでのところで、フリウも気づいた。

（あ、ここで合いの手だったっけ）

　打ち合わせを思い出し、口を開く。咄とつ嗟さには、なにを言えば良いのか分からなかったが。とりあえず、同どう意いしておけば良いのだろう。

「あー、ええと、そうよねその人の言う通りだと思うの。かも。かしら」

　手を振りながら、告つげる。マデューが一度頭を抱かかえてから、ウエイトレスに向き直った。

「益やく体たいもねぇことにいちいち手て間まかけさせんじゃねぇよ。殴なぐれば拳こぶしがすり減へってもったいねぇ──」

「騒ぎすぎだぜ、坊ぼう主ず」

　店内の誰だれか──誰でもいいが──が、声をあげる。近くのテーブルから厳いかつい男が立ち上がるのを、フリウはぼんやりと見つめた。呆あきれたように笑いながらマデューに近づいていくところを見ると、彼なのだろう。男が腕うでをまくり、これから始まる喧けん嘩かの期待に客たちが歓かん声せいをあげた。

　同時、いや歓声より早く、男が吹ふき飛んだ。マデューが投げつけた椅子が、男の顔がん面めんでばらばらに砕くだける。男が倒たおれ込んだテーブルが、これも逆さかさまにひっくり返った。テーブルに乗っていた皿とグラスが、耳みみ障ざわりな音とともに床ゆかに散る。

「これからてめぇらが騒さわぐんだよ。痛いてぇ痛ぇってよ」

　好戦的な笑えみを浮かべ、見み得えを切るマデューを見ながら、フリウは椅子を引いた。そのまま、自分の椅子を抱えてこっそり、群ぐん衆しゆうの中へと紛まぎれ込む。

　壁かべ際ぎわに椅子を置き、そこに座すわって改めて店内へと向き直ると、既すでに店の中央は大だい乱らん闘とうになっていた。フリウは自分の膝ひざに頰ほお杖づえをついて、低い姿勢でため息をついた。




「あー！　もうやだ！　やだったらやだ！　あれになんの意味があんのよ！」

　玄げん関かん先から乱らん暴ぼうに扉とびらが開あく音が聞こえてきたかと思えば、続けて響ひびいてきたのはそんな声だった──かん高く叫さけぶ、娘むすめの声。どうということもない。この歳としになると、若い娘の声など、わめく犬ほどにも気にならなくなる。煩わずらわしいとさえ思わない。それは単なる騒そう音おんで、意味などないのだから。

　よって、リス・オニキスは手の中にある封ふう書しよにナイフを差し込む作業を中断しなかった。象ぞう牙げ色の刃はが、紙やすりのような音を立てて封を裂さいていく間にも、声は玄関から下りてくる階段を、廊ろう下かを、彼がいる地下室の入り口となる扉の前まで、近づいてくる。

「なに言ってんだ！　ハンターってのは、酒場で喧嘩を覚えるんだよ！」

「誰が喧嘩修しゆ行ぎようをしたいって言ったのよ！」

　子供たちの口こう論ろんは、扉が勢いよく開く寸すん前ぜん、ほんの半呼こ吸きゆうほど中断した。予想通りすぐに、攻こう城じようの鎚つちでも使ったように、扉が開く。リスは封書から中身を取り出しながら、片目だけをそちらに向けた。ここしばらく隠かくれ家がにしているこの地下室に入ってきた子供たちに、予よ期きせぬ来訪者が混まじっていないことを確かめると、すぐに視し線せんをもどす。

　が、声は追いかけてきた。眼がん帯たいで左眼を隠した少女が駆かけ寄よってくると、非ひ難なんするように訴うつたえてくる。

「ねえ爺じいちゃん聞いてよ！　大おお騒さわぎになるとこだったんだから──」

　取り出した手紙を広げながら、リスは聞き返した。

「テーブルでも蹴け倒たおしてきたか？」

「あたしじゃないよ」

　ほおを膨ふくらませて、少女が──フリウ・ハリスコーがさらに声を荒あららげる。腕うでを揺ゆらされたせいで、読もうとした紙面の上を無む駄だに視線が滑すべった。

「爺ちゃん！　爺ちゃんが教えてよ！　もう三か月も、こんなことばっかりしてるんだから！」

　と、後うしろから少年が、同じような顔で声をあげた。

「ちゃんと殴なぐり方も教えてやったろうが！　まず口を閉じて──」

「まず口を閉じてわきをしめ拳こぶしを引いて真まっ直すぐ突つき返す！」

　フリウはまったくその通りにやってマデューの顔面に拳を突き刺さした。倒たおれる彼をほうって、再さい度どこちらへ向き直る。

「爺ちゃん──」

「うまいもんじゃないか。口は閉じとらんかったが」

「だーかーらー」

　地じ団だん駄だを踏ふむ彼女の背はい後ごを、一いち瞥べつする。少年は完全に虚きよを突かれたせいか、大だいの字になって伸のびていた。

　意い外がいと、喧嘩修行とやらもそれほど無駄ではないのかもしれない。冗じよう談だんとも本気ともつかずそんなことを考えていると、フリウはさらに不ふ満まんを募つのらせてにじり寄ってきた。

「爺ちゃん、あたしを精せい霊れい使つかいにしてくれるって言って、なにも教えてくれないじゃん！　これって約束違い反はんだよ──」

　と。

　ふと見回して、フリウが言葉を止めた。なにかに気づいたように、あたりを見回す。

　彼が座すわっている丸椅い子すと、テーブル代わりに積んだ木箱。木箱には果物くだものの種類が刻こく印いんされ、その香かおりも残っていたが、今は空からだった。天てん井じようからぶら下げられたランプには、灯ひは入っていない。地面ぎりぎりに開いている小さな窓だけが、この地下室の光こう源げんだった。陽ひの高い日中ですら、決して明るくはない。

　部屋にいくらでもある、その暗がりにでもいるはずだとでも思っていたのだろうか──目的のものが見つからないとようやく理解したような様よう子すで、彼女は聞いてきた。

「サリオンは？　あと、ほかのみんな」

　彼女が静かにしている間に、手紙にざっと目を通してから、リスは告つげた。

「さあ。出かけたらしい」

「そう……」

　つぶやく、少女。と、気を取り直してさらに彼女は聞いてきた。

「それ、なに？」

　こちらの手元の、手紙を指している。リスは嘆たん息そくして答えた。

「情報さ。お前らが遊んどる間に、連れん絡らく員いんがとどけにきた。わしらが助けを得ている組そ織しきについては、話しただろうが？」

「聞いたけどさ」

　フリウはいったん顔を離はなしてから、視線を逸そらして斜ななめ上を見上げた──部屋の隅すみに巣を作っている蜘く蛛もに対して純じゆん粋すいに興きよう味みがあるというのでなければ、不ふ服ふくの仕し草ぐさだろう。彼女は吐はく息といっしょにあとを続けた。

「神しん秘ぴ調査会……だっけ。なんか、のんきそうな名前」

「どうしてそう思う？」

　聞き返す。フリウは小さい肩かたをすくめてみせた。

「もっと、大だい事じそうなこと調査すればいいのに」

　それはまったくその通りであるように思えたが──

　あえて同どう意いはせず、リスは苦く笑しようした。

「有ゆう用ようである限り、便べん利りな連中さ」

「そうなの？」

　それすらも疑ぎ問もんだというのか、フリウは疑わしげな視線を投げてきた。丸い瞳ひとみに、精せい一いつ杯ぱいの怪け訝げんな色を浮うかべている。右眼だけに。左眼には……

（どんな顔を浮かべているのだろうな）

　なんとはなしに、リスは気にした。彼女の水すい晶しよう眼がんに、瞳が開いていないのは知っている。精せい霊れいを封ふうじる水晶眼。その出口となる瞳は、力ある術者の開かい門もん呪じゆ術じゆつ儀ぎ式しきでしか開くことはない。

　人間の眼がん球きゆうの皮。そんなものは針一本で容よう易いにこじ開けることができる。その薄うす皮かわ一枚の奥おくに、あの力が封印されている。

　あまりにも簡単なことだ。が──

　その想像を振ふり払はらって、リスは断だん絶ぜつしかけた会話を続けた。

「有用さ。奴やつらにとってわしが有用である限りは、な」

「ふうん……」

　彼女が顔を背そむけたため、妄もう想そうもまた途と中ちゆうで消えた。いい加か減げん気き絶ぜつしたままの少年を気にしたのか、フリウは彼の顔をのぞき込もうとしている。

　その間に、リスは手紙を封ふう筒とうにもどした。内容は、興味深いものだった。

「なるほど……」

　つぶやく。声に出すつもりはなかったが、喉のどの奥が勝手に震ふるえていた。

「確かに、わしを舞ぶ台たいから除じよ外がいしようと思えば、奴を遣つかわせるほかにないだろうな。奴はわしの関かん与よを知るまいに──さて、どういった口実で送り込んできたものか、興味はあるが」

「どしたの？」

　気にして、少女が聞いてくる。

　肩かた越ごしにこちらを見ている彼女に、リスは告げた。

「帝てい都とから筆ひつ頭とうの精霊使いが、お前を殺しに来る」

「ヘ……？」

　彼女は目をぱちくりさせると、身体からだをこちらに向けた──後ずさりしようとしたのだろうが、倒たおれている少年に蹴け躓つまずき、バランスを崩くずしかけて止まった。

　すっかり泡あわを食って、口から言葉を漏もらす。

「ど、どうして？」

「お前、自分の手て配はい書しよが出回ってるのを忘れとるんじゃなかろうな」

　それを聞かせると、目に見えて少女の顔色が青ざめた。

　見み据すえて、続ける。

「……四十五人の大量殺人。および、逮たい捕ほ後の逃とう亡ぼう。まあ、ほかに余よ罪ざいもあるだろうが、そんなものを付け足すまでもなく、辺へん境きようにおいてすら重罪だ。まさか、忘れてはいないだろうな？」

「忘れて……ないよ」

　血が退ひいたせいだろう。少女は震ふるえていた。

　表情ではなにも付け足さずに、リスは告げた。

「忘れろ」

「え？」

「とっとと忘れろ。悔かい悟ごのごっこをするのはさぞ気持ちの良いことだろうがな」

「そんなの──」

　抗こう弁べんしかけてフリウは、口をつぐんだ。閉とざした唇くちびるの奥おくから、聞こえてくる声はあったが。

「そんなの……ひどいよ」

　こちらを見ている。にらんできているわけでもない──ただ呆ぼう然ぜんと、呼吸の数を増やしている。

「さぁて」

　無視してつぶやきながらリス・オニキスは、椅い子すに座すわり直した。閉じた手の中ににじんだ汗あせを、指をこすってぬぐい去る。

「教えろと言ったな、フリウ・ハリスコー。ではひとつ覚えるといい。精せい霊れい使つかいは二重の奴ど隷れいだ」

　彼女が聞いているのかいないのか、確かめずにリスは告げた。少女の瞳ひとみと向き合って、言葉を紡つむぐ。

「主人のひとつは、精霊だ。精霊とともになければ、精霊使いには価か値ちがない」

　自分の言葉のほかには音のない地下室に、声の反はん響きようだけが余よ計けいに響ひびく。

「そしてもうひとつの主人がある。精霊使いを使おうとする権力者さ。彼らがいなければ、やはり精霊使いには価値がない」

　そこまで言って、息を抜ぬく。

　そのどちらの価値も持っていない精霊使い──その少女を見下ろして、リス・オニキスは終わりまで告げた。

「どちらにも逆さからえない。それが精霊使いだ。来るのは、そんな男さ」




　夕暮れの暗い光が、浅あさい角かく度どでそれを見上げている。迫せまりつつある闇やみよりもどす黒い、台からつり下げられたその細長い塊かたまりは、風が吹ふいているわけでもないというのに耳みみ障ざわりな軋きしみ音を立てていた。それは自分のいる位置に不満を持って、逃にげだそうとしているようにも見える。だがそれがどこへも逃げていくことなどないのは、誰の目にも明らかだった。

　辺境というところは、いつだって薄うすら寒く、暗いのだ──そう感じることが自分の若さなのだと意い識しきする程度には、リゼル・セイド打だ撃げき騎き士しも歳としを取っていた。それほど無む理りに見上げていたつもりなどなかったのだが、ふと気がつけば首の筋すじに引きつったような痛みがあった。夕ゆう闇やみが空を、暗あん雲うんの色に染そめつつある。辺境の村には似につかわしい景色けしきだった。

　まだこのあたりは、帝てい都とからそれほど離はなれているわけでもない。イシィカルリシア・ハイエンドを発たってから、まだ五日だった。実用的に数字しか書かれていないカレンダーが壁かべに貼はってある自室とも、それだけの距きよ離りを離れたわけだ──その距離を想像して、彼は肌はだ着ぎの下をざわめく寒さむ気けに身み震ぶるいした。そのうち、日付も分からなくなってしまうのではないか？　五日が六日となり、六日が数十日となれば、もう今日が何日かなどどうでもいいことだ……

　リゼルはゆっくりとまぶたを下ろして、また開いた。つり下げられた塊は、変わらずつま先をぴんと伸のばして、不ふ平へいの音を軋ませている。思い出すのは、寮りようにいた頃ころ、女たらしで有名だった上級生とルームメイトにさせられたことだった。夜中、ふと目を覚さますと、似たような音が聞こえてきたことが何度かあった。あれはやはり、ベッドの軋み音だったのだろうか──今さら疑ぎ問もんに思う。目を開けて確かめてみる勇気は、その頃の自分にはなかったが。

　見上げてみれば、ここにあるのはそれとはまったく異い質しつの音だった。確かめる必要もない。数年後に疑問に感じることもない。

「……村の中だというのに」

　唐とう突とつに気がついたことを、彼は口にした。塊から目を逸そらすようにあたりを見回す。

「誰もいないんだな。まあ、見物するにももう飽あきたか。この様よう子すじゃ」

　その塊は、もとは服を着ていたのだろうが、今は見る影かげもなく穴だらけになっていた。野や鳥ちようの饗きよう宴えんにさらされたのみならず、下からも獣けものに引っかかれたような跡あとがあった。それの性せい別べつを特とく定ていすることは難しそうだったが、それでも女だろうと思えた。

　それをつり下げている架か台だいは急ごしらえということが一ひと目めで知れる、粗そ末まつな代しろ物ものだった。自じ然ねんに立っている木を使うことは気が引けたのだろう──地面に杭くいを立てて、しっかりと固定する作業には半日はかかったはずだ。村中総そう出でになったかもしれない。その騒さわぎを、この女は聞かされていたのだろうかと、リゼルは夢む想そうした。その間、村のどこに監かん禁きんされていたのかは知らないが。殺さつ気きに満みちた群ぐん衆しゆうの熱気から生じる喧けん噪そう。それを聞かずに済すむような場所が、この村にあるとも思えない。

　辺境は狂きよう気きに満ちている。

　つるされた死体を見上げ、リゼル・セイドは胸きよう中ちゆうで独ひとりごちだ。




「いや、帝都の方々のお役に立てるとあれば、当方としても光栄なことですな！」

　案内人に招まねかれて、部屋に入る前からその声は聞こえていた。笑い声とともに、さらに声が大きくなったのは、開け放たれた入り口に近づいたからだけでもない。

「軍のお方を招くことなど、孫まごにも自じ慢まんできますわい……来月ですよ。来月、生まれるんですが」

「はは。それはおめでたい──」

「もう四回もお伺うかがいいたしましたよ、それ」

　と、愛あい想そ笑いとともに言いかけたノニ・イシュカリスを遮さえぎるような形で、女の声が口をはさむ。リゼルは苦にが笑わらいを浮うかべないよういったん足を止めて、それから入室した──入ると、想像通り、応接室のテーブルをはさんで向こう側にいるこの村長宅の主あるじが、あっけに取られたようにぽかんとした表情を見せている。それと向かい合って、空そら藍あい色の軍ぐん服ぷくを着た男──リゼルの上官たる栄光のノニ・イシュカリスは、さすがに感情を殺すことには慣れた様子で、顔に大きな変化はのぞかせていなかった。もっとも、口の端はしが微び妙みように引きつっているのは隠かくせていない。

　口を出したのは、ノニの傍かたわらに控ひかえている女兵士だった。ノニとは違ちがう──つまりリゼルと同じ定型の軍服に身を包んで、どうして自分が注目を集めたのか気づかない様子で目をぱちくりさせている。少女のような丸い瞳ひとみをますます丸くして、リゼルの入室に気づいて顔をこちらに向けた。

「どうだったの？」

　どうとでも取れる質問を──あろうことかノニより先に──投げてくる彼女に、リゼルは咳せき払ばらいしてごまかそうとした。

「ううん……まあ、問題はないようだ」

　と、ノニの視し線せんを感じて、足を止めて言い直す。

「問題はないと思われます」

（これじゃ、彼女を笑えないよな）

　なんとはなしにそれを詫わびるような心地ここちで、リゼルはつぶやいた。

　会え釈しやくというほどでもなくうなずいて、ノニが村長へと告げる。

「繰くり返し確かく認にんしますが、つまりその女は、精せい霊れいを使って村人を惑まどわした咎とがで処しよ刑けいされたわけですね？」

「はい」

　返事が肯こう定ていする。

　村長は、気き楽らくなふうを装よそおいながら、その額ひたいには汗あせを浮かべているのが遠とお目めにも知れた。歳としの割わりには恰かつ幅ぷくの良い、気さくな中年男というところか。こうしていると、無む害がいな男にしか見えないが。

　無む風ふうの中、揺ゆれる死体を思い出して、リゼルは村長から視線を外はずした。眉まゆの上のあたりにむずがゆいものを感じる。音を立てず、控ひかえるためにノニの斜ななめ後うしろへと回りながら、疑問が浮うかんだ──つまり辺境の住人というのは、村はずれに死体がさらされているというのに、孫まごが生まれることを笑っていられるのか？

　女兵士と並んで立ちながら、リゼルは動どう揺ようを表に出すまいと自分に命めいじた。落ち着け。どうせあの死体も、辺境の女に過ぎなかったのだから……

（無関係な世界でなにが行われていようと、気にしたって仕し方かたないだろう？）

「あれは、村の若者をかどわかそうとしたのですよ」

　村長がさらに声を大きくしたため、夢想は破られた。見ると、ずんぐりした親指を漠ばく然ぜんと家の外へと向けて──実際に死体がある方角とは違ったが、素人しろうとの方向感覚などその程度のものだろう──、声を険けん悪あくに歪ゆがませる。

「幸い、わたしの村には魔ま女じよの誘さそいに乗るような愚おろか者はおりませんでな。女に狙ねらわれたその若者自らの訴うつたえで、ことが露ろ見けんいたしました。そうしたら、ちょうど村に来ていた噂うわさ売りが──」

「噂売りってなんですか？」

　また不ぶ作さ法ほうに口をはさんだ彼女を、リゼルは誰にも見られない足元で軽く蹴けった。

　と。

「いえ、申し訳ありません。噂売りというのはどういったものですか？」

　知らなかったわけはないだろうが、ノニが話を進めるために訊たずね直す。村長は、慌あわてて答えてきた。

「ああ、ここいらでは、唯ゆい一いつの情報源でして、実際は、生活に必要なものを売りに来るんですが、まあちょっと取引に色いろをつけると、噂などをサービスしてくれるわけです」

「なるほど」

「それで、噂売りが、その女は指名手配された凶きよう悪あくな殺人犯だと教えてくれましてな。まったく危ないところでしたよ」

「ふむ……」

　ノニの沈ちん黙もくは長引いた。後ろ姿を見ていても、なにを考えているのかなど知りうるべくもないが、なんとかしてそれを知りたいと思ったのは今日が初めてのことではない。ノニ・イシュカリス特とく務む騎き士し──というより、帝てい都との軍ぐん属ぞく精せい霊れい使つかいといったほうが通りが良いが、その男はリゼルが知る限りで最も偉い大だいな兵士だった。特務騎士という立場で、戦時下以外では上官を持たないことを考えれば、ノニ自身が司令官だと言ってもいい。

　会話に空白があったとしても、この英えい雄ゆうの大いなる足そく跡せきをすべて思い起こすにはまったく足りなかった。ノニが顔を上げ、あとを続ける。

「そのような危き険けんな相手に、よく立ち向かいましたな？」

「それは、わたしも村の平和を維い持じするのが仕事ですから」

　照れるように肩かたをすぼめて、村長は結局また声を大きくした。

「声をかけたところ、思いのほか人手も集まりましてな。ありがたいことです……みなが自覚を持ってくれているというのは」

「確かに」

　ノニがうなずくと、気を良くしたのか村長は縮ちぢめた身体からだを椅い子すの背から引き起こしてあとを続けた。

「無む論ろんわたしも出向きましたが、実行の要かなめとなったのは、その魔ま女じよに狙ねらわれた当とうの男でしてな。恥はじを自分でそそいだというわけで。お望みであれば、彼を呼んでもよろしいのですが──」

「ああ、いえ、それには及およびません。ですが、その勇ゆう敢かんな若者によろしくお伝えください。上にも伝えておきましょう。もしかしたら褒ほう賞しようを賜たまわる権利ありと認められるやもしれません」

　席を立ちながら、ノニが告げた。と、慌あわてて村長が立ち上がる。

「いえ、わたしたちは、村の安全さえ保たれればそれで満足でして！」

　ノニが告げたのは、あからさまな世せ辞じだったのだが──賞金など出るはずもない──、村長は真まに受けたようだった。断るのは当然のことだろうが、それでもこの一言は、その勇敢な若者とやらに、小さな辺境の村における不ふ滅めつの名めい誉よをもたらしたには違ちがいなかった。ノニがテーブルを離はなれるのに合わせて身体の向きを変えながら、リゼルは隠かくれて苦く笑しようした。きっとその若者は英雄になるだろう。女をひとり殺して得た栄誉で、五年後だか十年後だか、あるいはもっと早く、村長の座を脅おびやかすかもしれない。

　その時また、村外れにはこの村長がつるされるのだろうか？　だとしたら、皮ひ肉にくとしては気が利きいていた。たとえそうなったとしても、つるされるのが誰だとしても、この村はなにごともなく平和なのだろうから。

　ノニは部屋を退出する気け配はいを見せていた。その後についていきながら、リゼルは背後から村長の声が追いかけてくるのをかろうじて聞いた──すっかり上の空になっていたのだが。

「ところで、先ほど約束ちょうだいいたしました、孫の名前を考えていただくという件。いえいえ、村を発たつ時までで構いませんので──」

「承しよう知ちいたしておりますよ」

　にっこりと笑って、ノニが答えている。

　村長宅を出て、リゼルはその最も偉い大だいなる精せい霊れい使つかいに問いかけた。

「……そんな約束されたのですか？」

「いや。君。考えておいてくれるか？」

　村長の前で愛あい想そを使い果たしたのか、ノニは笑いもせずそう言ってきた。




　だんまりは、宿やどにもどるまで続いた──といって、それが特とく異いなことだったわけでもない。リゼルの知る限り、ノニ・イシュカリスは理由もなく笑えみを見せたりはしない。理由があったとしても笑わないのではないかと思える。もっともそれは、ノニのような立場にいれば当然のことなのかもしれない。

　村の宿に確保しておいた部屋でふたりになって、ようやくに精霊使いはうめくように言ってきた。

「問題がない、とは思えない言い方ではあったな」

「は──はい」

　叱しつ責せきされているのではないと知りつつも、リゼルは背せ筋すじを伸のばして返事した。

「死体はひどく損そん傷しようしており、人物の特定は不可能と思われます。つまり誰であったとしてもおかしくはありません。ただ……」

　急に姿勢を正したため、息が尽つきて声がかすれた。音を立てずに咳せき払ばらいして、続ける。

「ただ、自分の見る限りでは──いえ、手配書の情報を信じる限りでは、別人ではないかと思われます。死体は左眼が損失していました。もし、それが強力な精霊を宿やどした水すい晶しよう眼がんであれば、こんな村など跡あと形かたもなくなっていたはずです」

「その精霊の存在自体が、誤ご報ほうであったという可能性もある」

　動どう揺ようのないノニの声が、あっさりとそう言ってくる。精霊使いは窓の外を見ていた。そこから死体が見えるということはないだろう──辺境の村人たちとはいえ、まさか軍属精霊使いに死体の見える部屋をあてがうほど愚おろかではあるまい──が、冷ひえた色を宿したノニの瞳ひとみは物理的な隔へだたりを越こえてその死体を見ているようでもあった。

　そのまま、ため息とともに続ける。

「そもそもが、疑わしい話だ……」

　というノニの嘆たん息そくに、リゼルは聞き返した。

「では、あの死体がフリウ・ハリスコーだと？」

「いや。疑い始めるときりがないな。帝てい都とにもどりたいという願がん望ぼうは、思ったより強いようだ。今回の件は、妻つまを怒おこらせてね」

　かぶりを振ふって言ってくるノニに、リゼルは声を震ふるわせた。

「しかし、帝の勅ちよく命めいとあれば──」

　みなまで言わせず、精せい霊れい使つかいは手のひらをこちらに向けた。制せい止しの合あい図ずとともに、あきらめるようにつぶやくのが聞こえてくる。

「無論、不平を外に漏もらすようなことはするなと釘くぎは刺さしておいたさ。だが、わたしに当てつけることまで止められるわけもない」

　ノニはこちらに向き直ると、申し訳程度に笑えみを浮うかべてみせた。これで、勅命に対する不満を冗じよう談だんにしておこうということなのだろう。

　その笑みもすぐに消えた。帝都の軍人として申し分のない、怜れい悧りな眼まな差ざしがもどってくる。

「話をもどそうか。この村で処しよ刑けいされたのはフリウ・ハリスコーではない。そういうことだな？」

　はい。

　と答えそうになって、リゼルは言葉を吞のみ込んだ。ノニに言われたせいではないが──と自分に自じ問もんしながら──、疑問を口にする。

「しかし処刑された女は、精霊使いなのでしょう？　精霊使いがこんな辺境に、そうそういるものでしょうか」

　ノニは、すぐに言ってきた。

「硝しよう化かの森はまだ遠い」

「は？」

「この村の人間は、恐おそらく有ゆう形けいの精霊など見たことなかろうということさ。なにかと見み間ま違ちがえて魔ま女じよ狩がりが行われるというのは、あり得ることだと思うね」

「……辺境の人間というのは、そこまで愚おろかなものでありましょうか」

　余計なことではあったが、聞き返す。と、ノニはつまらなそうに眉まゆをひそめてみせた。

「見たものを信じるべきだ」

「では──」

「冤えん罪ざいさ。辺境ならではの風ふう物ぶつ詩しだ。裁さい判ばんのない私し刑けいなど、常識では考えられん。が、辺境の蛮ばん行こうだと思えば納なつ得とくもできる。つまるところ、ここは帝てい都とではない」

　ここは帝都ではない。

　改めて言われれば、それは銛もりのように神経に突つき刺される。

（辺境……）

　リゼルは独ひとりごちた。

　辺境についての噂うわさというものはあった。辺境と一口に言っても、帝国のほとんどの土地は辺境として教育から見放されている。村や都市といったものもあるが、人が集まればそこに理性的な治ち安あんが自然発生するというものではない。帝都のような完かん璧ぺきな統とう治ちといったものを、帝国の全領土に施ほどこすのは不可能であるからこそ、総そう統とう府ふは辺境を放ほう置ちしている。管理がなければ、寄り合いは途と端たんに犯罪の温おん床しようとなる。

　犯罪も定着すれば、それは蛮人にとっては大事な風ふう習しゆうなのだろう。たとえば私刑などは日常的に行われているという。辺境にも警けい衛えい兵へいがおり、司し法ほうの概がい念ねんがないわけではないだろうが、この広大な辺境でまともな警察を維い持じしているのは一部の都市に過ぎない。それすら、まっとうであるかどうかは疑わしい。

　暴力、窃せつ盗とう、汚お職しよく、詐さ欺ぎ、さらには魔女裁判から生け贄にえまで、帝都では考えられない犯罪が辺境には蔓まん延えんしている。

　とはいえ無論、その魔ま性しようの土地を実際に目にするのはこれが初めてのことではあったが。しかし実態も、噂以下ということはなさそうではあった。

　その辺境に、精せい霊れいを犯罪に使う少女がいると聞いても、驚おどろくには及およばなかった。

　と。

「……正義感は好このましいものだが、事じ態たいに際さいしていちいち怒いかりを感じるというのは余分なことだな、リゼル・セイド打だ撃げき騎き士し」

　突とつ然ぜんに言われ、リゼルは戸と惑まどいながらノニを見上げた──この上司はなにごとにも無関心のような様子で、些さ末まつなことまでしっかりと見ている。油ゆ断だんは自分の落ち度だったが、リゼルは咄とつ嗟さに言い訳していた。

「自分が怒りを覚えるのは、この辺境という土地柄がらが、精霊を使った犯罪者などというものを生しようじさせるのだろうかということであります」

「そうかね？」

「帝ていは、凡ぼん骨こつに属さない特とく殊しゆ能力者は帝国のために奉ほう仕しすべきだと宣のたまいました。自分もその通りだと思います。自分はその非ひ才さいの者ですが、だからこそ、イシュカリス様の直ちよく護ご衛えいというこの職しよく務むに誇ほこりを持っています」

「君のような武ぶ官かんが、非才とは卑ひ怯きような言い草だな。いや、謙けん遜そんを解かいさないわけではないよ。気を悪くしないでくれ」

　真ま顔がおで言ってくるノニに、恐きよう縮しゆくのため顔を伏ふせる。精霊使いの声は、余よ裕ゆうを持って追ってくるように、一呼吸おいて聞こえてきた。

「悪を為なす精霊使いというのがいて、それが婉えん曲きよくな理由となってこの村で女がつるされたというのなら、確かに哀あわれなことではあるがね」

　ノニは同情的にそう言ってから、さらに嘆たん息そくして言い直した。

「が、私し刑けいにあった女というのが、事実なんらかの犯罪者であった可能性もあるのだろう。なにを信じてなにを疑ったらいいのか、ここではさっぱり分からない」

「しかし、これで手がかりが──」

　リゼルが言いかけた瞬しゆん間かん、扉とびらが開いた。

　慌あわてて、向き直る。案あんの定じよう、入り口には知った顔があった。もうひとりの直護衛である、ミッツォ・シールがきょとんと、こちらを見つめてきている。

　彼女がなにに驚いたのか、一瞬理解できなかったが、悟さとってみればなんのことはなかった──彼が急に振ふり向いたせいだろう。そのまま部屋に入ってきて後ろ手に扉を閉める彼女に、リゼルは罵ののしりを隠かくさず声をあげた。

「ノックもせずに！」

「あ、ごめんなさい」

　言葉で詫わびながら、表情では悪びれもせずに言ってくると、彼女はリゼルの前を通り過ぎてノニに軽く敬けい礼れいした。軍属精霊使いがうなずくのを待って報告する。

「周囲の見回りを済すませました」

「ご苦労」

　ノニは無感動にそう言うだけだったが、リゼルは彼女に摑つかみかかりたい衝しよう動どうを抑おさえるのに必死だった。小こ柄がらなうえに童顔で、歳とし相応に見られることは滅めつ多たにないが、彼女は自分より年上だった。上官というわけではないのだが、意見しにくいのも事実である。彼女がもう何年も解任されずにこの任に就ついていることは理解しがたいが──

「さて諸しよ君くん。我々は手がかりを失った」

　怒いかりを押おし殺して、ノニの言葉へと注意をもどす。これはそれほど苦労はしなかった。もとより、ノニ・イシュカリスの言葉を聞き逃のがすことなど考えられない。

　精せい霊れい使つかいは、ゆっくりとあとを続けた。

「五日間にわたって我々が調査した成せい果かといえば、辺境警衛兵の噂うわさ話など真まに受けて、未開の村で腐ふ乱らん死体を見物しただけだ。帝ていはさぞ、お喜びになるだろう」

「この後は──」

　質問する。が、ノニの視線がこちらを向いていないことに気づいて、リゼルははっとした。部屋の入り口。扉は開いている。が、今度はノックどころか、開いた気配すらしていなかったはずだが。

「この後は……わたしの思うところ、彼が導みちびいてくれるのではないかな」

　淡たん々たんとつぶやくノニの言葉には、微かすかな棘とげが含ふくまれていた。その棘が誰に向けられたものか──失態を見せた護衛である自分か、間ま抜ぬけな同どう僚りようか、それとも。

　気配なく入り口に立っている。黒くろ装しよう束ぞくに仮面をつけた、無む言ごんの黒こく衣いにか。リゼルには判はん断だんがつかなかった。







　第三章　ディスポーザブル・レッスン

　　　　　　（準備の幕間）







　では果はたして、自分がなにをやっているのかということになると、気き鬱うつは進行していく。自分がなんなのかと思い始めれば、迷まよいの深ふかみに沈しずみ込むことになる。

　サリオン・ピニャータは空を見上げて、ため息をついた。

　自分の手て配はい書しよが、フリウといっしょに出で回まわっていることは知っていても、こうしてオープンカフェで空を見上げることはできる。最さい初しよのうちはその事実を受け入れることがなかなかできなかった──フリウを連つれて街に入ること自じ体たい、猛もう烈れつに抵てい抗こうしたのだが。

　警けい衛えい兵へいの目を気にして、変へん装そうすることまで提てい案あんした。それはあの人じん精せい霊れいにすら一いつ笑しように付されたものの、この街に入ってから既すでに十日以上、見み慣なれていた制服姿とすれ違ちがうことすらほとんどない。

（ろくに仕事もしてないのか……ここの警衛兵たちは）

　まるっきり理り不ふ尽じんな苛いら立だちとは認みとめつつも、サリオンは胸きよう中ちゆうで毒どくづいた。だが考えてみれば、自分が警衛兵であった頃ころ、余よ所そから回ってきた手配書にどれだけ注意して目を通していたのかといえば、それも心こころ許もとない。

　カフェはそれなりに客も入っていたが、回転が悪いのか、ウエイターは暇ひまそうにしていた。店内から外を眺ながめて、生あくびを見せている。テーブルの、まったく手をつけていない冷さめたミルクに一いち瞥べつをくれて、サリオンは今度は地面に向けて嘆たん息そくした。

　なにもかもうまくいっていない──だが。

（そんなことには、とっくに慣れてたはずじゃないか？　そうだろう）

　と。

「よう。待たせたな」

　声に振ふり向くと、一ひと抱かかえほどの紙かみ袋ぶくろに前をふさがれた男が、袋から飛び出した長なが芋いもの間からなんとか視し界かいを確かく保ほして、こちらを見ていた。

　もうひとり、髪かみの長い男が後ろに控ひかえている。こちらも両手に食料品の入った袋を抱えていた。

「ラズ。アイゼン」

　ふたりの名前を呼んでから、サリオンは立ち上がりかけた。が、ラズが長芋の袋をテーブルに下ろしながら、言ってくる。

「あー、いや、荷に物もつ見ていて欲ほしいんだ」

「まだ買うのか？」

　呆あきれながらサリオンはうめいて、テーブルの下に隠かくすように置いてある包みを示した。買った店の違ちがう、そのいくつかの紙包みの間に持ってきた袋を同じように置きながら、ラズがうめくように声をあげる。

「あの親父おやじと悪ガキが食い過ぎるんだよ。礼れいのひとつも言わねぇで、黙もく々もく食い続けやがって。一日中食ってるんじゃないか？」

「食い物がなくなったらなくなったで、すぐに外に出るしな。立場を分かってないんだろう」

　こちらは、アイゼンだった。やはり荷物を下ろしつつ、

「手間はかかるが、ひとつの店で大量に食料を買い込むのは避さけろっていう、あの爺じいさんの指示は筋すじが通ってるように思う。ヤバいんだろう？　あんたら」

「……すまない」

　サリオンは小声で、つぶやいた。

　ラズが、笑い声をあげる──無む論ろん、この街中で剣けんなど下げてはいないが、武器でも持っていなければ、この男が腕うでの立つ剣士だとはとても見えない。そんな気のいい笑え顔がおで、彼は言ってきた。

「なぁに、気にすんなって。事情は聞かずに雑ざつ用ようするってことで、あの爺さんから頂いただくものは頂いてるんだ」

「そういうことだ。金を払はらった相手はきちんと使うべきだろう。……それを惜おしむ雇やとい主ぬしは、払いも渋しぶるようになってくる」

「ぼくは、雇い主では──」

　ふたりに向かってサリオンは言いかけたが、口をつぐんだ。後ろ暗さを胸に覚える。自分は反射的に逃にげようとしていた。

（なにから逃げようとした……？）

　目を伏ふせて、うめく。

　と、ラズが声をあげた。

「おいおい。あの地下室に閉とじこもって陰いん気きな顔してっから、買い出しに連れ出してやったんじゃないか。外に出てまでそんな顔すんなって」

「ああ、いや、そういうわけじゃないよ」

　サリオンは弁べん解かいしながら、胸の中にある感情を隠かくそうとあたりを見回した。通りには人もいるが、騒さわがしくはない。

　追いかけるように、アイゼンが言ってきた──肩かたをすくめながら、

「せっかく外に出たんだ。こう言うと嫌いやかもしれないが、たまには解かい放ほうされないと潰つぶれちまうぞ」

「え？」

「あれ見ろよ。さっきから、こっち見てるぜ」

　彼の示した方向に従って視線を向けると、確かに店の隅すみのテーブルにいる女が、じっとこちらを見つめてきていた。飾かざりのついた、つばの広い帽ぼう子しを座すわっても外はずしていないのは、取るのを忘れたのかそれともわざとなのか、ともあれ店に入ってからそれほど時間は経たっていないらしい。彼女の座っているテーブルには、なにも置いていなかった。

「じゃ、俺おれらは行ってくるから」

「次は水かー」

　無む責せき任にんに言い残して去っていくふたりを見送って、サリオンは椅い子すに体重をもどした。息をつく。意識したわけではなかったが、こちらを見ている女というのを、もう一度見やった。どこかの令れい嬢じようか、あるいは令嬢の格かつ好こうをした別のなにかか。帽子の色と合わせた白いワンピースは、真新しいカフェのテーブルにはよく似合っていた。

　まだ若い。といって、わざとそうしているのか、うつむいた顔の半分は帽子に隠れていてはっきりした年ねん齢れいは分からなかった。こちらを見ている──眼めの半分がのぞいている。瞳ひとみの色はよく分からないが、あまり好こう意い的てきな感情を浮うかべているとも言い難がたい。

（こっちを見てるから……なんだっていうんだ）

　サリオンは、虚むなしく嘆たん息そくした。どうせ、自分のつきのなさをもう一度確かく認にんするだけのことだ。

　そして、その女が唐とう突とつに席を立ち、こちらに向かって歩いてくるのを見て危あやうく椅子から転ころげかけた。

　女は構かまわず、近づいてくる。まとめた赤い髪かみを、やはり帽子に隠すようにして、半歩も躊ちゆう躇ちよしないでテーブルのすぐわきに立ち止まる。

　彼女を見上げ──その刺さすような眼まな差ざしに胃を締しめ付けられる心地ここちを味わいながら、サリオンはなんとか声を出した。

「ああ、すみません。あなたのことを話していたわけではないんです。無ぶ礼れいはお詫わびします……」

「警けい官かんのくせに人の顔も覚えていられないの？」

　その女は、吐はき捨てるようにそう言ってきた。

　咄とつ嗟さに反応できず、サリオンは言葉を失った。下から見上げたその女の顔に、はっきりと見覚えがある。それは間近にして直感的に気づいたことではあったが、叫さけんだのはその数秒後のことだった。
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「お前は……！」

　椅子から立ち上がろうとするが、慌あわてたために靴くつ底ぞこが滑すべった。

　女が、一歩進んでくる。ほとんどのしかかるようにして、彼女は──その女暗殺者は言ってきた。

「勘かん違ちがいでないことを祈いのるわ」

「ミズー・ビアンカ！　暗殺者の」

「明めい答とうを得えたわね。幸運だったわ。わたしのほうは、あなたの顔はうろ覚えだったから」

「変装か……？　その格好は」

　うめく。

　それには答えずに、彼女はテーブルの向かいに腰こしを下ろした。両りよう肘ひじを突ついて頰ほお杖づえするような格好で、端はたから見れば普ふ通つうに会話しているように見えたかもしれない──もっとも、とサリオンは付け加えた。自分がずり落ちかけた姿し勢せいを正して、顔がん面めんの引きつりをなんとかできればの話だろうが。

　苦く心しんしているうちに、彼女はにこりともせずにつぶやいてみせた。独ひとり言のようでもあったが、あからさまに聞こえよがしに、

「なんで、あなたなのかしら」

「なに？」

　サリオンは低く、聞き返した。にらみやる。女は瞬まばたきすらせずに、そのまま続けた。

「フリウ・ハリスコーを守っているんでしょう……しっかりしたらどう？」

　歯がみして──サリオンは、毒どくづいた。

「そんなことは、言われなくても」

　と、はたと疑問が浮うかんで、聞く。

「……どうしてぼくがフリウといっしょにいることを知ってるんだ？」

　女は少しだけ頰を浮かせて、たいしたことではないといった仕草で手を振ふってみせた。そしてまた頰杖し、答えてくる。

「わたしがこの街であなたたちの監かん視しを始めたのは、ついさっきからってわけじゃないのよ。もう一度言うけれど、しっかりしたらどう？」

　頰杖しているのは、顔を帽ぼう子しに隠かくすため、頭を低くしておきたいのだろう──そのため、サリオンも彼女の表情を見るのに首を屈かがめざるを得なかった。

　囁ささやくような、彼女の声をその低い位置で拾う。

「ベスポルトからの伝でん言ごんよ」

「会ったのか……彼に！」

　声が大きくなったせいだろう。彼女は警けい告こくするように、眼まな差ざしを険けわしくしてみせた。咳せき払ばらいして、サリオンは続けた。

「伝えることがあるのなら、フリウに言えばいいじゃないか」

「フリウ・ハリスコーを守れる者への伝言なのよ。肝きもに銘めいじておいて──警けい戒かいすべきものはみっつ。黒こく衣い。精せい霊れい。そして、それ以外のすべて」

　視線で問い返すと、女暗殺者は苦く笑しようしたようだった。整ととのった、だが鋭するどい氷ひよう塊かいのような輪りん郭かくに、皮肉げなしわができる。

「つまりは、誰だれにも気を許すなってことよ。わたしからも付け加えるわ。神しん秘ぴ調査会には気をつけて。できれば、早いうちに袂たもとを分わかちなさい」

（勝手なことを）

　声に出さずにうめいて、サリオンは会話の相手をにらみつけた。

「リス・オニキスの保ほ護ごがなかったら、ぼくらは行き詰づまっていた。彼と行動を共にするようになってから三か月、少なくとも危き険けんはなかったんだ」

「いつまでそう思っていられるかしらね。その男が無料で奉ほう仕ししてくれているとでも？」

　そんなことは分かっている──言いかけて、喉のどの奥おくに留とどめる。

　暗殺者のしゃくに障さわる指し摘てきは無む視しする形で、サリオンは問いを投げた。

「……ベスポルトはどこにいるんだ。帝てい国こく内か？」

　女がしばし、沈ちん黙もくする。

　カフェの客に動きはない。相変わらず静かで、各おの々おのが適当に時間を潰つぶしている。

　自分の出した問いすら放置して、サリオンは目を通りのほうへと向けた──そもそも、答えを聞きたいのかどうかすら自信はなかった。

　暇ひまを持もてあましたウェイターが、空いたテーブルを布ふ巾きんで拭ふき始める。それは結局のところ単なる見み栄ばえに準じゆんじる儀ぎ式しきで、本質的な衛えい生せい観かん念ねんとは微び妙みように異なる。サリオンが向き直ると、女は頰ほお杖づえをやめていた。両手をテーブルの上でこすり合わせ、形を選んでから組み合わせるその手順を見つめつつ、サリオンは彼女の返事を待った。

　暗殺者が言葉を濁にごすであろうことは、その沈黙の間に予想がついていた。

「彼がまだ死んでいなければ、そうね。帝国から出ることはないでしょう。八年も逃にげなかった男だもの」

「どこにいるんだ！」

　大声にはならないように──だが勢い込んで、サリオンは問いつめた。が、彼女は顔色ひとつ変えず、

「答えるつもりはないけれど、たとえばこういうのはどうかしら。彼がアスカラナンにいると言えば、フリウ・ハリスコーも国外に脱だつ出しゆつすることに乗り気になる？」

「騙だませっていうのか」

　うめく。

　彼女から返ってきたのは、素そっ気けない突つき放しだった。まるで、剣けん術じゆつの手て本ほんのような。

「騙すのはあなた。他人に押おしつける前に、自分にできることをするのね」

「フリウを帝国から逃がしたいのか？　お前こそぼくらをなにかに利用しようとしていないと、誰が証明してくれる？」

「その意い気きは悪くないわ。でも、フリウ・ハリスコーを死なせないよう計はからうのが、ベスポルトとの約束だから」

　その女の冷たい顔色から、噓うそと真まことの手がかりでも得られないかと目を凝こらして、サリオンは数すう呼こ吸きゆうを数えた──

（無む駄だなことを）

　自分に呆あきれて、独ひとりごちる。人の心を読む。物事の真しん偽ぎを悟さとる。そんなことができたためしはない。今さらそんな英えい知ちを身につけられるものか……

　うなだれて、サリオンはつぶやいた。

「フリウは……危険なのか」

「安全ではないわ。誰ひとりとして」

　それを裏付けるように、そそくさと女は席を立った。視線だけで通りを見回して、既すでにつま先は店から離はなれる方向を向いている。

　追いかけて、サリオンも立ち上がった。

「待ってくれ。いざという時に、力を借りたい。連れん絡らくを取る方法を──」

　伸のばしかけた手は、既に去ろうとしている暗殺者の視界にすらとどかなかった。軽く振ふり向いて、彼女は言ってきた。

「それは勧すすめられないわね。わたしにとってもあなたたちにとっても、厄やつ介かい事ごとが二倍になるだけよ」

「なんで、ぼくなんだ！」

　その女も口にしていたことを、やつあたりで口走る──

　彼女には聞こえなかったらしい。通りへと紛まぎれて消えていく女暗殺者の姿を追うことはあきらめて、サリオンはテーブルにもどった。

（なんで、ぼくなんだ……フリウが、リス・オニキスを選んだんだ。ぼくはここにいる意味すらない）

　できることも、なにもない。

　サリオンは手を挙あげて、ウエイターを呼び寄せた。

「なにか？」

　品の良い口く調ちようで聞いてくるその男に、サリオンはテーブルの下の荷物を示してから、テーブルの上に注文したミルクの代金と、それとは別にコインを一枚並べて見せた。

「この荷物を見ていて欲ほしいんだ。さっきこの店に来た男ふたり──アイゼンとラズっていうんだけど、彼らが来たら渡わたしてやってくれ」

「はあ」

　生返事を返すウエイターに愛あい想そ笑いしてから、サリオンは店をあとにした。




　辺へん境きようといっても、そのすべてがひとつの言葉で言い表せるものでもない。街の中を歩きながら、なんとはなしにサリオンは腰こしの警けい棒ぼうに手を当てた──三か月前。警衛兵組織を飛び出し、制服もすべて捨て去ったが、この警棒だけはずっと持っていた。

　役に立ったということもなく、愛着があったというわけでもない。ただ、捨てる理由がなかったため持ち続けていた。

（三か月……か）

　改あらためてそれを意識すると、その時間の意味もよくは分からなかった。月げつ齢れいが三回、変化の周期を巡めぐっただけ──得え体たいの知れない老人の指示で、あちこちに隠かくれていただけの期間。なにもなく、なにもできなかった時間。

（考えてみたら、しばらくフリウと話もしていない）

　歩いていると、騒さわぐ子供たちとすれ違ちがった。そのうちのひとりが、隻せき眼がんの少女に似ている。ほんの一いつ瞬しゆんだけ視線で追って、サリオンは首を左右に振った。

（あんな殺し屋の言うことを気にすることはないんだ……実際に現げん状じようは安全なんだし、それより重要なことなんてない）

　あの廃はい城じようから出たあと、危険といえる危険はなかった。黒こく衣いの追つい跡せきもなく、手配書が出回っているはずの街でくつろいでさえいられる。重傷を負おっていた精せい霊れい使つかいの少女──マリオ・インディーゴとかいう名前らしいが──は意識を取りもどさないまま、精霊に連れられて去っていった。リス・オニキスの話を信じれば、彼女もまたベスポルトが輸送された療りよう養よう先で傷の手当てを受けているらしい。もっとも、三か月経たってなお帰ってこないところを見ると、別の理由もあったのではないかと思えてくる。厄やつ介かい払ばらいといったような。

　アイゼンとラズ、あとハンターの親子は、リスの提示した報ほう酬しゆうに飛びついて、ついてきている。あまり街中を出歩かずに済すむのは、彼らのおかげでもある──リスは思いつく限りの雑用を、すべて彼らにやらせていた。リス自身は人目に触ふれることを極きよく端たんに嫌きらっている。

　リス・オニキス。サリオンは繰くり返して、その老人の名前をつぶやいた。突とつ然ぜん現れて、自分たちのすべてを掌しよう握あくした老人。神しん秘ぴ調査会──アスカラナンの有名な諜ちよう報ほう組織だ──の後ろ盾だてをほのめかし、また実際その助けを得ているようだが、それ以上のことは語ろうとしない。

（……いや）

　自分の卑いやしさを認めて、サリオンは表情を硬かたくした。老人が進んで語ろうとしなかったのも事実だが、自分も特に追つい及きゆうしたことはなかった。

（あの老人に頼たよっていれば安全だということは、この三か月で証明されたようなものだ。それに）

　なによりフリウが、あの老人に懐なついている。彼女が、精霊使いとして学ぶと言い出した時に感じた痛いたみを思い出し、サリオンはさらに眉み間けんに力を入れた。

（フリウがそれを望のぞむなら、認めてあげるべきなんだ。彼女が正しい。ぼくは口を出せる立場じゃない）

　暗殺者ごときの無責任な助言だかなんだかで、覆くつがえして良いものではない。

　そんなことは当たり前のはずだった。自明のはずだった。が。

　それならば──

（当然のことなら、どうしていちいち自分に言い聞かせなきゃならないんだ）

　罵ののしりの混じった自じ問もんを胸に刻きざんで、彼は隠かくれ家がへの最後の曲まがり角へと入っていった。特に物もの々ものしい隠いん蔽ぺい工こう作さくがあるわけではない。それほど入り組んだ界かい隈わいではなく、大通りから一本外れただけの路ろ地じにある、門もん構がまえも普ふ通つうのアパートである。玄げん関かんから入り、奥おくの階段の裏に、表からでは見えづらい地下への通路がある。リス・オニキスは街に入ってすぐ、この場所へと全員を連れてきた──つまり、街に入る前から手配してあったということになる。この街に来てまだ数日というところだが、この三か月、ひとつところに長く滞たい在ざいしていたことはなかった。ここもいつ引き払はらうのかは不明だが、そう長くはないようにサリオンには思えた。

（まるで……こっちがなにも決められないように、忙いそがしく引き回してるみたいだ）

　実際にはあり得なさそうな考えではあったが、独ひとり言ならば構うまいと、彼はつぶやいた。だが、見る限りでは、あの老人はなにもしていない──なにかを待っているのか、時間だけを潰つぶしている。最初は、負ふ傷しようしたベスポルトやマリオの回復を待っているのかと思っていたのだが、それでも三か月は長すぎた。

　思し索さくに耽ふけりつつ、地下への階段を下おりる。暗い通路に、足音が響ひびいた。階段を下りてすぐ、扉とびらがある。ノックしてから、それを引き開けた。

　倉庫のようなその室内には、なにやら痛そうに鼻をさすっているマデュー・マークスがいただけだった。少年は木箱の上にあぐらをかいて、ぶつぶつと文句を言っていたらしい。こちらを向いた彼に、サリオンは問いかけた。

「……フリウは？」

　だが、気にかかっていたのはリス・オニキスの不ふ在ざいだった──この少年の父親であるハンターやフリウはともかく、あの老人は一度も隠れ家から出たことはなかったはずである。マデューは不ふ機き嫌げんそうに、尖とがった声を投げてきた。

「いねぇよ。なんだか、いなくなってた」

「……へえ」

　胸のざわめきとともに、蘇よみがえってくる言葉があった。暗い部屋。不自然な不在。置いてきぼりにされた少年。帰ってきた自分。殺し屋の警けい告こく。

　彼が無料奉ほう仕ししてくれているとでも？

　そんな安心を覚えたことは一度もなかった──はずだった。

（探したほうがいい……のか？）

　煮にえ切らず、サリオンは顔だけをしかめた。大おお騒さわぎすることが良いとは限らない。

（ただの散歩かもしれない。だったら、ぼくが親おや馬ば鹿かよろしくに探し回るのは……フリウも喜ばない。そうだろう？）

　だが室内に入れずに、扉のノブを握にぎったままサリオンは、もうひとつ蘇ってきた言葉を嚙かみしめた。フリウ・ハリスコーを、守れる者。

（認めろよ。アイゼンたちをすっぽかして帰ってきたのも、フリウのことが気になったからじゃないか）

「フリウに用事があるんだ」

　サリオンは、マデューに告つげた。彼が聞いているのを確かめてから、あとを続ける。

「だからちょっと探してくるけど、先に彼女が帰ってきたら、ここでぼくを待ってるように言っておいてもらえるかな」

「いいぜ。いきなり真正面からぶん殴なぐられるかもしれねえから、それには気をつけろよ」

「…………？」

　少年がなにを言っているのかは理解できなかったが、それはある意味では、自分の心境にしっくりと響ひびく忠告ではあった。半分だけの笑えみを口の端はしに刻んで、サリオンはうなずき、そしてきびすを返した。




　心を尖らせるのではなく、波は動どうとして拡ひろげるのだ──恐おそらくその少女は、義ぎ父ふからそう教わったはずだった。そのことには確信がある。リス・オニキスは彼女が目を閉じて呼吸を緩ゆるやかにしていくのを眺ながめながら、そのことを考えていた。念ねん糸し使つかいでもないベスポルトが念糸の用法について学びたがったのは、好こう奇き心しんというよりは、若者らしい向上心からだったろう。

（もう、どれだけ昔のことになるか）

　ベスポルト・シックルド打だ撃げき騎き士しの姿を思い起こして、リスは嘆たん息そくした。

（才能のある若者が堕だ落らくするのを見とどけた……ひとりやふたりではない。歳としを取ることでそんな思い出ばかりが増えるのであれば、なるほど、老人というのは感かん傷しよう的てきになるわけだ）

　だが彼は、追つい憶おくに浸ひたりそうになる五ご感かんを無む理りやり現実の街外れへと引きもどした。外れとはいっても街の外に出たわけではないが、もう夕刻の薄うす暗くらがりで、遠目からは彼らの姿を見つけることもできないだろう。もとより人目もない。そこは廃はい屋おくに囲まれた空あき地だった。

　その廃材のひとつを壁かべに立てかけ、そこから数歩引いて、フリウがいる。彼女はしかめ面つらで、その朽くちた柱と対たい峙じしていた。

　念糸は、思念の通路である。

　それが教本にも載のっている、第一則だった。なんの束そく縛ばくも受けずに標ひよう的てきに触ふれて、影えい響きようを与あたえる。限られた者だけがこの能力を持つ。ほんのささやかな影響しか及およぼさない能力者もいれば、絶ぜつ大だいな力を持つ者もいる。

　フリウの小さな身体からだが呼こ吸きゆうをやめて、規則的な胸の収しゆう縮しゆくを止めた。肩かたから力を抜ぬいて、その姿勢が彼女をいっそう小こ柄がらに見せている。完成には程ほど遠い子供の輪りん郭かくから、銀色の筋が剝はく離りした。銀の糸がばらばらに、幾いく重えにも膨ふくれあがる。

　その念糸は迷うように虚こ空くうに揺ゆれた。おぼつかない線せん画がを──見る者によって違ちがう題だい材ざいを思い浮うかべるであろう不確かな線画を描えがくがごとくうねってから、刹せつ那な、張りつめて廃材へと巻き付く。

　フリウの身体が、微び動どうした。息を吐はいたのだろう。

　音を立てて、柱がへし折れた。雑ぞう巾きんを絞しぼるようにねじ曲げられ、砕くだけ散る。自分の手足よりも太い廃材を容易たやすく破は壊かいする少女を眺ながめやり、リスはおおむね、満足した。

（狙ねらいは集中している……脆もろさはあるが、さほど手て緩ぬるくはない。まあ、硝しよう化かの森に出入りしていたのならば当然か。マリオの鋼こう精せい霊れいを切り抜ぬけたというのだから、素人しろうととして扱あつかう必要はない）

　標的を破壊し終えたところで、フリウの念糸が消え失うせた。こちらを向いて、彼女が声をあげてくる。

「……これでいいの？」

「上じよう出で来きだ」

　彼女を見ないまま、告げる。リスは砕けた廃材を見つめていた。

　と、ふとつぶやく。

「フリウ・ハリスコー。念糸能力とは、いったいなんだと思う？」

「へ？」

　問われて、彼女は驚おどろいたようだった。慌あわてたような声こわ音ねで、言ってくる。

「なにって……ほら。今やってみたような感じで」

「現象で証明するのは、あるいは賢かしこい手かもしれんが、制限を増やすことにもなるぞ？　なにかの拍ひよう子しで力が使えなくなったと勘かん違ちがいした時、本当に永えい遠えんに力を失ってしまう」

「爺じいちゃんの言ってること、よく分かんないよ」

　向き直り、フリウの困こん惑わく顔を見て、リスは笑えみを浮かべた。

「逆さか立だちができる子供と、逆立ちができない子供がいたとする。だが逆立ちできない子供というのは、本当にできないのか、それともできないと思い込んでいるだけなのか。それは誰にも分からない」

「……それもなんか、分かるような分かんないような」

「本来、念糸は束そく縛ばくを受けない力だ。体力が尽つきようと気力が尽きようと、必ず作用するはずの力だ。死後すらも意志さえあれば念糸能力は働くのだと仮定する研究者が一いつ派ぱを作っているほどだ」

　リスは長く告げてから、フリウの反応を待つ。理解も半分、納なつ得とくも半なかばといった曖あい昧まいな眼まな差ざしでこちらを見ている隻せき眼がんの少女に、彼はさらにあとを続けた。

「思念の通り道。心が身体からだに命めいじて手足を動かすのと同じ手間で、念糸は自分の身体ですらないものにまで影えい響きようを与あたえる。が」

　腕うで組ぐみして、彼は薄うす闇やみの中に声を忍しのばせた。

「なぜ、余よ人じんにできないことが我々念ねん糸し使つかいにはできるのだ？　この力はなんのためにあるのだ？　念糸の力を持つ者は太たい古こから存在していた。この力が有用ならば、どうしてすべての者が念糸を使えるようになっていない？」

　聞き取りづらかったせいか、フリウは少し前に出たようだった。近づきながら、聞いてくる。

「それは……ええと……なんで？」

「答えは既すでに出ている。お前が気づいていないだけだ──答えはだ、こんな力はなんの役にも立たんからさ」

　即そく答とうしたリスに、フリウが聞き返してきた。意外に思えたのだろう。わずかに声がうわずっている。

「立たない？」

「いずれ分かるようになる。今は丸暗記しておけ」

　そこで説明を切ると、リスは砕くだけた廃はい材ざいに近寄ってそれを足で押おしのけた。それほど重い材木というわけでもないが、華きや奢しやな代しろ物ものでもない。それが迷いもなく折られている──いや、ねじ切られている。

　だが、武器としてこの力を使えるのかといえば、それは微び妙みようではあった。単純に威い力りよくや精せい度どだけで考えれば申し分ない。

（それでも念糸は、裏付けのない力に過すぎない。根こん拠きよを問われれば戸と惑まどう。その程度のものに過ぎない）

　いつ裏切られるとも知れない。

　家を解体しかけて途と中ちゆうで放ほう棄きされたのか。そこには、まだ廃材が積んであった。その中から今度は二本、柱を壁かべに立てかける。

　リスはその場から離はなれつつ、静かに告げた。

「折れ。ただし、二本同時にだ。一いつ瞬しゆんたりと誤ご差さなく」

「同時？」

　すっとんきょうな声を、フリウがあげる。また先ほどと同じように集中し、標的に向かって意識をつなげようと──

　数秒ほど頑がん張ばってから、彼女はこちらを向いた。途と方ほうに暮くれているのか、それとも怒おこっているのか、眉み間けんにしわを寄せている。

「聞いたことないよ……ふたつのものに同時に集中するなんて。ていうかなんかそれ矛む盾じゆんしてない？」

「念糸は束そく縛ばくされない力だと言っただろう。聞いたことはすべて学べ。そして、マスターしろ」

「うう」

　フリウは再び廃材に向かって手を伸のばすと、半分あきらめの混じった悲ひ壮そうな面おも持もちで挑ちよう戦せんを始めた。

　だが、今度は念糸が発生すらしない。リスはそれを後しり目めに、その場に屈かがみ込んだ。足あし下もとの小石をいくつか拾い、手の中でこすり合わせる。

　そして──

「フリウ・ハリスコー」

　呼びかけると、彼女はこちらを向いた。即そく座ざにリスは、手の中にある十数個の小石をいっぺんに彼女に投げつけた。

「────っ⁉」

　暗くら闇やみのせいで、石は見えなかったかもしれない。だが彼がなにをしたのかは、直感的に察したのだろう。フリウが両手を突つき出すような形で顔面を覆おおう。だがそれより先に、リスは自分の念糸を解とき放はなっていた。

　一瞬後。

　リスは、硬こう直ちよくしたまま動かず立っているフリウへと歩み寄った。彼女の目の前で手を開き、投げる前と同じ状態でそこにある小石をすべて、足下に落とす。ばらばらと音を立てるその石のひとつが、フリウの靴くつに当たった。不ふ思し議ぎそうに、彼女が聞いてくる。

「……なにをしたの？」

「投げた後に、念糸で回収した」

「これ、全部を？」

「ただの余よ興きようだがな」

　手をはたきながら、答える。

　フリウは答えずに、まじまじと小石の数を数え始めたようだった。と、数え上げる前に顔を上げて、

「でも、爺じいちゃん……そんなふうに器き用ようになってもさ。精せい霊れいには念糸なんてほとんど効きかないし、どうやって操あやつるの？　それとも、効くようになるの？」

「もしそうなら、人は精霊を恐おそれる必要などないわけだ」

「…………」

　口をつぐむフリウに、彼は厳きびしい視線を向けた。続ける。

「結局のところ、精霊使いにできることは、水すい晶しよう檻おりに封ふう印いんを為なすことと、解くことだけだ。外に出した精霊を、都つ合ごうよく操れるわけではない。訓くん練れんされた精霊ならば、反射的にマスターを守り、敵を攻こう撃げきすることもある……が、あてにはせんことだ。精霊の論理は理解できん」

　長々と告げながら、彼女の肩かたを押おしやって、二本の廃はい材ざいへと向かせる。

　フリウは逆らわなかった。視線をそらしもせずに、その標的を見み据すえたまま聞いている。

（訓練において、単たん純じゆんさは良い資し質しつとなる）

　リスは、胸きよう中ちゆうでつぶやいた。咄とつ嗟さのことで少女は気づかなかっただろうが、先ほど投げた石は、一個だけだった。その一個を回収し、残りはずっと手の中にあった。ふたつの標的に対して同時に念糸を紡つむぐことは、容よう易いなことではない。リスにしても、確実にできる自信はなかった。

　が、少なくともこれでこの少女は、できないと思い込んでいる子供ではなくなったはずだ。

　そのまま、彼は語り続けた。

「言うまでもなく、精霊の調ちよう教きようは多数の人じん命めいを奪うばう。有ゆう形けいの精霊は得え難がたく、訓練された精霊はさらに貴き重ちようだ。お前さんの精霊を調教することは──まあ、控ひかえめに言っても無む謀ぼうだろうな」

「……じゃあ、どうするの？」

「精霊使いにできることをすればいい。つまりは、必要な時に確実に水晶眼の封印を解き、そしてまた必要がなくなった時に確実に封印を為なす。あとは、使うタイミングを間ま違ちがえないことだ」

　そこまで説明してやると、フリウは肩越ごしに振ふり向いてきた。右肩から、右眼だけでこちらを見やって、

「これがその練習方法？」

「そうだ。その第一段階だ」

　リスは、うなずいてみせた。

「念糸に慣れることだ。意識を純じゆん化かさせ、増大させて、どんな状態でも念糸を操あやつれる精神力を身につける。実際──」

　彼女の肩を叩たたいて、続ける。

「それほど難しいことではなかろう。お前は、今までベスポルトから同どう様ようの訓練を受けていたはずだからな」

「う、うん……まあ、似たようなことを聞かされたような」

「同じはずだ。奴やつに教えたのは、わしだからな」

　請うけ合うと、目に見えて少女の顔色が変わるのが分かった。上気して、驚おどろいたようにこちらを見ている。

　くだらない愛あい想そだ──と承知しつつも、言わなければならない言葉を、リスは口にした。

「わしを信用しろ」

「うん。分かった……」

　つぶやく少女を残して、後ろに退しりぞく。

　数歩離はなれて彼女を眺ながめながら、リスは既すでに違うことを考え始めていた。数字を数え、そしてつぶやく。

（ノニ・イシュカリスがわしらを見つけるまで、長ければ十日、早ければ数日……というところか。マリオを呼び寄せる時間もないうえ、それはできん。ベスポルトを守る駒こまは必要だ）

　そもそも、マリオ・インディーゴごときと帝てい都と最さい高こう位いの精せい霊れい使つかいでは、勝負にもなるまい。

　ならば──

　と、リスは、廃はい材ざいと対たい峙じするフリウを注ちゆう視しした。

（残された時間で、この娘むすめを使えるようにしておく。この際、余よ分ぶんなものにはすべて消えてもらう。良い頃ころ合あいか）

　三か月も待った。

　いや。と、彼は思い直した。

　八年間、待たされた。

「爺じいちゃん」

　声をあげるフリウ・ハリスコーへと向きやると、少女は怪け訝げんそうに、聞いてきた。

「……あたし、本当に精霊使いになれるのかな」

「なれるものか。いちいち無む駄だ口ぐちを叩たたいているうちはな」

　告げて、リスは苦く笑しようを隠かくした。胸きよう中ちゆうで、つぶやく。

（ベスポルト）

　愚おろかな大男の顔を思い浮うかべて、うめく。

（貴き様さままさか、こんな罪ざい悪あく感かんに負けたというのではあるまいな？）

　腕うで組ぐみし、薄うす闇やみからさらに影かげを濃こくした闇の中で、リス・オニキスは表情を険けわしくした。







　第四章　リスキー・ワンダリング

　　　　　　（危険な戸と惑まどい）







　自分が有ゆう能のうな警官ではないということを、自じ覚かくしていなかったといえば噓うそになる。その思いは折おりに触ふれて差し迫せまってくる──つまりは忘れずに毎朝肩かたを叩たたいて去っていく、気の合わない友人のようなものだった。決して忘れさせてくれない、だがいつもうっかりと置き去りにしてしまう事実。

（運命とでも言うのかね）

　サリオンは、ささくれだった感情を罵ののしりの中に折り畳たたんで、半分下ろしたまぶたの下から世界を見み渡わたした。実際には、世界といえるほど多くのものが見えたというわけではない。せいぜいが、それぞれ無関心な通行人、つまらない街の風景、おどけた顔で道を横切る野の良ら犬、そしてその口にくわえられた人じん精せい霊れいと、そんなちっぽけなものでしかない。

　街で人の足取りを追うのならば、人に聞くしかない。そしてそれが可能ならば、最も手っ取り早い方法でもあった。できればそうしている──彼は苦々しくつぶやいた。だが、そんなことをすれば自分も彼女も含ふくめて、致ち命めい的てきな危き険けんを呼び込みかねない。

（安全に慣れすぎだ……こんなふうに、出歩くべきじゃないんだ）

　道には人通りはまばらだった。そろそろ陽ひが落ちる。あの殺し屋の言葉を思い出し、気分悪く繰くり返した。なにもなかった三か月。安全だと思っていた三か月。なにもしなかった三か月。

　致命的ななにかが進行する可能性を、失しつ念ねんしていた三か月……だった。

（くそ、どうしてそんな気がしてしまうんだ？）

　感情に納なつ得とくできず、毒づく。奇き妙みような表情をしているに違ちがいないと気づいて、彼は顔面を手で撫なでた。手のひらの感かん触しよくが心まで塗ぬり替かえられるというわけではないが、少なくとも険けわしくなった顔のしわだけは、拭ぬぐうことができた。

（リス・オニキスが信じられないなら、あの殺し屋だって同じくらい信用できない敵だ。ぼくにとって都つ合ごうの良い言葉に飛びつこうとしていないか……？）

　後ろ暗い言葉は、心臓の居い心地ごこちを悪くする。毒のような考えを吞のみ込んで、彼は続けた。

（フリウだって、ぼくを避さけている。ぼくのやっていることは、まったくの見当違い、余よ計けいな迷めい惑わくかもしれないんだ）

　殺し屋と話をしてから、もう既すでに三日が経たっている。まるで申し合わせたように、その日からフリウは毎日決まった時間──つまり今の頃ころ合あい──に姿を消すようになった。リス老人とともに。

　あとをつけることは可能だったろう。ただ、彼が尾び行こうしていることは、すぐに露ろ見けんするはずだった。少なくとも、リスは気づくだろう。

（そうなった時に……）

　彼女がなんと言うか、サリオンは、苦く笑しようではなく苦味を味わった。本当に、なにを言うだろう。三か月前、あの廃はい城じようで言われたことと、同じことを繰り返すのか。繰り返し。運命の輪から抜ぬけ出そうとして、また別の小さな輪に入り込んでしまったのか。

　近寄ってきた野良犬を避よけて、サリオンはまた歩き出そうと──

「……なにやってるんだ？」

　踏ふみだそうとしていた新しいスペースにはつま先を下ろさずに、サリオンはつぶやいた。野良犬を見下ろす。犬の口には、ぐったりと人じん精せい霊れいがはさまっている。そういえばフリウと同様、ここ数日姿を見せなかったスィリーが、むくりと顔を上げた──特に大げさなふうでもなく、背せ筋すじを使って起きあがると、挨あい拶さつするように手をあげて言ってくる。

「聞きたいか俺おれのスペクタクル」

「いや、いい」

　即そく答とうする。と、人精霊は腕うで組ぐみとともに嘆たん息そくしてみせた。

「そうか。そんな気はしていたんだ」

　まるで人精霊が命じたように、犬がまたあさってのほうに歩きだそうとしていた。老犬で、動きは鈍にぶい。サリオンはその犬の前に回り込むと、眉まゆ根ねを寄せて聞き直した。

「でも、なにをやってるんだ？」

「どう見える？　などと人生を相対化してみる俺だった」

　その問いが、難問だったというわけではない──が、一いち応おう改めて観察し直し、サリオンは答えた。

「犬に食われてるみたいに見えるけど」

「む。犬に食われているなどと、一口に言わんで欲ほしいものだ」

「そうなのか？」

　聞く。

　と、なにが満足だったのかは知りようもないが、スィリーはなぜか得意げに鼻を空に突つき上げ、言ってきた。

「まず鳥類の繁はん栄えいのため滋じ養ようにされかかり、そののち猫ねこの餌え食じきになって、その飼い主に監かん禁きんされたところをなんとか抜け出したものの池にはまり、気がつけばどこをどうしたものかこの巨きよ大だい怪かい獣じゆうと一体化していた」

「……池に水を飲みにきてたんじゃないかな、その犬」

「むう。そうか。さてもしかし、もちょっと先に聞かされているべきことがあるような気がしてしまうのだが」

「大変だったね」

「心なしか、他ひ人と事ごとのように聞こえなくもない」

　得意の度合いを少しずつ下げながら、スィリー。犬はサリオンに行く手を遮さえぎられて、足を止めていた。飼い犬ではないのだろうが、街の犬なのだろう。人に慣れた態たい度どで、逆さからいもしない。

　サリオンは嘆息した。つぶやく。

「それもまた人生と言いたいんだろう？」

「いっそのこと、これから先、お前が全部俺の言うべきことを先回りするのはどうだ？」

　それこそ他人事のように、人精霊は軽く言ってくる。この精霊にしてみれば、あらゆることは無価値なのだろう。サリオンは虚むなしく認めた。今こうして犬と一体化──だかなんだか──して街を闊かつ歩ぽするスィリーに、たとえ小さなものでもひとつ決定権を与あたえたならば。精霊はあっさりと決断を下くだして、その葛かつ藤とうを無意味にしてしまう。

　容よう易いで残ざん酷こくなことは、残酷なほど容易にもたらされる……

　ふと。

　はたと気づいて、サリオンは人じん精せい霊れいへと向き直った。この精霊は無価値ではない──少なくとも今は。使い道がある。

「フリウを探しているんだ」

　言ってから、それが唐とう突とつなことだと気づいた。なんの説明もせずに告つげたところで、精霊に理解できたはずはない。だがそのまま、彼は続けた。

「……君、探せるんじゃないか？」

　が、人精霊は即そく座ざに、

「断ことわる」

「冷たくしたのは謝あやまるから」

　サリオンは食い下がったが──スィリーはしかし、しごく冷静な口調で言い直してきた。

「いや、違ちがう。これは俺の存在に対する根こん幹かん的てきな問題を含ふくんでいる」

「どんな」

　聞いてから、この精霊の今までの態たい度どや行動──そんなものを思い出し、サリオンは相手が答える前につぶやいた。

「……もしかして、人の役に立っちゃいけないとか、そんな決まりでもあるのか？」

「どうしてこう、人生は役立たねばならないという不ふ条じよう理りなことを誰だれもが信じるのだろう。とまれ、それだとまるで俺がなんの役にも立ったことがないように聞こえてしまうので注意すると良いぞ」

　そんな忠告を発してから、人精霊はあとを続けてきた。

「あの小こ娘むすめ、どうも俺に対して殺意を抱いだいている」

「まさか」

　サリオンが否定すると、人精霊は犬に下半身を吞のみ込まれたまま、居い丈たけ高だかに背せ筋すじを正してみせた。

「いや、理由はよく分からないが、なぜか俺が近づくとあの小娘、水すい晶しよう檻おりに閉じこめたがる。存在の抹まつ消しようは殺人と同じだ」

「それは君が邪じや魔まをするから」

「邪魔をしたことなどないぞ一度たりと。まあそれはそれとして、水晶檻は厄やつ介かいだ。自力では抜ぬけ出せんからな」

（マデューの水晶檻か。あれは返したんじゃなかったかな）

　サリオンは思い出しながら、人精霊に手を振ふって取りなした。どのみち、フリウに気づかれるほど近づかれては困る。

　ゆっくりと、彼はスィリーに告げた。

「そんなに近づかなくていいんだ──遠くから、彼女がどこにいるか分かったところでもどってきてくれれば」

「そうか。承しよう知ちしてしまおう。今日の糧かてを与あたえてくれる勤労に感謝しつつ、さあ走れ大だい怪かい獣じゆう。なんとなく方角はこっちだ」

「いや、飛んでけよ」

　どうしてか人精霊の指示に従って歩き出した老犬の後ろから、サリオンはつぶやいた。




　リス・オニキスは足を止めて、周囲を眺ながめやった。合図があったわけではない。気け配はいを感じたわけでもない、偶ぐう然ぜんでもない。先ほどから数歩に一度は、こうしているというだけのことだった。

　そこはせまい路ろ地じではあったが、両肩かたを擦するというほどではない。それでも両手を広げることはできまい。自分の胸に浮うかんだ脳天気な夢想を、リスは自分で笑った──これから会う相手が、自分の拳こぶしを恐おそれて自由の利きかない場所を待ち合わせに指定したという考えは、誰に指し摘てきされるまでもなくお笑いぐさだった。

　その大マグスが、彼を恐れているということはあるまい……あり得まい。

「そこでいい」

　聞こえてきたのは、若い声だった──いつもと変わらない、囁ささやくような声。耳元に吹ふき込まれたようでもあり、遠とお吠ぼえのようでもある。決して姿を見せたことのないその男を判別する材料は、その声こわ音ねだけだった。もっとも、

（……この男のほかに、同じ真ま似ねができるようなマグスが存在しているわけでもなかろうがな）

　止めた足を地面に押おしつけ、リスは訊たずねた。

「アイネスト・マッジオ？」

「いつもの通りにね。伝えるべきことを伝えに来た」

「言え」

「ノニ・イシュカリスとその一隊が、この街に入った」

「早いな」

　毒づくつもりで、リスは唇くちびるを嚙かんだ──

　が、神しん秘ぴ調査会のマグスが発する声は平静だった。

「黒こく衣いが絡からんでいる。少なくともひとりの黒衣が先導している」

「……あり得ない。帝ていは黒衣を失うことを恐れないのか？」
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「恐らくそのためのノニ・イシュカリスなんだろう。帝都筆ひつ頭とうの精せい霊れい使つかい。彼に対たい抗こうする手段は？」

「ないこともない」

　多少の噓うそを含ふくむことになると承知しつつ、リスはつぶやいた──それが問題になるのは、つまるところ、この背後のマグスに対し、噓は通用しないのではないかという危き惧ぐがあったせいだった。

　それでも、必要な噓ならば断言しなければならない──マグス自身も咎とがめはすまい。リスは続けた。

「奴やつがこの事態を、どれだけ把は握あくしているのかは知らない。が……わしの読み通りならば」

　そこで言葉を切ると、マグスは促うながしてきた。

「読み通りならば？」

　それは嘲あざけりを含んだ問いかけではなかった──こちらの判断を、ある程度は真しん剣けんに頼たよりにしているということだろう。アスカラナンに名を轟とどろかせる神秘調査会とはいえ、精霊に関しては素人しろうとと大差ないはずだ。仕方ないところなのだろう。

　素そ知しらぬ顔で微び妙みような判断を下す緊きん張ちよう感かんに、乾かわいた手のひらを指でこする──リスはつぶやいた。

「読み通りならば、帝はなにも明かしてはいまいよ。ノニはなにも知らない。ならば、特に危険な精霊は持ち出していないはず。その足あし枷かせとするために、わざわざこんな街中に潜せん伏ぷくしているのだ」

「それはどれも希望的観測に聞こえる。ぼくたちは、フリウ・ハリスコーを失うわけにはいかない……」

「お前たちの失しつ態たいを、尻しり拭ぬぐいしながらなんとかやっているのだ。言われる筋合いはないな」

　今まで幾いく度どとなく繰くり返してきたことを、また繰り返す。マグスもまた、怒いかりを見せることもなく同じことを返してきた。

「ぼくたちは絶対殺人武器を失ったわけじゃない。ベスポルトを失ったわけでもない」

「ベスポルトは、我々が提供したものだ」

　振ふり返ろうとした。が、それは自じ制せいする。ここで相手に姿を消してもらいたくはない。接せつ触しよくを保たもっておかなければならなかった。

（決して姿を見ようとはしないこと……か。神しん秘ぴ調査会というやつは、まったくつまらない約束を気にする）

　なかばやつあたりで、最初の取り決めに苛いら立だつ。そんな胸きよう中ちゆうを知ってか知らずか、マグスは機き嫌げんでも取るように声を和やわらげた。

「感謝している。ベスポルトは……とても役立っている。でもその代わりに、協力者でもないマリオ・インディーゴがあの男を監かん視しすることを許可しただろう？」

「渡わたりに船だったはずだ」

「お互たがいにね。だから否定はしないけど恩に着るつもりもないんだ……役割だけは、しっかりとこなして欲ほしい」

「ならばさっさと、帝てい都とに入る手はずを整ととのえろ」

「もうじきだよ。それほどはかからない。我わが友人の意向と──」

　振り返らずに、リスは肩かた越ごしに指先を背後へと回した。相手の眼球の目の前に突つきつけた──そうであってくれとリスは願った──鋭するどい爪つま先さきに力を込めながら、リスは声を低くした。

「……弟てい帝ていへの無ぶ礼れいは見み逃のがさないと言ったはずだ」

「ああ、すまない……うっかりしていた」

　マグスはあっさりと、脅きよう迫はくを受け入れた。言い直してくる。

「あの方の意向としては、やはり時間をかけることは望まないとのことでね。可か及きゆう的てき速すみやかに、すべてを一所に集められるよう手配する。それまで──」

「フリウ・ハリスコーと破は壊かい精せい霊れいは守る。相手がノニ・イシュカリスでも、それはこなす。ベスポルトの確保をこなしたように、今回もうまくやる。文句はないな？」

「誰だれよりも信しん頼らいしているさ。リス・オニキス……マリオ・インディーゴはぼくに、自分は世界を救うひとりだと言っていたよ」

　出現と同じように、声の消失にもまた兆きざしはなかった。そのまま、マグスは消えたらしい。リスは確かく認にんせずに、歩き出した──振り返らないまま。

　必要なことは聞いた。必要以上のことをしゃべるのと引き替かえに。己おのれの愚おろかさを叱しつ咤たしつつ、彼はうめいた。

（なにも知らないマリオならば、確かにそう言うのだろうよ。だが……）

　続きは、胸の内ですら告げなかった。マグスが心中を読んでいるかもしれない。




（最優先なことは、なんなのか……フリウの安全。目下、これは達成されているようにも思える。とても安全だったんだ、この三か月。まるで）

　まるで──

　サリオンは街の中を歩きながら、自らの言葉を受け入れるのを躊躇ためらった。思し索さくは彷徨さまようが、その鼻先に結論を嗅かぎ取る。それを拒きよ絶ぜつしたのは第六感だった。

（まるで……事件なんて、なにも起こらなかったように、だ）

　甘あまい幻げん想そうだった。八年間。退たい屈くつな八年間の末にやってきた、ほんの数時間の破は滅めつ。そして、それからの三か月の平へい穏おん。

　ある意味では破滅こそが虚きよ構こうだったのではないかと思えてくる。リスの指示に従って転転とする隠いん遁とん生活であっても、フリウは明るくしているように見えた。夜昼となく眠ねむりながらうなされることはあっても、当人の記き憶おくには残っていまい──少なくともマデューや、ラズたちと喧けん嘩かをしている間は。

　自分はそれをずっと見てきたのだ。

　彼はつぶやいた。あの廃はい城じよう以来、フリウが自分を避さけようとしているのは分かっていた。露ろ骨こつにそうする意図がなくとも、露骨に表れてしまうのがそういった感情なのだろう。

（なにをやってるんだ、ぼくは）

　何度となく自問してきたことを、また問い直す。

（フリウはぼくを必要としないと言ったんだ──彼女の意志で。彼女は賢かしこい。ぼくを見み抜ぬいたんだ。ぼくが自分の贖しよく罪ざいのだしにするために、彼女につきまとっているんだとすれば、ぼくは……卑いやしい男なんだろう）

　たかだか殺し屋の言葉にそそのかされて、フリウが彼女の意志でやろうとしていることを邪じや魔ましようとしている。それも結局は、あの殺し屋の忠告が、自分にとって都つ合ごうが良いというだけのことではないか。

「くそっ」

　声に出して、顔を上げる。

　人じん精せい霊れいの帰りを待つつもりにもなれず──そもそもあの精霊を頼たよりにして良いものなのかどうかも確信が持てず、変わらずに街を歩き続けていた。

　そもそも自分を、高こう潔けつな男だなどと思っていたわけではない。

　毒づいたのは、別のことだった。フリウは賢い子供だ。だったら、リス・オニキスの下心だって見抜けそうなものじゃないか？　あの老人に、そういったものがあれば……

（ないから見抜けない？）

　そう思えてしまう。それが腹立たしかった。

　苛いら立だちのせいだろう。注意が散さん漫まんになっていた。すれ違ちがおうとしていた女に、肩かたが触ふれる。そのまま無視するには後ろ暗いほど強く相手に当たってしまい、サリオンは慌あわてて足を止めた。振ふり返り、頭を下げる。

「あ、すみませ──」

　女は身体からだ半なかばどころか、完全にこちらを向いていた。小こ柄がらな、若い娘むすめ──苦手な年とし頃ごろだとサリオンは認めた──が、じっと見上げてきている。

　女は、怒おこって立ち止まったのではないようだった。もともとそこに留とどまるつもりだったらしい。その兆ちよう候こうが、どこかにあったというわけではない。ただサリオンは、心臓を鷲わし摑づかみにされる冷たい感かん触しよくとともにそれを悟さとっていた。

　その女は、そもそも自分に用があったのだろう。肩をぶつけたのも、わざとかもしれない。

　女は軍服を着ていた。帝てい国こくの軍人だった。

　反射的に声をあげそうになり、サリオンは片手を当ててそれを押おしとどめた──それで顔を隠かくすつもりでもあった。後ずさりして、腰こしの警けい棒ぼうを探さぐる。その腕うでを、背後から摑まれた。

　肩越ごしに見やる。今度は男だった。金きん髪ぱつの、精せい悍かんな顔立ちをした男が、ほとんど接触するほどに背後に近寄って、こちらの腕を押さえつけている。

（……気配に気づかなかった）

　己おのれの鈍どん感かんを呪のろって、サリオンはその男──やはり同じく軍服を身につけたその男をにらみやった。口を開いて、声を絞しぼり出す。

「なんだ……なんだ？　いきなり！　なんのつもりだ？」

　わけが分からないふりをしながら、わめき続ける。

「こんなところで……なんだそりゃ！　軍隊の格かつ好こうか！」

「知らないふりをする必要はないです。サリオン・ピニャータ。辺へん境きよう警けい衛えい兵へいの」

　言ってきたのは女だった。冷たい、感動のない声こわ音ね。

　もう一度しらばっくれることを、その成功率とともに検討する。成せい算さんがあると踏ふんだわけではなかったが、それでも時間稼かせぎにはなる。サリオンは、かぶりを振った。

「なにを言ってるんだあんたら……誰だれのことを話してる？」

「サリオン・ピニャータ。辺境警衛兵の」

「だからそいつは──」

「サリオン・ピニャータ。辺境警衛兵の。帝都に暮らしていた頃の記録から読み上げましょうか？　犯はん罪ざい履り歴れきに暴力事件多数。ハイスクールでは……」

「なんだっていうんだ、くそっ！」

　怒いかりの力で、男の手を振ふり解ほどけないか。試ためすつもりでサリオンは身体からだを揺ゆすったが、その男の手は微び動どうだにしなかった。声どころか、呼吸の気配すらろくに感じさせない。

　交こう渉しようはその女の役割なのか、応答してくるのは、ひたすらその女だった。

「人ひと違ちがいでないことは分かっているの」

「なぜだ」

　聞き返しつつ、サリオンはあたりを見回した。フリウを探して、ひとけのない場所を歩き回っていたのが災わざわいしたか、通行人の姿もない。もっとも、帝てい国こく軍人に取り押おさえられている彼を助けてくれるような、酔すい狂きような街人もいないだろうが。

　女は、あっさりと答えてきた。嘲あざけりでも恫どう喝かつでもなく、ただ事務的に、

「あれの手引きだから」

　と、視線で示す。その方向を見やって、サリオンは喉のどから息を漏もらした。そこに立っていたのは、黒い人ひと影かげだった。全身を黒くろ装しよう束ぞくに覆おおわれた、黒こく衣いの姿。離はなれた場所から、仮面に隠かくされた眼でこちらを眺ながめている。ひとりだった。

　そして──

　唐とう突とつに、サリオンは思い出した。思いつく限りの悪あく罵ばを、誰にでもいいから叩たたきつける。心臓だけでなく、胃の中ににじむ悪お寒かんが全身を総毛立たせるのを感じた。胸きよう中ちゆうで叫さけぶ。

（スィリー……！）

　もし、あの人じん精せい霊れいがフリウを見つけ、この状じよう況きよう下かで彼のいる場所にもどってくれば──

（最悪だ。どうしようもない！）

　既すでに動どう揺ようを隠すだけの余よ裕ゆうはなかった。首をねじり、再び背後の男へと向き直る。顔を近づけ、

「……貴き様さまっ！」

　敵意は感じただろう。男が警告の声を発してくる。サリオンは無視して、その男の目に唾つばを吐はきつけた。

　驚きよう愕がくで生じた男の隙すきに、サリオンは押さえられていた右腕うでを引き抜ぬいた。警棒を取る時間はない。そのまま拳こぶしを固めて、男の顔面に突つき刺さす。

　男が倒たおれるのを確かめずに、サリオンは振ふり向いた。腰こしの警棒を摑つかむのに、指が引きつった──男を殴なぐりつけた際、突き指したらしい。

　構かまってはいられなかった。向いた先に、女はスマートな構えを取ってみせていた。スポーツ精神でこちらが準備するのを待っていたというわけではないだろうが。

　それでも正面を向いた瞬しゆん間かんを待ち受けていたように女兵士の足が跳はね上がってサリオンの腹を打つのを、彼は他ひ人と事ごとのように見下ろしていた。もっとも、出で来き事ごとが誰の所有であろうと痛みは我わがものだった。息を詰つまらせ、後退する。

　それでも警棒を振りかぶり、破れかぶれで振り回す。女は一瞬見せていた追つい撃げきの姿勢を止めると、こちらの手のとどかない距きよ離りで改めて構えを取った。

　まるで少女のように小こ柄がらなその女が、格かく闘とう技ぎ流に身構えるのを見たところで、その真正面に立っているのでなければ微笑ほほえましいだけだったろう──うめいて、サリオンは認めた。対たい峙じしてみれば、帝てい都との軍人というものが無む駄だな修練しかしていない素人しろうととは違ちがうのが分かる。自分の手にある警棒は、強力な武器のはずだった。人間の、どの部位の骨よりも硬かたい鋼はがねの棒。片手で取り回すことができ、防ぼう御ぎよにも攻こう撃げきにも使える。

　ただそれも、敵を上回る技量あってのことだった。でなければ、無む用ようの長ちよう物ぶつでしかない。相手を上回っていて初めて、武器は相手を傷つける、または傷つけずに捕とらえるためのツールとなる。

　一瞬で距離を詰めてきたその女兵士が、また次の一瞬で姿を消し、肘ひじで打ち込んでくる重い一撃を残して通り過ぎていく。打たれた脇わき腹ばらを押おさえて、サリオンは喘あえいだ。動きを止めたこちらの急所に、次々とその女が拳を、つま先を、かかとを突き込んでくる。いくつかは防ぎ、いくつかは為なす術すべもなく食らいながら、サリオンはほとんど背を向けて逃にげ出すようにしてでも、距離を取ろうともがいた。気がつけば、手の中に警棒は残っていない。地面に立ってすらいなかった。

「……大だい丈じよう夫ぶ？」

　その女の声は、無む論ろん、自分に向けられたものではなかった。半分閉じた目で、地面の高さから見上げる。女兵士は、ようやく起きあがってきたもうひとりの兵士を気き遣づかって声をかけていたらしい。兵士は、それが不服だったのだろう。なにやら早口で毒づいているのが聞こえた。その罵ば声せいが、サリオンに対してのものか、それとも同どう僚りようへのものか、それは判別できなかったが。
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　地面に押しつけている耳から直接、足音の振しん動どうを聞いていた。女兵士が近づいてきたらしい。

「抵てい抗こうしないで。凶きよう悪あく犯はんの逃とう亡ぼう幇ほう助じよは確かに重罪だけれど。それはわたしたちの任務ではないから」

（そんなことは関係あるか……！）

　叫さけんだつもりだったが、声にはならなかった。動かない身体からだでサリオンは、近い女兵士ではなく、離はなれた場所にいる黒こく衣いを見ていた。無言の影かげ。表情どころか今は行動すらなく、ただそこに立っている。

（フリウだ……フリウを捕らえに、いや、処しよ刑けいしに来たんだ。くそ、殺し屋が正しかった……正しかったんだ！）

　たった三か月の安全で、油ゆ断だんしていた。黒衣があきらめるはずはないというのに。歯がみして彼は、砂を摑つかんだ。

（失敗してはいけないんだ……それは分かっていたはずなんだ。ぼくには失敗だって許されなかった。彼女を護まもろうと思ったんだ。だったら、失敗なんて許されるわけがなかったんだ！）

　捕つかまるわけにはいかない。捕まれば、隠かくれ家がの位置を白はく状じようさせられる。

　最後の力は、起きあがるのに使った。女兵士が、きょとんと、のんきに驚おどろいた眼まな差ざしを見せている。だが、そんな女など──その後ろで憎にく々にくしげにこちらをにらんでいる男も含ふくめて、どうでもいい。そんな連中はどうでもよかった。

　サリオンは身体を反転させると、駆かけだした。もう逃にげるにも手て遅おくれだということは分かっていた。彼が走る先には、物言わぬ黒い人影があった。

（黒衣……）

　サリオンは、拳こぶしを握にぎって息を止めた。

　黒衣は処刑者である。彼らは、自分に手向かう者を、なんの拘こう束そくもなく抹まつ殺さつする権利も持っている。

（黒衣なら……敵意を持って近づくだけで、ぼくを殺す！）

　実際には、近づくこともできなかった。黒衣の身体から、やはり無音で銀色の糸の束たばが放たれ、彼の身体に巻き付く。

　サリオンは、吸っていた息を吐はき出した。思ったより多くの空気を肺に溜ためていたわけではなかったようだった。そのことが、なにか損をしたような気にさせられる。彼は目を閉じた。次に来る破は滅めつを覚かく悟ごして、その向こうにある死に向かって、彼は飛び込んだ。




「……サリオンが？」

「おお。だいたいおおむね、そのようなものだ。やたらめったら無む差さ別べつに小こ娘むすめを探しまくっていたようだぞ。今ごろ死んでるかもしれん。分かったか小娘」

「ふーん」

　フリウはつぶやくと、人じん精せい霊れいに背を向けた。無数に砕くだけた廃はい材ざいを見み据すえて、意識を整える。

　が、邪じや魔まされた。回り込んできた人精霊が無ぶ遠えん慮りよに言ってくる。

「ん？　なんだ。無関心か？　人生の黄昏たそがれか？」

「違ちがうわよ。なによ無関心って。ちょっと、なんて言ったらいいのか分からなかっただけでしょ」

　飛び回る精霊を、手で振ふり払はらって告げる。眼がん帯たいの縁ふちをかいて、彼女は口を尖とがらせた。

「ほっといてよ。あたし、練習しなくちゃならないし……」

「修しゆ行ぎようだな？　アレだな？　ついにパワーアップか。超ちようか？　超なんだろうな」

「……どうでもいいけど、なんであんた、蛇へびに食べられてるのよ」

　しつこくつきまとってくるスィリーに、フリウは問いかけた。人精霊は、下半身を蛇に吞のまれた状態で、それをぶら下げて飛んでいる。そのままなにやら気難しげに腕うで組ぐみすると、なぜか得意げに、

「聞きたいか俺のスペクタクル」

「いらない」

　即そく答とうして、大きく息をつく。あたりを見回す。いつもの練習場なのだが、リスの姿はない。

「どこ行っちゃったのかな。もー。できないことばっかり言うんだからさ、できるようになるまで責任持って見てて欲ほしいよね」

「頼たよらぬ人生を送ってる奴やつだけが頼られる」

「はいはい」

　うんざりと手を振って、彼女は練習を再開した。




「馬ば鹿かが！　殺したのか？」

　リゼルは叫さけぶと、黒衣の前に倒たおれたその元警衛兵のもとへと駆かけ寄った──念ねん糸しを放ち、そしてまた消した以外には身動きもしないその黒衣をにらんで、続ける。

「任務の邪魔になるくらいなら、貴様のような処しよ刑けい人にん風ふ情ぜいが──」

「待って。生きてる」

　冷静に、背後から押おしのけるようにしてミッツォが指し摘てきしてくる。それを聞いてリゼルは、元警衛兵を見下ろした──確かに男は完全に気を失って倒れているが、激しい痙けい攣れんと、笛の音のような浅い呼吸を繰くり返していた。死んではいない。

「だが、死ぬ寸すん前ぜんだ」

　彼はつぶやいて、男の脈みやくを取った。乾かわいた首くび筋すじには、微び弱じやくな生命活動がある。それよりも、酸さん素そを求めて喘あえぐ喉のどの動きが激しかった。

「大だい丈じよう夫ぶ。持ち直すわ」

　ミッツォは静かに、言ってきた。

「どうして」

　彼女の言葉には根こん拠きよがないように聞こえた。それをそのまま聞き返すと、ミッツォはこともなげにつぶやいてみせる。

「何人か殺すと、死にゆく人とそうでない人の見分けがつくようになるのよ」

「…………」

　反論はしなかった──する気になれずにリゼルは、立ち上がった。黒衣へと近づく。黒くろ装しよう束ぞくの胸に指を突つきつけ、告げる。

「二度と余よ計けいな真ま似ねはするな。お前たちは勘かん違ちがいしているかもしれないが、権限は我々のほうが上だ」

　黒衣が、返事などするはずがない。

　聞いた気配すら見せるはずがないと分かってはいたが、実際に無視されれば不快きわまりなかった。怒いかりに声が震ふるえる。この黒衣は、へたをすればノニ・イシュカリスの任務を台だい無なしにしてしまうところだった。

　だが──

　一方で、安あん堵どもしていた。

　倒れている元警衛兵に、手て際ぎわよくロープをかけるミッツォのもとへともどる。耳打ちするように、リゼルは囁ささやいた。

「……大した能力者じゃないな」

「どうして？」

　疑問を返されることは意外だったため、彼は言葉を失った。口早にあとを追ってつぶやく。

「殺すつもりで念糸を放って、しかも殺し損そこなった。黒衣ほどの念糸能力者には考えられないじゃないか。こんな辺境で道案内なんてさせられてるのも道理だよ──」

「手て加か減げんしたのかもしれない」

「まさか」

　わけの分からないことを言う同どう僚りように、彼は笑った。続ける。

「黒衣がそんなことするわけがないさ。奴やつらは処刑者だ。それ以外の愛あい想そなんて」

　と、声が大きくなりすぎていることを自覚して、口をつぐむ。横目で黒衣の様子を見やって、リゼルは舌打ちした。黒衣はやはり動かず、なんの反応も見せていない。

　そのこともむしろ、腹が立った。ミッツォに手を貸すため男の身体からだを支えながら、リゼルは口を開いた。

「あれは黒衣じゃないっていうのなら別だけどな。それこそ、あることじゃない」

「そうね」

　ミッツォは言葉少なに、初めて同意してくれたようだった。そろそろ面めん倒どうになっただけかもしれない──が、リゼルはうなずいた。気分良く、ふと気になったことをつぶやく。紙のように毳けば立だった、その男の横顔を見ながら、

「……しかし、これはなにをされたんだろうな。どんな念糸能力だ？」

「ちょっとした脱だつ水すい症しよう状じよう、乾かわかしたんでしょうね」

　淡たん々たんと、ミッツォが答えてくる。

　その背後で。

　黒衣はただ静かに、すべてを見つめていた。







　第五章　ミドルブロウ

　　　　　　（脱だつ落らくの選せん択たく肢し）







　月と闇やみの色が溶とけ合い、夜の底へと沈ちん殿でんしていく。もし本当にその様さまが実現し、見えるのであれば、それは雪のようだった。だが実際には月の輪りん郭かくが滲にじむこともなく、闇が揺ゆれるわけでもなく、夜はいつもと変わらないただの夜でしかなく──

　フリウはその道の隅すみに立って、小さく見回した。物もの陰かげに隠かくれ、息を潜ひそめる。存在を縮ちぢめ、動きを止める。

　頭のすぐ上を飛んでいる人じん精せい霊れいに、顔は向けずに囁ささやきかける。

「……いないじゃない」

「本当にいないと思うんなら、隠れるこたぁないと思うわけだが」

　聞こえよがしに──としかフリウには思えなかったが──、スィリーが大声で答えてくる。冷たくそちらを見やり、彼女はうなり声を喉のどから響ひびかせた。

「どうしてあんたって、空気が読めないのよ」

「読み込んでるぞとことんまで」

「どこがよ」

　あくまで強つよ気きな人精霊はほうっておいて、フリウは隠れていた場所から半はん身みだけ乗り出した。忍しのび足で進み出る。誰だれもいないことは分かっていた──いたとして、彼がそこいらの物陰に隠れているというのも考えにくいことではあった。

　だがそれでも、そうしなければならないという衝しよう動どうは拭ぬぐえなかった。

「どのくらい読んでいるかというとだ──小こ娘むすめ。ひょっとしてお前、あの若わか造ぞうと顔を合わせたくないんじゃねっか？」

「な、なんでよ」

　心臓を一ひと突つきにされた心地ここちで、振ふり返る。人精霊はふらふらと近づいてくると、顔面に触ふれるか触れないかというところで静止してみせた。尖とがった鼻を上向かせ、自じ慢まんげに言ってくる。

「俺おれが、あーの若造が小娘に会いたがってると伝言してやったってーのに、お前さんときたらぐずぐずとこんな時間まであの役に立たん練習を──」

「立つもん」

　フリウは反論したが、人精霊には聞こえなかったようだった。そのまま続けてくる。

「役に立たん練習を続けたかと思ったら、よーやっと俺についてきて、到とう着ちやく間ま際ぎわに隠れんぼだ。以上を踏ふまえた結果」

　刹せつ那な、人精霊の斜ななめ上からなにか黒いものが激げき突とつした。スィリーの細い身体からだごと地面を擦こすって、再び上じよう昇しようしていく。通りの向こうまでいったところで、精霊をさらっていった物体の正体が見えた。梟ふくろうらしい。ネズミ取りに、街で飼っているものだろう。

　フリウはとりあえず無む視しすると、進みかけていたほうへと向き直った。歩いていくうちに、後ろからスィリーが追いついてくる。激げき闘とうの結果か、なにやらぼろぼろになっていた。

　得とく意いのポーズで、言ってくる。

「聞きたいか俺の──」

「いや、もうそれはいいから。あんたなにか美お味いしそうな匂においでも出してるんじゃないの？」

「心当たりはないが、人生とはそんなものかもしれない」

　と──スィリーは思い出したように、片かた眉まゆだけ上げてみせた。

「なんの話だったっけか？」

「さあね」

　忘れたふりをして、フリウは急ぎ足に先へと進んだ。横を見上げ、聞く。

「……本当にここで間ま違ちがいないの？」

「うむ。ここであの若造と遭そう遇ぐうし、お前を探すように言われたと報告」

　疑わしい心地ここちで、フリウは改めて道を観察した。それほど広い路ろ地じでもない。この時刻、人ひとりが隠かくれる場所ならばいくらでもあるだろうが、気け配はいはない。

　彼女は嘆たん息そくした。

「でも、そんなの変よ」

「なにが変か？　人生も変か？」

「人生は分かんないけど。サリオンがあたしに用事あるなら、あたしだって家には帰ってるんだし。毎日会ってるんだからそこで言えばいいのに」

　が。言いながら、その答えは自然と胸に湧わいてくる。

（……ほかの人には聞かれたくないようなこと？）

　だとすれば、彼の用件というのは──

（なんだろ）

　分からずに、彼女は無む人じんの路地の、最後の暗がりに視線を当てた。誰もいない。少なくとも、サリオンはここにいない。

「おかしい」

　スィリーが、重々しくつぶやくのが聞こえてきた。

「俺を信しん頼らいしないはずがないし、ここで待ってるに違いないのだが」

「…………」

　それが答えなのだろう──とひとりで納なつ得とくして、フリウはうめいた。

「こんな時間だし。サリオンももう帰ったのかもね。もどろうよ。みんながなにか知ってるかもしれないし」

　と、地面に刻きざんだつま先の角度を変えようと体重を移しかけて。

　視界に入ってきたものを認めて、フリウは動きを止めた。

　暗い路地の隙すき間まに人ひと影かげがあった。闇やみに溶とけるような、黒い人影。顔を隠す仮か面めんと黒くろ装しよう束ぞく。それが人の形を損そこなう格かつ好こうだというわけではないが、身動きひとつしないためあたかも人外の姿に見える。巻き貝のように細長く静かに、それは立っていた。

　黒こく衣いだった。反射的に逃にげ出そうと地面を蹴ける。身体からだがねじれて、彼女はその場に転てん倒とうした。ひねった腰こしから激げき痛つうが這はい上がってくる。

「なぁにやってんだ？」

　のんびりとした口調で聞いてきたのはスィリーだった。

「うるさいな！」

　フリウはわめくと、地面に手をついて身体を起こした。なにが起こったのかはよく分からなかった──走りだそうとした瞬しゆん間かん、なにかが拒きよ否ひするように身体をその場にとどめたのだ。

　背はい後ごを見やる。黒衣は微び動どうだにしていない。

（……あんなところにいる）

　彼女は独ひとりごちた。唇くちびるを嚙かむと、麻ま痺ひしていた思考に心地ここちよい亀き裂れつが入る。

　今の転倒は、あの黒衣の念ねん糸しがもたらしたものではあるまい──そのことは直感した。もっと別の理由だった。その理由にも、心当たりはあった。フリウはかぶりを振ふった。思い当たった理由から顔を背そむけるために、激しく首を振った。

（逃げないと）

　黒衣は──あれは、逃げなければならない相手なのだから。

　それは、この三か月で学んだことだった。帝てい国こくの誇ほこる最強の念術能力者たち。最高の能力を持ち、最高位の権利をもって罪ざい人にんを処しよ刑けいする。

　絶対不ふ可か触しよくの処刑人。出会ったならば、逃げなければならない。

　だが、身体が動こうとしない。

　立ち上がったフリウは、我われ知らず、黒衣と対たい峙じしていた──まだ距きよ離りはあるが、念糸使いにとっては触ふれているのと変わらない。念糸を放ち意志を注そそぐだけで、実際に相手の首を摑つかんでいる以上のことができる。彼女は黒衣の仮面を見定めた。仮面に個性があるわけではない。村に現れた、すべてを台だい無なしにした黒衣たちと、同じ仮面に思えた。もっとも、村に来た黒衣らは、ほぼ全員死んだはずだ……

　逃げられない理由は、自分でも分かっていた。

　逃げたくないのだ。

　わけも分からず、フリウは叫さけんだ。意味のない、ただ大げさなわめき声を繰くり返す。上体を投げ出すように、腕うでを突つき出した。念糸を紡つむぐのに、その動作が必要だったわけではない。だが、身体から弾はじける意志の流れに自然と四し肢しが反応していた。

　銀色の念糸が放たれる。それは真まっ直すぐに黒衣の身体へと集束し、巻まき付いた。黒衣は相変わらず動かない。念術能力者に念糸で挑いどむことは危険を伴ともなう──フリウにその経験があったわけではなかったが、リスがそう言っていた。相打ちになる可能性が高いからだ。念糸で捕とらえられた念糸使いは、自分も念糸を逆ぎやつ行こうして放つことができる。

　だが、黒衣からはその気け配はいがなかった。確実に勝てる。念を凝こらせば、即そく座ざにその体たい軀くを破は壊かいできる。

　この数日の練習。廃はい材ざいが相手であれば、念糸の成功率はほぼ完かん璧ぺきだった。確信があった。自分の念糸は働く。意志を持って念じれば、その効果は必ず発はつ揮きされる。

　黒衣の身体からだがねじれた。乾かわいた音を立てて、途と中ちゆうから折おれる。

　還かん元げんされる触しよつ感かんに、ぞっとする──と同時に、否定しがたい恍こう惚こつ感かんをも覚えた。念糸の輪の内側は、自分の手のひらのようなものだった。その中で、強大な力を持つ者が崩ほう壊かいしていく。

　それにつられたというわけではなかったが、彼女もまた平へい衡こうを失っていた。また地面に、もんどり打って倒たおれる。感かん覚かくの混こん乱らんが脳を爆ばく発はつさせた。叫び続けていたため、地面に嚙かみ付くことになった。歯の間に、土の味が滲にじむ。

（やっ……ちゃっ……た！）

　ようやく叫びを言葉の形にして、彼女は目を見開いた。敵の姿を探す。黒衣は動いていなかった。なにも変わっていなかった。ねじ切れた上半身が、地面に落ちている。

　それを、自分がやった。

　黒衣の仮面が外はずれて、落ちた身体から少し離はなれた場所に転がっていた。その仮面と視線が合ったように思えて、彼女は慌あわてて目をそらした。死体がこちらをのぞき込んでいるように見えた。

（やった……あたし……がっ……！）

　暑いのか寒いのか分からない。あまりに震ふるえるせいで、再さい度ど起きあがることはできそうになかった。だが、それは別にいい。もう逃にげる必要もないのだから。

　刹せつ那な。

　視界の隅すみで、黒衣の仮面が空に浮うかび上がった。

　それは奇き妙みような光景だった。薄うす暗ぐらい夜の中で、灰はい色の闇やみの中で、異い能のう者しやの死体が動き出している。

　音が聞こえなくなった。もとより物音があったわけでもない。自分自身の呼こ吸きゆうの音が静せい寂じやくを引き裂さいていたが。それがなくなったのだ。

　飛んでいるのは仮面だった──地面に倒れた死体ではない。だがむしろ、彼らのような異能者にとっては死体にこそ意味がないのかもしれない。なんにしろフリウはその動く仮面から目を離すことができなかった。

　呼吸はない。動どう揺ようもない。仮面は闇に浮かび上がると、ある一点で動きを止めた。それほど高くはない。地面に寝ね転ころがったフリウが見上げても、それほどの高さを感じなかった。無理に顔を上げなくともついていける程度の──人の身体ならば、腰こしのあたりか。

　仮面が飛ぶ理由。ようやく、フリウは気づいた。空っぽの仮面を、摑つかんでいる指がある。黒い手て袋ぶくろが闇夜に溶とけて、池の底に眠ねむる魚のように見えづらい。指先から……肘ひじ……肩かた……すべてが闇の色に覆おおわれた腕うで。身体、足、くまなく覆おおう黒くろ装しよう束ぞく。理解した時にはその仮面は黒い人ひと影かげの顔に、すっぽりと被かぶさっていた。顔を見る隙すきはなかった。

　黒衣だった。

　ゆっくりと、その面がもとあった場所──ねじ切ったと思っていた黒衣の身体からだへと視線をもどす。ふたつに折れたそれは、変わらずにそこにあった。だがよく見れば、それが人間大の板きれに黒布を巻き付けただけの代しろ物ものだと知れた。黒衣は無む傷きずで、その傍かたわらに立っている。こちらを見下ろしている。

「第一歩というものは……そう簡単なものではないのだ。フリウ・ハリスコー。破は壊かいの王……」

　仮面の向こう側から──果はてしなく遠いその場所から、黒衣の声が低く響ひびいた。

「今夜は最後の祭りとなる。選ぶが良い。この舞ぶ台たいにとどまるのか、否いなか」

　フリウはただ無む力りよくで、それを見つめていた。身体を縛しばる震えはもうなかったものの、手足に力が入らない。

　黒衣が続けてくる。その声は一声以前よりほんの少しだけ、近づいてきていた。

「お前はまだノーマルに過すぎない」

「貴き様さまとて同じだろうよ。ウルペン」

　それはリス・オニキスの声だった。

　黒衣の身体が、向こう側から突つき押おされたようだった。倒たおされこそしないものの、場所を開けるようにわきに退しりぞく。そこを通り抜ぬけて、リスが姿を見せた。黒衣に背中を見せないように回り込みながら、こちらと黒衣との間に立ちふさがる。

「爺じいちゃん」

　フリウは、老人の後ろ姿に声をあげた。止まっていた時間が動き出す。その流れを失うまいと、続けてつぶやいた。

「……どうやって、ここを？」

「わしを助けてくれる組織がある……と言っただろう」

　リスの声は変わらずに無ぶ愛あい想そうだった。

　黙だまって見ていた黒衣が、小さく言葉をはさんでくる。

「マギなど小こ手て先さきに過ぎない。本当にそれが、我われらに通用するとは思っていまい？」

「帝てい都とに突きつける切っ先は、また別に用意してある。貴様はここで死ぬのだ。関係なかろう」

　老人は即そく答とうして、身み構がまえた。黒衣は動かない。先ほどの板のダミーと変わらないほどに。

　と──

「……よっく分からねが」

「あ、いたの？」

　ふらふらと近寄ってきたスィリーに、フリウはつぶやいた。人じん精せい霊れいは特にどうという様子もなく、リスと黒衣の方向を見やると指さして、

「なかなか険けん悪あくな関係に見えるが」

「今さら言うことじゃないと思うけど」

「決けつ闘とうか？　スペクタクルか？　生なま意い気きな」

「生意気なの？」

　フリウの声は途と中ちゆうで、足音に遮さえぎられた。

　足音──というより、飛び出すために地面を蹴ける擦こすり音だった。動いたのはリス。飛び込むと同時、拳けん撃げきを黒衣の身体からだへと叩たたき込む。黒くろ装しよう束ぞくの渦うず巻く中心へと、打撃は十分に伝わったように見えた。

　が、黒衣は音もなく黒羽が揺ゆれるように後ろに飛んで、また不ふ動どうの体勢にもどる。

　リスがそれで攻こう撃げきをやめたというわけではなかった。間かん髪はつを入れず今度は水平に拳こぶしを打ち付ける。

　拳先は仮面をかすりもしなかった。黒衣はようやく両手を上げると、通り過ぎたリスの腕うでを取ろうと──

（……いけない！）

　その隙すきに、フリウは念糸を放った。黒衣の手の先せん端たんを狙ねらう。黒衣は瞬しゆん時じにそれを察して腕を引き、こちらに顔を向けた。

　背せ筋すじに、引きつるような冷たいものが走る。

　だが──

「負けない……」

　言葉を嚙かみしめ、フリウは立ち上がろうとした。身体の末端に力を入れる方法を思い出す。立ち上がれる。そう思った。

　その時には、両手足が地面の感かん触しよくを失っていた。溺おぼれたような心地ここちであがくと、いつの間にかリスの肩かたの上に身体を抱だきかかえられている。

　老人の顔を探して、フリウは身体をひねった。見つけるよりも先に、彼が小声で囁ささやいてくる。

「……逃にげるぞ。口を閉とじろ」

　その頭ごなしの命令に従ったわけではなかったが──確かに言葉は失った。理解できない。背はい後ごを見やる。黒衣はそこにいる。

　視線が敵を見み据すえ、相手の視線も感じた。それだけで語り合えることなどひとつもないが、黒衣はなにかを伝えようとしている。そう見えた。

　リスは猶ゆう予よもなく、走り出していた。黒衣はじっとこちらを見つめながら、なぜか追っては来なかった。




「人生において、選せん択たく肢しは常にふたつだ。逃げるか進むか。誰だれが言ってたんだっけな。なんだか、とてつもない偉い人じんだったような気がするんだが。いやまったく」

　人じん精せい霊れいの無む駄だ口ぐちを聞かされながら。

　路地を数本となく走り抜ぬけるのに、何分かを要した。自分が走っているのではないせいだろう。冷静に、時間を計はかる余よ裕ゆうがあるほどだった。もっとも、それが正確かどうかについては自分でも自信がなかった。

　しばらくして──

　少なくとも彼女が計った限りでは十分弱は走り続けたはずだった。だがリス老人はさほど息を切らした様子もない。彼は適当なゴミ箱の上にフリウの身体を落とすと、わずかな疲ひ労ろうの痕こん跡せきというべきか、一度だけ額ひたいを拭ぬぐって言ってきた。

「余よ計けいなことをするな」

　意味が分からずフリウは、吐はき出そうとしていた言葉を吞のみ込んだ──ゴミ箱に放ほうり出されたことになにか他意があるのかと勘かんぐったが、単に高さがちょうど良かったというだけのことだろう。

　考える時間を、聞き返して過ごす。

「余計って……」

　いったいなにを指して言っているのか。

　はたと気づいて、フリウは顔をしかめた。

「あたし、爺じいちゃんを助けようとして」

「奴やつがお前に一いつ瞬しゆんでも注意を割さけば、それで終わりだ。黒衣の能力を甘あまく見るな」

　リスは無表情に告つげてくる。いつもの仏ぶつ頂ちよう面づらと変わらないといえば変わらないが、表情の厳しさには触ふれた指を火傷やけどさせるような冷たさも含ふくんでいた。

「でも」

　フリウはあきらめずに、言葉を繰くり返した。拳こぶしを握にぎって反はん駁ばくする。

「でも、念ねん糸しが効ききさえすれば──」

「効くかどうか、それは賭かけだ」

「どうして！」

　念糸は精霊にさえ──わずかではあるが──効果を発はつ揮きする。たとえ黒衣でも、効果そのものに耐たえられるわけではないはずだった。黒衣がリスの攻こう撃げきに気を取られている間ならば、隙すきもあった。

　その抗こう議ぎを、声に出さずとも聞かれていたのかもしれない。リスはすべて見通すような面おも持もちで、一いつ拍ぱくおいた。

　そして、聞いてくる。

「どうして黒衣が、あんなフェイクを仕し掛かけたと思う。お前ごときの念糸ならば、真まっ向こうから勝負して負けることもないというのに」

　木板のダミーのことを言っているのだろう。フリウは詰つまって、うめき声をあげた。

「それは……」

「奴やつは確実な方策を選んだのさ。奴の能力ではお前の眼がん球きゆうを害する可能性があると知って、念糸以外の方法で無力化しようとした」

　濁にごった氷のようなリスの瞳ひとみの光こう沢たくが、自分を映している。見えたわけではなかったが、フリウはそこに閉じこめられた自分を連想した。水すい晶しよう眼がんの奥おくが鈍にぶく疼うずく。

「あたしは一回失敗しただけで、もう一度やれば今度は──」

「また折れるか？」

　老人は、あっさりとその問いを突つきつけてきた。

「一度は折ったと思ったのだろう──それがもし本当に折ったのなら、一線を越こえただろう。いいか、殺人者としての一線だ」

　こちらを指さし、続ける。

「だが実際にはお前は一線を越えず、ただそれを越える感かん触しよくだけを味わった。残ったのは恐きよう怖ふだけ。お前は無力化されたんだ」

　耳に入ってくる老人の言葉は、意味となって頭に入るというより、ただ大げさな反はん響きようだけを頭ず蓋がいに広げる。目の前が白み、フリウはまぶたで眼球を湿しめらせた。

　熱病のうわごととも思える、こだまが響ひびき続ける。

「もう一度できるという自信があるか？」

　改めて問われ、フリウはかぶりを振ふった。否定のつもりではなかった。ただ、理解できなかった。

「爺じいちゃん、なにを言ってるの？」

　胸を押おさえて、浅くつぶやく。

「……あたしは」

　その言葉は、自分で吐はきながらもあまりに馬ば鹿か馬鹿しいと思えた。狂くるっている。理解できていなかったわけがない。

　それでも告げた。

「あたしは、人を殺したかったわけじゃ」

「ないというのか？　自分にかけられている罪状を、もう一度読み上げてもらうか？」

　リスの言葉に、息を吞のむ。老人は口調を変えることなくあとを続けた。

「黒衣ならば殺せるというのも、奇き妙みような話だな？」

「あたしは」

　言いかける。だがそのあとに訪おとずれたほんのわずかな躊ちゆう躇ちよの間も、リスは待たずにつぶやいてきた。

「殺人を忌いむのは、正常な感覚だ。だが感情の制約は、容易たやすく破られてしまう。特とく殊しゆ能力者は特にな」

「あたしは」

「わしの責任として、あの黒衣……ということにしておこうか。ウルペンは始し末まつする。間ま違ちがっても、お前は奴やつと関かかわってはならない。奴は、そういう存在だ」

「あたしは」

　胸に抱だいた両腕うでを震ふるわせて、フリウは追いすがろうと前に出た──リスは既すでにその時には、去る気配を見せていた。またもどって、あの黒衣と戦おうというのだろう。走ってきた方位へと半身を向け、

「ここにいろ、危なくなったら叫さけべ。わしは必ず間に合う。が……」

　足を止め、リスは言い置いた。

「ただひとつ。敵に精せい霊れい使つかいがいる。その男が現れ、精霊を使ってきたならば。選べ」

「選ぶ？」

　フリウが聞き返すと、老人はうなずいた。夜の闇やみに溶とけるのは、老人の黒くろ服ふくも同じだが、黒衣のものと比べれば不思議と浮ういている。色質が違うというわけではない。黒衣の出で立ちと比べてみれば、老人はまだ闇に溶け切れてはいないのだろう。

　だがそれでも自分より闇に一歩近い場所から、リス・オニキスは言葉を投げてくる。

「なにを選ぶのかまでは、わしが言うまでもないだろう。ただし迷うな。即そく座ざに選べ。選んだ結果としてお前が死ぬのなら、それも仕方ない。だが迷って、選ぶこともできずに死ぬならば、それはくだらん」

（あたしは……）

　声に出すことはあきらめて、フリウはうなだれた。リスの去っていく足音が──こんな時でなければ聞こえないかもしれない足音が、遠ざかっていく。

　ひとりになって、彼女は開いたままだった口を閉とじた。ぽつりと、聞こえてくる声がある。

「人生とは」

　夜の底から、フリウは空を見上げた。聞くつもりもない人精霊のつぶやきは風の音と変わらない。

　それでも風の音がやむことはなく、スィリーの独ひとり言が途と切ぎれることもない。

「人生とは、単純な真しん理りを見落とした連中の墓場だぁな。聞きたくないことなら、無視すりゃいいじゃねえかと思うわけだが」

「そうだね」

　夜よ風かぜの囁ささやきに返事して、フリウは、その不毛さにため息をついた。誰にでも分かることを、誰もできないから、誰もが悩なやんでいる。




　暗い部屋の中で目め覚ざめて、記き憶おくにあったのは、猛もう烈れつな飢うえと渇かわき──胸をかきむしるような激げき痛つうと、耳みみ鳴なりだった。目覚めてそれが消えるわけでもなく、彼は自分を押おし包む緩かん慢まんな重みに悲鳴をあげ続けた。小刻みに、重い鈍どん器きで脳を直接すりつぶされているような、致ち命めい的てきな喪そう失しつ感かん。痛みのほかにはなにも考えられない状態は、はっきりと恐きよう怖ふだった。

　この暗さもまた、視覚が失われたせいではないかと、ぞっと妄もう想そうする。サリオン。サリオン・ピニャータ。自分の名前を繰くり返し呪じゆ文もんのように唱となえ、彼はその響ひびきにすがった。深く考えられなくとも、少なくとも必要なものをひとつは覚えている。何者かと問われた時に、自分の名前を答えることができる。見果てぬ地を放ほう浪ろうしているのだとしても、いつかは自分のことを知っている相手に出会えるかもしれない。救いはある。

　何度となく、そこで意識が途と切ぎれたという記憶があった──そこまで考えて、渇きの煩はん悶もんの中に意識が埋まい没ぼつする。それを繰り返してきた。だが、今回は意識が保もった。先に進める。もうひとつ、大事なことを思い出せる。

「…………」

　彼は目を開いた。

　眼球が乾かわいていたのか、まぶたを開けるのにも痛みが走った。なんのことはない。闇やみは、自分のまぶたの奥おくにある暗さでしかなかった。目を見開いて、そこにあるのもまた、薄うす暗くらがりではあったが。闇ではない。

　どこかの宿の一室だろう。客向けの内ない装そうが目に入った。自分は床ゆかに転がされている。さほど清せい潔けつな宿でもない──が、粗そ末まつというほどでもない。カーペットの汚よごれを肌はだで感じて、彼は視線を転じた。目の前に、水差しがある。そして、女が椅い子すに腰こし掛かけている。

　女は軍ぐん服ぷくを着ていた。覚えがある。身体からだに残った打だ撲ぼくの痛みが、記憶力の良さを主張するようにぶり返した。うめき声が漏もれたのだろう。女が立ち上がった。機き敏びんな足取りで近づいてくると、床に置いた水差しからコップに水を汲くみ、こちらにかがみ込んできた。

　意味がよく分からなかったが、サリオンはかぶりを振ふって拒きよ絶ぜつした。女が、意外そうに目をしばたくのが見えた。そのままコップを所在なく見下ろしてから、仕方なく、自分で飲み干す。

　反射的に断ことわったことを後こう悔かいして、サリオンはもう一度うめいた。女は恐おそらく、自分が要求したら水を飲ませる、そういった役割なのだろう。だが、なんのためにそんな役がある？　自分が渇かわいているのはなぜだ？──自問して、サリオンは次々と蘇よみがえる記憶に絶ぜつ句くした。道を歩いていた……突とつ然ぜん現れたこの軍人たちに拉ら致ちされた……黒衣に手向かったのだが死にきれなかった……

（死のうとしたのか、ぼくは！）

　咄とつ嗟さの考えとしても、馬ば鹿かげたことではあった。しかもそれすら達たつ成せいできずに、こんなところで捕ほ虜りよになっている。意識が閉とざされていた間のことを思い出そうと苦く悶もんするが、無む駄だでしかなかった。どうしようもない。自分が隠かくれ家がの位置を白はく状じようしてしまったのかどうか。それすら覚えがない。

（フリウ……）

　彼女は無ぶ事じなのか。リス・オニキスが彼女を保護している──忌いま々いましいが、自分よりは頼たよりになるに違ちがいない。信用したくなくとも、信じるしかない。

（生きるんだフリウ……生き延のびるんだ）

　念じる。彼は大げさに、うめき声をあげた。

（ぼくは馬鹿だから、迷ってしまった。君に対するぼくの罪つみなんて、もうさらけ出してしまった後だというのに、今さら迷ってしまった。君はぼくを許すことはできない……それはそうだ。君は、ぼくの罪なんて気にもしていないんだから！）

　水の催さい促そくと思ったのだろう。椅い子すへと引き返しかけた女が、立ち止まってこちらを見た。怪け訝げんそうに、観察の目を注そそいできている。サリオンはさらに胸きよう中ちゆうの声を大きくした。

（ぼくには許される方法なんてないんだ。そんな見返りを求める資格なんてない。だから、ぼくと同じ君の立場というものが分かる……君の罪、あの大だい虐ぎやく殺さつも許されることはない。絶対にない。君を許せる人間なんてこの世のどこにもいない。だからぼくがいっしょにいる。見返りなんてあるわけがない）

　声に出さず激しく叫さけびながら、サリオンは頭の一部で冷静に、近寄ってくる女との距きよ離りを目もく算さんしていた。手順が浮うかぶ。まともにやりあっても勝てないのは分かっている。だが、水差しを取ろうと隙を見せた瞬しゆん間かんにでも、組み付くことができれば──

　女は水差しの横を通り過ぎた。

　そして怪訝な顔を崩くずさないまま、こちらの顔面に靴くつのつま先を叩たたきつけて、黙だまらせた。

「あまり騒さわがないで。よそに迷めい惑わくだから」

　特に悪わる気ぎがあるわけでもないらしいその女の声を聞きながら、サリオンはまた意識を失った。




（結局、あたしはなにをやりたいんだろう……）

　何度か腰こしをずらし、居い心地ごこちよく変形させたゴミ箱の上で、フリウは夜空を見たまま独ひとりごちた。

（あたしは、なにになって、どうしたいんだろう……）

　自分しか知るはずのない答え。だが自分で分かるはずのない答え。眼がん帯たいの上から、閉じた左眼を手で覆おおい、夜空の星を数える。月光が強く、星の輝かがやきは薄うすい。

（父さんを捜さがさなくちゃいけなかった。精せい霊れい使つかいになれば、父さんの居場所を教えてくれるって、爺じいちゃんが言った。あたしは、精霊使いになる……）

　だが求められているものは、いつの間まにか変わっていた。

（どういうことなの？　みんな、あたしになにをさせたいの？）

　村に生まれたから、自分は村の娘むすめだった。

　念ねん糸しが使えるから、自分は念糸使いだった。

　水すい晶しよう眼がんに精霊が封ふうじられているから、自分は精霊使いになる。

（そんなことじゃない……痛いて）

「おい」

　頭の後ろから精霊に蹴けられて、フリウは舌を嚙かんだ。にらみやると、人精霊はむしろ恩着せがましく、

「なにやら長考中のようではあるが、小娘。誰か近づいてくるぞ」

「……爺ちゃん？」

「いや。なんか若い。もう一度上に上がって見てくるか？」

　だが、言っているうちに通りの向こうから、近づいてくる相手の姿が見えるようになっていた。堂々とした歩き方──急ぐでもない様子で、だが遅おそくない歩みで近づいてくる。フリウはゴミ箱から飛び降りて、相手を見定めようとした。その歩き方には、見覚えがあった。懐なつかしいものを思い出す。

（父さん？）

　そうでなければ──

（……サリオン？）

　どちらの可能性が高いかということになれば後こう者しやなのだろうが、体格は明らかにサリオンより大きかった。近づいてくるにつれ、年ねん齢れいも、若い警けい衛えい兵へいよりは父のほうに近いと知れてくる。だがなんにせよ、どちらでもないということも容よう易いに知れた。

　と──

　頭上から聞こえてきた風かざ切きり音に、フリウは首をすくめた。見上げるが、なにもない。梟ふくろうの気配もない。

　スィリーが、ぼんやりと言ってくる。

「精霊がいたぞ。透とう明めいなやつだから、小娘にゃ見られんだろうが」

「え？」

「上をぐるぐる回ってた。で、向こうにすっ飛んでいった」

　人精霊が示したのは、近づいてくる男の方向だった。

　それと同調するように、男の姿が判別できる距きよ離りとなる。

　中年の男だった。派は手でな制服を着ている。紺こん色の、格かく式しき張った格好だった。距離が詰つまっても、やはり歩ほ幅はばを変えずに歩いてきている。表情からはうかがえることはなにもなかった。ただ、鋭するどい視線がこちらを見み据すえていた。

　自然、胸が騒さわぐ。

（……この人は？）

　選べ。というリスの声が脳のう裏りに蘇よみがえる。

　精霊が頭上にいたという。斥せつ候こうのようなものなのかもしれない。それで、こちらの位置を探さぐったのだろう。

　黒衣とは別種の緊きん張ちようにフリウが構えていると、男は唐とう突とつに足を止めた。その距離になんの意味があるのか分からないが、男はどこか確信のある様子だった。会話をするには一歩遠いほどの距離。そのせいで、男は無理をして大きめの声を発したように見えた。

「……フリウ・ハリスコーだな？」

　返へん事じを待たずに、男は左腕うでを上げ、そこに右手を添そえた。袖そでをまくる。左腕の手て袋ぶくろの上に、腕うで輪わがはまっていた。その中央で、丸い宝石が輝かがやきを放っている。頼たよりない月明かりを反射するようなものとは違ちがう、内から漏もれる輝き。

「……左腕は、攻こう撃げき的精霊」

　彼の、そのつぶやきが──

　開かい門もん式しきだということには、その時になって気づいた。
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　第六章　アブノーマライズ

　　　　　　（正常の狭はざ間ま）







　軍ぐん服ぷくを着たその男が唱となえた一ひと言こと。

　そしてその男が放はなった念ねん糸し。

　その男がまくった左腕うでの袖そでにある腕うで輪わ。

　男はそれを、自然にまとめ上げた。開かい門もん式しき──水すい晶しよう檻おりから精せい霊れいを解とき放つ手順として。

　フリウはそれを、為なす術すべもなく見ていた。

　一歩も動かず、抵てい抗こうのために手をあげることすらできなかった。いや、なにを考えることもできていなかった。

（精霊使い……だ。この人）

　ただそれだけを、ようやくに心の中で認みとめた。

「うおっ？」

　聞こえてきたのは、人じん精せい霊れいのうめき声。見上げるとスィリーはなにかもみくちゃな姿し勢せいであさっての方向に飛んでいった。自分で飛んでいるようには見えない。あるいは、スィリーの言っていた透とう明めいな精霊とやらが、人精霊を押おしやっていったのかもしれない。

　なにもできることはなかった。ただ立っているだけで、時は経けい過かしていく。

　次の瞬しゆん間かんには──闇やみが膨ふくれあがるのを見た。

　暗い路ろ地じの中、夜が自然に生む闇の中。超ちよう常じようなる黒い影かげが現れる。男はその影が完全に実体化する前に、腕輪をはめた左腕を振ふってみせた。それに指し揮きされたように、影が形を成す。

　思っていたほどには大きくない。真っ先にフリウが思ったのは、そんなことだった。男の足あし下もとに、腰こしの高さほどの大型犬が姿を現している。漆しつ黒こくと焦こげ色が斑まだらとなった猟りよう犬けんである。刃やいばのような鋭えい角かくの鼻先を歪ゆがめ、のぞいた牙きばまでもが黒光りしている。眼、口こう蓋がい、舌、すべてが染そめられたような黒だった。うなり声はない。少なくとも犬のようなうなり声は。

　ただ、鳴お咽えつするような奇き怪かいな声を発してその犬はこちらに眼めを向けた。それまでのたうっていた頭が、動どう作さを止める。

　フリウが立ちすくんでいる間に、男は滑なめらかに告つげてきた。

「上じよう意いである。抵てい抗こうは許されない」

　そして精霊へと小声で、

「頭部への攻こう撃げきは禁きんじる。特に眼がん球きゆうを傷きずつけるな」

　悲ひ鳴めいをあげて──いや、悲鳴のようにしか聞こえなかったが、それはその精霊にとっての咆ほう吼こうであったのだろう。その黒犬は低く跳はねるボールのような軌き跡せきで突とつ進しんしてきた。石いし畳だたみの路地を左右に跳ちよう躍やくし、迫せまるその猛もう犬けんを見み据すえてフリウはいまだ動けずにいた。

　だが。

　脳のうとは別に、いや運動神経とすら別として、フリウは反射的に念糸を解き放っていた。銀色にたなびく思念の道が精霊の胴どうに巻き付き、ほんの一瞬、動きを封ふうじる。

　同時に、標的を強力にねじ曲まげていた。精霊の咆吼がいっそう激しさを増ます。

　フリウの身体からだにも念糸の反動があった。弾はじき飛ばされるような過激な痛みに息を吐はいて、逆さからわずに地面に倒たおれる。念糸はすぐに解けた。解かなければ身体が粉こな々ごなになっていたに違ちがいない。身体の中ちゆう枢すうを麻ま痺ひさせる激痛に舌の根本から震ふるえつつ、フリウは見失った精霊の姿を探した。

　黒犬にはさほどのダメージもなかったらしい。だがそれでも最後に見た位置よりも数歩ほど後退していた。

（ちょっとは……効きいた！）

　つぶやきながらフリウは、最も痛む脇わき腹ばらを抱かかえて立ち上がった。泣く猛犬は前脚あしで地面をこすりながら、再び跳とびかかる機き会かいをうかがっている。闇やみを宿やどした眼が暗い輝かがやきを発していた。

　軍服の男は、こちらの抵抗にそれほど驚おどろいた様子もなく落ち着いた面おも持もちで成り行きを眺ながめている。見えている右眼だけで精せい霊れいと精霊使い、ふたつの影かげを視し界かいに収おさめて、フリウはどうしようもなく震える膝ひざを両手で押おさえつけた。身体が勝手に動くのは、受けた傷のせいではない。恐きよう怖ふからでもない。

（どうすれば勝てるの……？）

　そんなことを考えて、ますます震えが増していく。敵は精霊使い。そして精霊が眼がん前ぜんにいる。対たい抗こうする手しゆ段だんなど考えるまでもなくひとつしかない。

　手が、頭の後ろに伸のびた。そこに左眼を隠かくす眼がん帯たいの結び目がある。

　だが──

　猛もう烈れつな嫌けん悪お感かんを覚えて、フリウは手を引っ込めた。

（できるわけない……）

　大きく首を左右に振ふって、喘あえぐ。消そうとしたところで消えるはずもない記き憶おくが生なま々なましく蘇よみがえった。左眼に封じられている世界。

（あたしの左眼で見ることができるのは、壊こわされたものだけなのに！）

　こんな場所で、それを解き放てるわけがない。フリウは精霊ににらまれたまま後あと退ずさりした。

（爺じいちゃんのいるところまで逃にげられれば……なんとかなる？）

　淡あわい期待を抱いだいて頭の中に退路を描えがく。それは虫の良い考えなのかもしれなかったが、ほかに良案もなかった。抵抗しながら後退し、そして逃げ延びる──

　男がもう一度、まったく同じ口く調ちようで言い直すのが聞こえてきた。

「上意である。抵抗は許されない。法に従したがう精神を求める」

　そして、ひときわ大きく精霊が絶ぜつ叫きようをあげた。

　精霊が大きさを増ました。一いつ瞬しゆんは、そう見えた。だが違ちがう──精霊は立つ位置をずらしただけだった。だが、もといた場所にも精霊の姿がある。精霊が、もとの場所に精霊自身を残しながら横滑すべりして移動していく。見ているうちにも精霊は数を増し、そのうちの数体が駆かけ出してくる。

「そんな……！」

　フリウは絶ぜつ句くしてうめいた。走り出してくる精霊。そのもといた場所にも精霊の姿が残っている。走りながらも精霊は無む限げんに数を増やしていた。あっという間に、路地そのものが無数の黒犬に埋うめ尽つくされる。視界も、逃げ場も、夜空も、なにもかもを精霊の群むれに押おし包まれて、犬たちが発する悲鳴じみた咆ほう吼こうも無限に反はん響きようしていく。

　なにかの錯さつ覚かくなのか──希望的にフリウは思いながら、その考えも実じつ際さいに数十匹ぴきの精霊すべてに押さえつけられ霧む散さんした。精霊はすべている。

　息もできないほど隙すき間まなく地面と精霊とにはさみつけられ、フリウは考えるのをやめにした。頭を強打したらしい……と他ひ人と事ごとのように思いながら、彼女は眼を閉じた。




「……こんなところか」

　リゼル・セイドは片づけを終えて、挨ほこりを落とすように両手をはたいた。その動作に意味があったのかどうかといえば、はっきり言ってまったくない。それは分かっていた。が、相手に余よ裕ゆうを見せつけるのは単純に心地ここちよい。

　床ゆかに伏ふしてこちらを見上げる憎にく々にくしげな眼まな差ざしを見返すと、それはなおさらだった。

「なんだってんだ──畜ちく生しよう！」

　毒どくづいたのは、中ちゆう途と半はん端ぱに髪かみを染めた若い男だった。地下室の中央に落ちた剣けんを未み練れんがましく意識している。視線がたびたび、そちらを向いていた。もっとも身体からだごと両腕うでを縛しばられた状態で、身動き取れずにいる。

（昏こん倒とうさせたつもりだったんだけどな）

　リゼルはそんなことを独ひとりごちた。その男ひとりだけ打だ撃げきが浅かったらしい。隣となりに倒たおれているもうひとりの若い男は完全に気を失っていた。奥おくの、中年の大おお柄がらな男も同どう様ように意識がない。

　もう一度気き絶ぜつさせよう。そう思って近づくと、男は警けい戒かいして身を引こうとした。それほど動けるわけではないが。リゼルは構かまわずにまたさらに近寄った。男が、わめいて声をあげてくる。

「てめえはなんなんだ！　いきなり入ってきやがって──」

　馬ば鹿かげた質問だった。リゼルは顔をしかめると、首をひねった。地下室を見回して告げる。

「我々が追うというのは当然、故ゆえがあってのことだ。お前たち当とう人にんに自じ覚かくがないというのは驚おどろきだな」

「自覚だと？」

「罪ざい人にんは自分の罪つみを知っているべきだということだ」

　懐ふところから、手配書を取り出す──邪じや悪あくな精せい霊れい使つかいである少女の似に顔がお絵えだった。それを男の眼前に突つきつけて、

「罪ざい状じようは大量虐ぎやく殺さつ。公こう務む執しつ行こう妨ぼう害がい、警けい衛えい兵へいへの暴ぼう行こう──」

　相手が眼を見開いて沈ちん黙もくしたのを確かめてから、リゼルは締しめくくった。

「そして上意だ」

「上意？」

「帝ていの勅ちよく命めいということだ。逆さからうことも、詮せん索さくすることも許されない」

「それじゃ、専せん制せい君くん主しゆじゃねえかっ！」

　叫さけぶ男の鼻先を、リゼルは渾こん身しんの力で蹴けりつけた。もんどり打って倒れるその男の顔面は、あっという間に血に染まった──鼻血がこぼれたか、唇くちびるを深く切ったのだろう。

　意識を奪うばうつもりで蹴ったのだが、やはりうまくいかなかった。男はうめいて、興こう奮ふんしたように息を荒あららげている。リゼルは手配書を掲かかげたままあとを続けた。

「辺へん境きようの自由は、帝のお目こぼしによるものと知れ」

　言ってから、胸きよう中ちゆうで付け加える。

（まったく……なにも知らない連れん中ちゆうの増ぞう長ちようを聞かされると反へ吐どが出る）

　地下室に隠かくれ、ここが安全だと思っていた連中の言うことだ──ここに隠れていれば己おのれの罪を隠し通せると虫の良いことを企たくらんでいた連中の言うことである。

　鼻で笑ってリゼルはその男を見下ろした。

　血にむせて、咳せき込みながら男がうめく。

「フリウ……が、大量虐殺……だと？　ふざけるな……そんなわけねぇだろ。ただの女の子だぞ。まだ色いろ気けづいてもいねぇ……」

「事実だ。フリウ・ハリスコーは、生まれた村を精霊によって壊かい滅めつさせた。そして身み柄がらを押おさえた警衛兵に暴行を加くわえて逃とう走そうした」

　リゼルはかぶりを振ふった。

「フリウ・ハリスコーの逃亡を幇ほう助じよした警衛兵は、既すでに捕とらえた」

「サリオン……か？」

　男の声は聞き取りづらくなっていた。唇ではなく、舌したを切ったのかもしれない。答える義ぎ理りはなかったが、リゼルは口を開いた。

「名前など知らない。だが、そうなんだろうよ。簡単にここの隠かくれ家がの位置を吐はいてくれた」

「噓うそだ！」

　叫さけぶ男の顔面を、再び蹴飛ばした。今度は昏こん倒とうさせるつもりもなく、ただ痛みを与あたえるために蹴り上げる。

　男は喉のどを潰つぶすような、ひしゃげた音を立てて転がった。出血は変わらなかったが多少静かになる。仰あお向むけに、呼吸を震ふるわせて喘あえぐ男へと、リゼルはわざと靴くつ底ぞこを床ゆかにこすりつけるようにして、足音を立てて近づいた。

「帝国軍人に向かって虚きよ言げんを疑うとは何なに様さまだ。辺境民の分ぶん際ざいが──わきまえろ」

　刹せつ那な。

　背後で、扉とびらが開いた。この地下室の、唯ゆい一いつの出入り口。

　リゼルは振り向いた──できうる限り早く。扉が開いた通路は地階への階段になっている。その段に腰こし掛かけるようにして、にやけた子供がこちらを見み据すえてきていた。その子供の前に小さい櫓ろのような機械がある。それは、砲ほうの形状をしていた。砲口は当然、室内に向いている。

　なにか合図があるか。あるはずがない。たとえばその少年が、殺人機械のスイッチを入れる前に高らかに勝ち誇ほこる。哄こう笑しようして標的を嘲あざける。懺ざん悔げを促うながす。あるいは撃うち方の号ごう令れいを発する。

（合図などあるわけがない）

　子供は躊ちゆう躇ちよもなにもなく、その引き金を引くだろう。笑えみを浮うかべたその子供の眼を見て、リゼルは判はん断だんした。それは犯罪者の眼、辺境者の眼、殺さつ人じん鬼きの眼だった。視線だけではなくその武器を避さける必要がある。

（相手は素人しろうとだ）

　それもまた、簡単な判断だった。子供は通路に陣じんを構かまえている。本当にこちらを追いつめるつもりならば、部屋の中に入ってこなければならなかったはずだ──入り口の奥おくから室内を狙ねらっても、通路の両脇わきに死し角かくを作ってしまうことになる。だが少年はほんの半はん歩ぽの距きよ離り、敵に近づくことを怠おこたって定じよう石せきを外はずした。愚おろかだが、子供では仕方ない。

　自分は定石通りに行動すればいい。軍の優すぐれたマニュアルに従って。リゼルは死角に移動しようと、一歩踏ふみだそうとした。

　が、動けなかった。

「……この⁉」

　気づいて、叫さけぶ。足あし下もとを見下ろすと、顔を血まみれにした男がいつの間にか近づいて、ズボンの裾すそに嚙かみ付いていた。

　蹴け飛とばして、振ふり払はらう──それに費ついやしたほんの一いつ瞬しゆんで、子供の構えていた砲が火を噴ふいた。機き巧こうが弾はじけ、恐おそらくは砲身の奥に込められているのだろう水すい晶しよう檻おりを砕くだく無む機き質しつな音が響ひびく。水晶檻の爆ばく発はつ自体には音はない。が、砲から弾だん丸がんが射出される轟ごう音おんが狭せまい地下室で炸さく裂れつした。

　発射されたのは、無数の鉄てつ芯しんだった。彼の立っていた位置を貫つらぬいて、向かいの壁かべに無数の穴とひび割れを走らせる。弾はじき返された鉄てつ釘くぎが数本、床ゆかに跳はねた。

　粉々になった紙し片へんが、雪のように舞まっていた……フリウ・ハリスコーの手配書。少女の似顔が記されていた手配書は白い粉ふん末まつといってもいいほどに粉ふん砕さいされて、暗がりの虚こ空くうに散っていく。

「へへへ」

　爆発の反はん響きようが失うせた部屋に、支配的な秩ちつ序じよをもたらすためか。その子供は得とく意いげにつぶやいてみせた。

「こいつだけ上の階に隠かくしといて正せい解かいだったぜ」

「いいや」

　否定して、リゼルは立ち上がった。

「ふぇ？」

　間まの抜ぬけた声をあげるその少年に向かって、改めて一歩近づく──

「よ、避よけられたはずはねぇぞ……」

　うろたえる子供に、リゼルはかぶりを振った。自分でもどうしてか分からないが、ひどく慌あわてていた。心しん臓ぞうが早はや鐘がねのごとく、肌はだは砂すな地じのように乾かわいている。舌が痺しびれていた。喉のどの奥が苦にがい。切せつ羽ぱ詰つまった予感めいたものが神経を過か敏びんにしている。彼は自覚した。だが、何な故ぜだ？

　自分は勝ちつつあるというのに。

　子供は次の射しや撃げき準備をしている──が、間に合うことはないだろうと思えた。どのみち二度と、同じ足止めは食らわない。子供が撃うちそうならば死角に逃にげればいいだけのことだった。組み付けば、小こ柄がらな少年に勝ち目はない。自分は任にん務むをまっとうして帰き還かんする。ノニ・イシュカリスは部下の働きに満足するだろう。

「無む駄だな抵てい抗こうは──」

　今、帝てい国こくの威い信しんは彼の双そう肩けんにあった。少年に向かって左手を差し出す。右手は拳こぶしを固めて背後に隠した。これもまたマニュアルにある制止の姿し勢せいだった。

　だが見ると、彼の左手はなかった。肘ひじの先から失われていた。

　ふと思い出すのは、フリウ・ハリスコーの手配書を持っていたのはその左手だったということだった。粉となって舞う紙片……

　リゼルは悲鳴をあげた。

　砲ほうのことを忘れていた──子供のことも忘れかけていた。だが、身体からだは勝手に反応した。少年が再度引き金に指をかける前に、跳とびだして砲口を蹴けり上げる。

　少年がなにかを叫さけんだかもしれない。だがリゼルには聞こえなかった。跳はね上がった砲に身体を押おしやられて少年が後ろに転ころぶ。リゼルは右手で彼の髪かみを摑つかむと力任まかせに引っ張った。地下室へと引きずり込んで、奥おくへ放ほうり込む。少年には為なす術すべもなかった。ボールのように転がって、彼の砲が残した壁かべの破は壊かい跡あとへと叩たたきつけられる。

　叫びは収まらなかった。リゼルは喉を破って大声を張り上げながら、倒たおれた少年の身体へ殺さつ到とうした。何度も蹴りつける。少年の身体が変形し、芋いものように柔やわらかく崩くずれるまで蹴り続ける。骨を砕くだき、関かん節せつを折り、腱けんが千ち切ぎれて破れた皮ひ膚ふからこぼれるまで。いつまでも蹴り続ける。蹴っているうちに、なにもかもが赤く染まっていることに気がついた。部屋中に赤い飛沫しぶきが飛び散っていた。彼の肘ひじから噴ふき出している鮮せん血けつだった。

（死ぬ……）

　これだけ出血すれば間ま違ちがいなく死ぬ。リゼルは唐とう突とつに悟さとって、その場に膝ひざをついた。

「あ……う……」

　声。自分の声ではない。飛び散った血は自分のものなのに、聞こえてきた声は自分の声ではない。

　その声の主ぬし──倒れたままの少年を、リゼルは見下ろした。少年は動きだし、起きあがろうとすらしている。思っていたほどの傷を与あたえていなかった。貧ひん血けつの男がよろめきながら蹴った程度の傷しか与えることができていない。混乱してリゼルは笑った。その貧血の男とは、誰だれのことだ？

　少年より先に、リゼルは立ち上がった。部屋の入り口へと駆かけもどる。

（殺してやる……任務をまっとうする。こんなことで敵を逃のがしたりはしない）

　階段下に転がっている砲ほうを拾い上げて、リゼルは唱となえた。部屋に転がる犯罪者たちへと砲を向けるべく、振ふり返る──

　黒いものが視界を覆おおった。ついにこれか。リゼルはさらに笑えみを強めた。眼球から血液が失われたのか。もう長くない。自分の人生はもうじき終わる。だがその時間を使って引き金だけは引いてみせる。

　砲が床ゆかに落ちた。引き金を引いたつもりが、腕うでが動いた感覚もない。見下ろすと、右腕がなかった。左腕はある。失われたのは、実は右腕だった？

「……噓うそだ？」

　分からなかった。うめく。

　改めて見やると、彼の前に立ちふさがっていたのは死の間ま際ぎわに訪おとずれる暗あん幕まくではなかった。それと同じ色だが、人型をしていた。漆しつ黒こくの装しよう束ぞく。仮面。黒こく衣いだった。

「どけ──」

　リゼルは怒ど鳴なり声をあげた。黒衣に邪じや魔まされて任務遂すい行こうに支し障しようが出るなど、恥はじ以外のなにものでもない。

「どけ！　帝ていの勅ちよく命めいに逆らうつもりか⁉」

　言葉だけでは足りないかと、リゼルは黒衣に向かって腕を真横に振った。右腕を。思いのほかすんなりと、黒衣が横へと立ち位置を変える。

　黒衣がどいた向こうには縄なわをかけられ無力化した犯罪者たちが四人、無む傷きずで気き絶ぜつして転がっていた。若い男がふたりと、中年の男がひとり、そして子供がひとり。黒衣に対して優ゆう越えつ感かんを持って、リゼルは鼻で笑ってみせた。上じよう出で来きだった。これ以上ない成せい果かである。自分は犯罪者を傷つけることなく捕とらえた。

　床に落ちているフリウ・ハリスコーの手配書──いつの間に懐ふところからこぼれたのだろう？──を拾い上げ、リゼルは腕組みした。つぶやく。

「お前は邪魔しかできないのなら、どこかに隠かくれていたらどうだ？」

　聞いているのかいないのか分からない黒衣に告げる。当たり前だが黒衣は言葉に反応したりはしない。

「お前はどうしたんだ？　老人を捕らえるんじゃなかったのか？　どうしてこんなところで油あぶらを売っているんだ」

　言いながら、リゼルは顔をしかめた。確かに奇き妙みようなことだった。どうしてこの黒衣は、こんなところにいるのだ？

（ふん……まあ、黒衣は誰も望のぞまない時にどこにだっている、か）

　帝都では一いつ般ぱん的てきな言い回しを思い出し、考えても詮せん無ない妄もう想そうを振ふり払はらうためリゼルは頭の後ろをかいた。左手で。

　無論、黒衣はなにも言わずただそこにいた。人が囁ささやく噂うわさの通りに。




　──暗がりの中に光があり、だがその光はあたりを照らす役には立たずに丸くぼんやりとした温ぬくもりだけを静かに発している。彼女はそれを見ていた。そこに時間はなく、ただ意識だけが覚さめていた。判断はできない。感じるだけしか答えられない。それも分かっていた。

　彼女に名前はなく、彼女でしかなかった。だが名を呼ばれた時、それが自分であることを忘れていたわけでもなかった。ここで呼ばれるのは自分しかいない。それを理解していた。

　呼びかけは、寒さむ気けを覚えるほどに優やさしかった。

「……フリウ・ハリスコー。この世界で、君はなにになりたい？」

「いかなる存在になる？」

「君は望むことができる」

（……あなたは、誰？）

　意味がないと知りつつ、彼女は聞いた。感じたことを聞くしかなかった。

「わたしは御み遣つかいだ。これは、御遣いの言葉だ」

（御遣いって、なに？）

「御遣いのことを問とうても意味はない。わたしの奥おくにいる、わたしの言葉の奥にあるものこそが本質だ」

「契けい約やく者しやたちはそれを知っているから、わたしをほうっておいている……」

　声は幾いく重えにも重かさなり、波のように広がる。この闇やみは水底だと思い、彼女はもがいた。溺おぼれることはないが、沈しずみ込むことは怖こわかった。

　手足を振りながら、問いかけを続ける。

（契約者？）

「そうだ」

「六人の契約者たちは、みんな君を見ているよ」

「君のことを見ている。注意深く見ている」

（見ている……）

「ひとりは、君を守ってきた」

「ひとりは、君を守ろうとしている」

「ひとりは、君を殺したい」

「ひとりは、君を利用したい」

「ひとりは、君を恐おそれている」

「ひとりは、わたしだ……さて、わたしはなにを考えているのやら」

（誰なの……？　それは）

「契約者は、御遣いの言葉を聞き、契約した者たちだ。それはわたし自身をも含ふくむ。わたしであり、わたしではない。わたしもまた契約に従わなければならないという意味で契約者だが、契約者としてのわたしは御遣いではない」

（分からない……なにを言っているの？）

「分からずともいい。いずれ理解する。それが御遣いの言葉だ」

「わたしは君を見に来た」

（……あたしを？）

　問いかけを続けるうちに、分かったことがあった。この水の中では、手足をばたつかせるよりも問いかけをするほうが身体からだを浮うかせる役に立つ。

　それはあり得ないことに思えた──水の中では考えごとなどできないと聞かされたことがある。人は溺れる時に無む心しんとなり、そして脳から酸さん素そが失われる最後の一いつ瞬しゆん、素す晴ばらしい幻げん影えいを見る。最も苦しい死に方が最も幸福な死に方となるのだ。誰が言っていたのだろう？　恐らくは……セヘク老人だ。
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（あなたは……セヘクの爺じいちゃん？）

　彼女は問いかけた。それは筋の通った考えだと思えた。死後の世界から、幻影を通じて老人が語りかけてきているのだ。

「いいや。死者に言葉などはない。フリウ・ハリスコー。わたしは御み遣つかいだ。言葉を伝えるために遣わされた」

「君を見て、分かったことがある」

（……なに？）

「君は我々と同じだ」

「この世界のどこにも居場所がない。力を抱かかえた感情の怪かい物ぶつだ。自滅したくなければ硝しよう化かするよりほかにない……硝化の少女だ」




　リゼル・セイドには理解できないことがあった。黒衣にも手伝わせて例の四人を、彼らの逗とう留りゆうしている宿へと運び込む。その手順に手て抜ぬかりはない。もどってみればミッツォが倒たおれていてあの警衛兵が逃にげ出しているということもない。彼女は椅い子すに腰こし掛かけて、退たい屈くつそうに指先を整ととのえていた──爪つめの形が気に入らなかったのか、格かく闘とうになったせいで爪が折れたのか。近づいてのぞき込む気にも訊たずねる気にもなれず、リゼルはいつものように彼女を無む視しした。出かける前より、警衛兵の怪け我がが増えているようにも見える。だが今はやはり、気を失って床ゆかに伏ふせていた。

　同じ部屋に、残りの四人を放ほうり込む。ミッツォには目め配くばせだけで、見張りの継けい続ぞくを頼たのんでおいた。彼女は軽く会え釈しやくした。ついでに片眼を閉じて笑いかけてきた。たるんでいる。嫌けん悪お感かんは唇くちびるの裏にしまって、リゼルは顔を背そむけた。向き直った先には黒衣がいた──と思っていたのだが、黒衣はまたいつの間にか姿を消していた。音も気配もなく立ち去ったらしい。

　だがここまでは不ふ承しよう不ぶ承しよう、予想していたことだった。ミッツォは不ふ愉ゆ快かいで、黒衣は無ぶ礼れいであり、そしてすべてがうまくいっている。ノニ・イシュカリス特とく務む騎き士し下かのチームに失敗はない。それは疑うべくもない真実だった。

　理解できない光景は、ノニ・イシュカリスの部屋をノックした後に視界へ飛び込んできた。宿の二階をまるごと借り切った、最も奥おくの一室。帝てい都と筆ひつ頭とうの精せい霊れい使つかいは、こんな辺へん境きようの宿でさえ最高級の寝しん室しつだと誇ほこらんばかりに、優ゆう雅がな姿勢でソファーに座すわっていた。精霊使いと一戦交まじえてきたはずなのに、制服にしわひとつない。

「入室いたします」

　ドアを開け部屋に入ろうとして、リゼルは足を止めた。女がひとり、ベッドで寝ねている。混乱した頭で最初に思いついたのは、自分がとんでもない時に入室してしまったのではないかということだった──ここは誰の目もとどかない辺境であり、ノニ・イシュカリスは奥おく方がたの誕生日を前にしてこんな場所に派は遣けんさせられた。不満があったはずだ。こういうこともあるかもしれない。

（いや──待て。落ち着け）

　馬ば鹿かなことを口走るより先に、リゼルは思い直した。いくらなんでも今は作戦中である。あり得ない。見ると、ノニは落ち着き払はらった様子でこちらを見ている。女買いの現場を部下に見られて浮うかべる狼ろう狽ばいもしくは愛あい想そ笑いとは違ちがう。さらに見れば、ベッドに倒たおれているのは女ではなく娘むすめだった──まったくの子供だった。しかも後ろ手に手て錠じようをかけられている。寝ているのではなく、気を失っている。

　顔を伏ふせているので分からないが、頭の後ろになにかの結び目が見えた。それが位置的に眼帯なのではないかと気づいて、リゼルはさらに顔をしかめた。

　女買いのほうが、まだましだった。息を詰つめて声をあげる。

「どうして捕とらえたのですか？──いえ、申し訳ありません。詮せん索さくするつもりではないのですが」

　そこにいるのは、手配書の娘むすめだった。意識はないようだが、それが本当に念ねん糸し使つかいであれば手錠などなんの意味もない。この状態は危き険けんきわまりなかった。そして、それ以前に命令違反でもある。

「帝ていより与あたえられた命めいは、その精霊使いの抹まつ殺さつだったはずです……」

　リゼルは慎しん重ちように言ったつもりではあったが、それは我ながらどう考えたところで詮索だった。ノニが苦く笑しよう混じりに答えてくる。

「君のことだ。わたしの身を案あんじて言ってくれているのだろう。この結果は成り行きだ。それ以上でもそれ以下でもない」

「成り行き……ですか？」

　問いながらリゼルは、ベッドで寝ている少女を見やった。フリウ・ハリスコー。手配書の名前を思い浮かべ、うつ伏せて見えない顔を想像する。似顔でしか見たことのないこの娘が、数十名もの辺境民を殺した虐ぎやく殺さつ犯はんだと想像が付け加えられると、もっと凶きよう悪あくな別のなにかに変へん貌ぼうしていく。

　ノニは今度は嘆たん息そくを混じらせた口調で続けてきた。左腕うでをさすりながら、

「それなりの抵てい抗こうを想定して群ぐん精せい霊れいを使った。だが、たいした問題もなく捕らえることができてしまってね」

「は？」

「あの娘が、わたし以上の精霊使いであると聞かされたうえで派は遣けんされたのだ。多少、プライドがくすぐられるではないか？」

　そうつぶやく特とく務む騎き士しの表情は、子供のようでもあった──自じ慢まんの玩具おもちやを取り上げられた子供のような。その顔を、すぐに軍人のものへともどして付け加えてくる。

「なればこそ、正面切って精霊を放ったのだが……」

「この娘が弱すぎた？」

「まあ、そういうことだ。精霊を使いすらしなかった」

「そうですか……」

　ほかに言うべき返事を思いつけずに、リゼルは生なま返事を返した。

　あごをさすってうめくように、ノニがつぶやくのが聞こえてくる。

「確か、ハンター基き地ちで育ったということだったな。念糸の使い方には慣れがあった。それなりに訓練もされているのだろうが……非ひ凡ぼんなものはないな」

　上官の論ろん評ぴようについて口を差し挟はさむつもりはなかったが、そんなことを論じている場合ではない。唾つばを吞のんで、リゼルは訊たずねた──今にもこの娘が意い識しきを回復して、一いつ瞬しゆんで精霊を解き放つことも考えられる。処しよ置ちは急ぐ必要があった。

「それで、どうされるおつもりですか？　このまま始末ならば……ミッツォに」

「たまには君がやってみるか？」

　言われてリゼルは、絶ぜつ句くした。開いた口をようやく閉じた頃ころ、口の端はしで笑えみを嚙かみつぶしながらノニが言ってくる。

「いや、冗じよう談だんだよ。だが彼女にばかり汚よごれ仕事をさせるというのも気がひける。やはり、わたしがやろう。娘むすめは街の外まで運び出す。街まち中なかで処しよ刑けいするのはまずい」

「共きよう犯はん者しやたちは？」

「警衛兵にでも引き渡わたそう。帝の命には、関係者の抹まつ殺さつは含ふくまれていなかった」

　と──思し案あんするいつもの仕し草ぐさで頭を巡めぐらせながら、

「ミッツォを連つれて行こう。ほかの連中は君が見張っていてくれるか？　夜明けを待って警衛兵を呼んでくるんだ」

　ノニ・イシュカリスはソファーから腰こしを上げて、あとを続けた。窓の外へと視線を向ける。恐おそらく方向は違ちがうのだろうが、それでも窓の夜景に、遥はるか遠く帰るべきところを見つめているに違いない。

　それを焦こがれるように、彼はつぶやいた。

「……それまでには、娘の処刑も終わっている。すぐに帝てい都とに帰れる」




　──闇やみは変わらない。光も変わらない。問いかけの声も、答えも変わらない。

　水中でもがくことにも慣れてきていた。その闇が彼女を吞み込まないことについても、理解し始めていた。この問いかけが続く限り、闇が続くことも。

　その中で、彼女は声をあげた。

（硝しよう化か？　硝化って？　人は硝化したりしないわ）

「木々は凍こおるのに？」

「石も凍るのに？」

「物質はすべて硝化するのだ。硝化の森はそうして在ある。すべてはそこに在るのだ、帝都にではなく……」

（すべて……すべてって、なに？）

「すべてはすべてだ。君が想像もできないほどのすべて……すべてだ」

「……フリウ・ハリスコー。この世界で、君はなにになりたい？」

「いかなる存在になる？」

「君は望むことができる」

「君はこの世界に安らげる場所を持たない」

「当たり前だ。誰も君を許すことができないのだから」

（あたしは……）

「君はまだ幻げん想そうを持っている。誰かが許してくれるのだと。君は子供だからそう考える。誰か親のようなものが自分のことを許してくれれば、それでなにもかもがもとにもどるのだと」

「それは幻想だ。幻想を捨てれば硝化する。だから幻想を持っている」

「だが誰が許せるのだ？　君が壊こわした君の同どう族ぞくたち。そんなものは手始めでしかない」

（あたしは……）

「誰もが君を許せない理由は、フリウ・ハリスコー」

「君が、何度でも同じことを繰くり返せるからだ。許されるわけがない」

「何度でも何度でも……閉じた輪の中を何度でも回るように。許されるわけがない。そんなことが」

（あたしは……）

「君はなにになりたい？」

「君はなにになれる？──」

（あたしは……）

　彼女は繰り返した。

　考えるために繰り返したわけではない。悩なやんで繰り返したわけでもない。

　なにかを待っていた。

　彼女は闇やみの上方を見上げた。足あし下もとを見下ろした。どちらも闇で、上下があるのかどうかも分からない。

（あたしは……）

　答えなどなにもない。

　ただ彼女は繰り返しながら、なにかを待っていた。どこかで既すでにその答えは聞かされていたような……そんな気がしながら。







　第七章　ラティスト・ダークネス

　　　　　　（暗あん愚ぐの居場所）







「なぜ、街まち中なかではいけないのですか？」

　ミッツォの問といは、いかにも彼女らしいといえた。単たん純じゆんであり、率そつ直ちよくであり、そして残ざん忍にんであるという点において。

　対して、自分らしい答えとはなんであろうか──ノニ・イシュカリスはそんなことを思い浮うかべた。そのまま、答える。

「ひとつには、その娘むすめが抵てい抗こうした場合を考こう慮りよする。彼女が自分の村を壊かい滅めつさせたことを考えれば、それよりも人口の多い場所で危き険けんは冒おかせない」

　と、彼が示したのはミッツォが背せ負おっている少女だった。若々しいミッツォの肩かたに顔を埋うずめて気を失っているその娘の様さまは、皮ひ肉にくなほどに平和だった。

　ノニは次いで、視し線せんで彼らの周囲を示し、

「ひとつには、世せ間けん体ていだ。この任にん務むは帝ていの勅ちよく命めいによるものだ。なんら後ろ暗いところはないが、辺へん境きよう民みんがそれを我らほどに重要視してくれるとは限らん。特に帝国の特とく務む騎き士しが年とし端はもいかない子供を処しよ刑けいするというのは、どうかな」

　傾かしげていた首を縦たてにもどして嘆たん息そくする。

　彼らが進んでいるのは、既すでに街中ではなかった──夜のうちに街を出、郊こう外がいの森へ向かっている。森の位置を地図で確かく認にんしながら、ノニは続けた。

「……しかもリゼルはリゼルで、辺境民の感かん情じようというものを理解してくれそうにない。警けい衛えい兵へいと一ひと悶もん着ちやく起こすことは避さけたい。帝都への帰き還かんが遅おくれる」

　笑うような音がした──というよりまさしくミッツォがくすりと息を漏もらして、言ってくる。

「彼は一いつ所しよ懸けん命めいなんですよ」

「あまり笑いごとではない。わたしは彼を見込んでいるんだ」

「いずれ慣れます………」

　彼女の横顔に特に感情らしきものはうかがえなかったが、これも慣れたことだった。夜間の月明かりが作る影かげに、自然と顔の輪りん郭かくを溶とけ込ませている。彼女は影に生きている。ノニは声に出さず、つぶやいた。彼女はそれを分かっている。直ちよく護ご衛えいとはそういったものだ。

　リゼルにも、いつか分かる時が来る。いずれ慣れれば。

　行く手に、黒い壁かべのようなものが迫せまってきていた。夜の森は、どのような暗がりよりも黒くわだかまっている。閉じたまぶたの裏よりも深く、決して静かではなく、耳みみ障ざわりな物音が絶たえない居い心地ごこちの悪い静せい寂じやくに包まれている。

　いつもならば、ここで会話は終わりのはずだった。目的地が近づけば、ミッツォが口を開くことはほとんどなくなる──まさかとは思うが、彼女にも彼女なりのプレッシャーの感じ方があるのかもしれない。帝の意に添そわぬ存在を何十人と手に掛かけても、今なお感じずにはいられない重圧があるのかもしれない。あるいは、彼女にはそんなものはまったくなく、こちらが勝手にそう思い込もうとしているだけなのかもしれない。

　だがミッツォは、珍めずらしく饒じよう舌ぜつだった。森の闇やみに吸すい込まれるような、低い声こわ音ねでつぶやくのがかろうじて聞こえてくる。

「わたしは戦争を知りません」

　なにを言うのかと思えば、それは突とつ拍ぴよう子しもない話題だった。ノニは考えずに、思いつくままを返事した。

「同じことだよ、わたしとて。最もひどい戦せん乱らんは経験にない。わたしが物心つく頃ころには、帝てい国こくは十分に安定していた。先帝はまさしく……火のように素す早ばやかったのさ」

「平和な時代に生きることができて、わたしはそれが幸せなことだと思います」

　ミッツォは静かに、あとを続けた。

「わたしが殺すのは、年にたった数人で済すむんですから………これは戦争じゃありません。わたしの祖そ父ふ母ぼに比べれば幸せなことなんだと思っています」

「君の祖父母？　今まで話題にしたことはなかったな」

「はい。戦時中、為なす術すべもなく死んだそうです。わたしは祖父母の名前しか知りません」

「そうか」

　ノニは短くうなずくと、歩くことに集中した。森の中に入りつつある。ひとけがないとはいえ、ここまで街に近い場所で行きずりの強ごう盗とうに襲おそわれることもあるまいが、野や生せいの獣けものは時とき折おり、驚おどろくようなところにまで近寄ってくることがある。大たい抵ていの場合ならミッツォは頼たよりにできる直護衛だったが、彼女も野生動物相手に勝てるわけではない。

　彼女が口をつぐんだのは、やはり同じようにあたりの気け配はいを探さぐったからだろう。数秒の警けい戒かいで勤つとめは一段落ということなのか、すぐにまた声をあげてきた。

「どのあたりまで進みますか？」

　部下の事務的な口調に軽い安あん堵どを覚えながら、ノニは告げた。

「それほど深く入る必要はないだろう。どのみち、死体は帝都に持ち帰るつもりだ。命令に含ふくまれていなかったというだけの理由で水すい晶しよう眼がんを回かい収しゆうし損そこなったなら、帝はわたしを馬ば鹿か者ものと思うだろう」

　自分の言葉を合図に立ち止まり、彼は左腕うでの袖そでを少しだけまくった。水晶檻おりのはめ込まれた腕うで輪わがのぞく。その丸い檻の中には、精せい霊れいの存在を示す緑がかった靄もやが渦うず巻まいている。

　ミッツォのほうを振ふり返ると、彼女は娘むすめを背負ったままこちらを見ていた。視線で、その罪人を地面に下ろすように伝えながら彼は続けた。

「死体はいったんここに隠かくして、明日にでも遺い体たいを運うん搬ぱんできる馬車を手配しなければならんな──」

　と、顔の右側に小石のようなものが当たってくるのを感じて、ノニは顔をしかめた。虫かと思いほおを撫なでるが、なにもついていない。

　が、その一いつ瞬しゆんの隙すきに今度は左側に気配を感じていた。

　警戒が背せ筋すじを這はい上がるが遅おそかった。黒い影かげが自分のすぐ左側に立っている。恋こい人びとのように寄り添そって、彼の左腕を抱かかえ込んでいるが、腕を摑つかむ強さは恋人のそれではなかった。その黒い影は、腕ごと引きちぎろうとばかりに力を込めている。

　思い浮うかべたのは当然、黒こく衣いだった──が、違ちがう。背せ丈たけはそれほどでもなかった。子供のようにすら思う。顔にも黒い布を巻いて人相を隠しているため、はっきりしたことは分からなかった。

　その黒い影が、なにかを囁ささやくのが聞こえてくる。同時にその身体からだから銀色の念ねん糸しが解き放たれるのも見えた。念糸は迷わず、ノニの左手首に巻き付いた。いや、

（違う……！）

　念糸が狙ねらったのは、彼の左腕にある水晶檻だった。糸の先が水晶の表面に触ふれ、念の通り道を開く。男が囁いているのは開かい門もん式しきだった。

（わたしの精霊を解放しようというのか⁉）

　黒くろ装しよう束ぞくの手の内から力任まかせに左腕を引き抜ぬいた時には、開門式は既すでに完成していた。突とつ如じよ現れたその男の向こう側に、闇やみよりも黒い獣けものの影が凝ぎよう縮しゆくしていくのを、ノニはただ戦せん慄りつして見つめていた。

（立ち位置が……まずい！）

　胸きよう中ちゆうで叫さけぶ。ともに、声せい帯たいでも叫びをあげた。

「ミッツォ！」

　後こう退たいするノニの横をすれ違うように、細身の素す早ばやい影が跳とびだしていく。ミッツォだった。背中の娘を下ろす暇ひまもなかったのだろう。ぐったりとした重おも荷にを背負ったまま、正しい動作で闖ちん入にゆう者しやに拳こぶしを突つき出すのを、ノニは眼めで追った。

　既に、なにもかもが後ご手てに回っていたことは分かっていた。遅い。ノニは後ろに退きながら必殺の念糸を紡つむぐ機会を逃のがしていた。ミッツォもまた、人ひとりの身体を担かついでいるために動きが鈍にぶすぎる。
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　黒布の男は、身じろぎもせずに立っていた。男はただつぶやいただけだった。

「その女を止めろ」

　こちらに向かって言ったのではない。男の傍かたわらに渦うず巻まく、闇の存在への指示だった。

　実体化を終えた精せい霊れいが、金切り声で鳴いた──それは理り不ふ尽じんな命令を受けて嫌けん悪おしているようにも聞こえる。錯さつ覚かくだと承しよう知ちしながら、ノニは歯がみした。精霊の突とつ進しんを受けて、ミッツォが転てん倒とうする。倒たおれた獲え物ものを、漆しつ黒こくの猛もう犬けんが押おさえつけた。彼女の背からこぼれた少女は、地面に叩たたきつけられてなにやら声をあげたようだった。意識を失ってから時間が経たっている。そろそろ目覚める頃ころ合あいなのだろう。

（ふざけるな──）

　ノニは男に向かって、念糸を放った。男もまたこちらに念糸を解き放ってくる。真正面から銀色の筋がすれ違ちがい、それは同時に標的へと巻き付いた。

　堂々と見み据すえてくる敵の眼まな差ざしを、身体ごと木こっ端ぱ微み塵じんにすべく念を送り込む。

　が。

　はっと気づいた時には、彼は捕とらえたはずの目標を見失っていた。自分の念糸だけが、ふらふらと虚こ空くうを彷徨さまよっている。その場所に、黒布の一片すら残っていない。

　視界の端はしに、動くものがあった。地面に転がった少女を黒い影かげが抱かかえ上げ、森を塗ぬりつぶす濃のう密みつな闇やみの中へと疾しつ駆くして消えていく。

「なんだと……？」

　呆ぼう然ぜんと、ノニはうめいた。残されたのは彼と、彼の精霊と、それに押さえつけられたミッツォのみ。

　ほんの一いつ瞬しゆんでフリウ・ハリスコーを奪うばわれ、彼はただ立ち尽つくしていた。




「……とうに目覚めていたのだろうが？　起きろ」

　冷水をかけられたような心地ここちで、フリウは眼を開いた。眼がん帯たいに覆おおわれていない右眼は、まぶたを押し広げたところで黒々とした森の影と、空を包む木々の隙すき間まからわずかにこぼれる月明かりとを頼たよりに浮うかび上がるひとりの影を映し出すだけではあったが。

　それでもその影を見て、フリウは息をついた──安あん堵どの吐と息いきというほど大げさにはできないが、それでも食いしばっていた歯の間から、口こう腔くう内で温あたたかく熱を帯おびた空気を吐はき出すことができた。

　影は、数時間前と同じように抱えていた彼女を地面に下ろし、そしてまたその時とまったく同じ冷れい淡たんな声で言ってくる。

「それとも、靴くつを汚よごすことも厭いとうような身分かね」

「ち、違うよ。足が震ふるえてて──」

　フリウは慌あわてて、その影──顔を黒布で隠かくしたリス・オニキスに声をあげた。

「あの……ありがとう」

「なにを怯おびえる。わしは間に合うと言っただろう」

　森の湿しめった土は、服の布地を通してじわりと冷たさを感じさせる。腐ふ葉よう土どの柔やわらかさにかえって薄うす気き味みの悪さを覚えつつ、フリウは一ひと呼こ吸きゆうの間、小こ柄がらな老人を見上げて観察した。リスは小柄とはいっても、彼女よりは背せ丈たけがある。だがそれに加えて見上げているにもかかわらず、やはり老人は小柄に見えた──フリウはリスが黒布の奥おくで息を切らせているのを見み逃のがしていなかった。汗あせをかいて火ほ照てっているのか、冷たい夜気に体温を逃にがしている気配も見て取れる。

　フリウは立ち上がると、ポケットからハンカチを取り出した。

　と……そこでなにを言えばいいのかはたと行き詰づまり、リスに近寄りかけていた足を止める。老人は黒布の下から、じっとこちらを見み据すえていた。

　──君のことを見ている。注意深く見ている──

　蘇よみがえった声が、喉のどを渇かわかせた。引きつった舌が音を立てる。

　フリウはかぶりを振ふると、それを押おしもどしてなんとか声を発した。

「ちょっとは休んでよ、爺じいちゃん」

　出したハンカチは手持ちぶさたに役目を失っていた──こちらからリスの黒布を剝はぎ取るような度ど胸きようはさすがになかった──が、それでも続けて告げる。

「すごく疲つかれてるみたいだよ……」

「当たり前だ。協力者から、お前がどこに運ばれたのか連れん絡らくを受けて街から追いかけてきた。追いついたのはぎりぎりだった」

　リスの声は、突とつ然ぜん老おいたように疲ひ労ろうを滲にじませていた。それでも座すわり込むことだけは断固拒きよ否ひして、目の上を押さえてうめく。

　フリウは彼を見ながら、聞いてみた。

「さっき……なにをやったの？　相手の精せい霊れいを使っちゃったの？」

「あの群ぐん精霊は、すぐ右側に立っている者の命令を聞くように訓練されているのさ」

　彼はこともなげにそう言って顔を上げた。視線はこちらではなく、周囲を探さぐるように大きく左右に振れている。

　それを追いかけるようにして、フリウは続けた。

「じゃあ、連れてくれば良かったんじゃ？」

「できない」

　リスの返事は、そっけなかった。

「帝てい都とで保ほ有ゆうする大たい抵ていの精霊はそうだが、一定の時間内に水すい晶しよう檻おりにもどされない場合、片かたっ端ぱしから人を殺すようにもしつけられている。わしらにはあれを封ふうじられるような水晶檻は持ち合わせがない。ノニ・イシュカリスの水晶檻を奪うばうのも容易ではない……奴やつはわしが知る限り、最も手て練だれの精霊使いだよ」

　と、そこで改めて彼は、こちらを向いてきた。やはりまた厳いかめしく──闇やみの中に冷たく濁にごった瞳ひとみを控ひかえめに光らせて、聞いてくる。

「……ひどく怯おびえていたわりには、よく見ていたな」

「う、うん」

　フリウはうなずきながら、あまり役に立ちそうにないハンカチをポケットにもどした。決まり悪く視線をそらすと、リス老人に倣ならうようなふりをしてあたりを警けい戒かいする。

　だが今度は、リスのほうが追いかけてきた。それまでと同じ小声だが、わずかに力で勝まさる囁ささやきで聞いてくる。

「どんな時でも状じよう況きようを把は握あくできるというのは、念ねん糸し使つかいには必要な資質だ。だが、そういったことではないな……」

　彼がそこで一いつ拍ぱくおいたのは、彼が考えるための時間というよりは、こちらに不安を抱いだかせるための時間なのではないかと思えた──フリウは逃にげるように一歩後退したが、彼は追ってはこなかった。

　そのまま、つぶやいてくる。

「お前は、自分が処しよ刑けいされそうになったから怯えていたのではないな？　なにに怯えていた？」

　リスは早口になって続けた。丸いはずの瞳ひとみが、怪け訝げんそうに細めたまぶたに押おしつぶされて刃やいばのように尖とがって見える。

「帝都筆ひつ頭とうの精せい霊れい使つかいや眼前に迫せまった死を恐おそれるより先んじて、なにに恐きよう怖ふを抱いていた？　言え」

　それは質問でありながら、彼は答えを知っている──フリウは直感して、喉のどからこぼれかけたごまかしと噓うそを吞のみ込んだ。

　闇の静けさと森の騒さわがしさが溶とけ合って、夜の空間はさざ波のように躍おどっていた。もがく底の世界。ただの夢だったとしか思えない、あの理解できないなにかとの会話は、一言残らず思い出すことができた。

　だが、理解できないのでは、説明もできない……。

　フリウは唇くちびるを嚙かんで、歯の跡あとをつけてから告げた。

「爺じいちゃんは……間に合わなかったよ」

「うん？」

「多分きっと、もっと危険な場所にいたんだ……あたし。だからあたし、目が覚めてかえってほっとしたの。あの兵隊の人たちが処刑だなんだって言ってるのが聞こえたけど、怖こわくなかった」

　自分でもなにを言っているのか分からないまま、言葉だけは他ひ人と事ごとのように続いていった。自おのずと紡つむがれる開かい門もん式しきのように。

「よく分からないその場所で──そこで聞かれたのよ。なにか……変なものが、あたしに聞いたの。爺ちゃんがあたしに聞いたのと同じようなことを」

　ただ開門式ならば、いずれ完成し結果を見せる──が、言葉には終わりがなかった。結論も見えず、フリウは声を途と切ぎれさせた。

「でも、もっと違ちがうことも言ってた……」

「そうか」

　リスは、それきり関かん心しんを失ったようにそう告げてきた。心なしか姿が遠のき、身体からだにまとわりつく闇やみが濃こく見える。

　彼の反応は予想外でもあったが、だがどこかであらかじめ決められたものだとも感じられた──ほかならない、フリウ自身の体内から、その声は聞こえてきていた。彼はなにかの予定をなぞっている。定められた手順通りに……。

　だから彼は慌あわてない。どのような場面に遭そう遇ぐうしても落ち着いていられる。

（なに言ってるの？　あたし）

　内なる声を振ふり払はらって、フリウはつぶやいた。

「……聞かないの？」

「なにをだ」

「あたし、わけの分からないことを言ってたと思うんだけど……爺ちゃんは分かるの？　あたしの言っていたこと」

「お前よりもよく分かっているさ」

　老人が突つきつけてきた言葉に違い和わ感かんを覚えて、彼女はリスの姿を視線で追った──彼は闇の中、身体をいくつにも分身させるようにさまよっている。暗がりに一度消えたと思えば視界の隅すみに現れ、それを木の影かげに変じさせて自分はまた別の場所に移る。リスが望んでそうしているわけではない。軽い頭痛を感じてフリウは眼めを閉じた。考えれば先ほど強く頭を打っている。動き回る黒くろ装しよう束ぞくのリスに、注意が追いついていないだけだ。

　分かってはいたが。フリウは、胸きよう中ちゆうでつぶやいた。

（誰が本物で……誰が偽にせ者ものなの）

　信じられる相手などどこにもいない。信じる理由などなにもない。信じるに足る証しよう拠こなど誰も持っていない。

　誰も自分を信じさせてくれない……

「お前が信じようとしない限りはな」

　突とつ然ぜんリスが発してきた言葉に、フリウは飛び上がった──文字通り転てん倒とうするほどに。小さな悲鳴すらあげたかもしれない。警告するようにリスが視線を険けわしくしたのだから、なにかしら目立つような物音を自分は立てたのだろう。だが彼女自身には聞こえなかった。

　狼ろう狽ばいしてなにも言えずにいるうちに、リスはあとを続けてきた。

「お前自身が、その言葉を聞いたと信じない限りは、その言葉はないも同じだ」

「あたしの……聞いた声のこと？」

「そうだ」

「でも、ただの夢かも」

　口ごもってフリウは、話の矛ほこ先さきを変えた。思いついて、訊たずねる。

「ええと、あの……そういえば、黒衣は？」

「殺したよ。とどめを刺させたはずだ……」

　リスの返答はいつも通り明確であり──

　否いな、老人はそこで疑わしげに声を濁にごらせた。沈ちん黙もくをはさんで、なにかを言いかけたがやはりそれもまた吞のみ込んだように見える。

　結局、彼はもとの淡たん泊ぱくな調子で言い切ってきた。

「いや、もう気にしなくていい」

　奇き妙みような彼の躊ちゆう躇ちよが気にならなかったわけではなかったが、フリウは別の部分に反応してうめいた。

「殺した……？」

「それがどうかしたか？」

　聞いてくるリスに、フリウは嘆たん息そくした。

「爺じいちゃんは、すごく簡単に……殺すとか死ぬとか言うんだね」

「わしは兵士だ。必要な仕事をする」

「それって──」

（それが硝しよう化かしてるって………ことなの？　それとも、もっと別のことなの？　まったく別の）

　まったく分からない。なにも分からないのになにかを決めることなどできるわけがない。

（無理だよ……）

　つぶやきかけたのだが声には出せなかった。

「そう……」

「なんだ？」

「ううん……いや、分かんないんだけど。その、妙に不安なの」

　膝ひざの震ふるえがぶり返していることを自覚して、フリウは身体からだを屈かがめて両手で膝小こ僧ぞうを摑つかんだ。震えは身体の内から来るのだから、上から押おさえても効果はない。

「もっと怖こわがっておけ。間ま違ちがいなく、ノニは今わしらの位置を空くう精せい霊れいで探さぐっている」

　聞こえてきたリスの声につられ、空を見上げる。と、老人が今までなにを警けい戒かいしていたのか不意に悟さとった──彼は位置を変えながら、空を見張れる位置を探していたのだ。

　と同時に、フリウは聞き返した。

「空精霊？」

「賭かけてもいい。見つかるまで何分もかからんぞ」

　リスは確信を込めてうなずいてみせた。

「左腕うでの群精霊ペルティコ、右腕の空精霊サーリン。奴やつの好む取り合わせだ。帝てい国こくの保管庫から攻こう撃げきのための精霊を二体同時に持ち出すことは禁きんじられている。それを考えれば精せい一いつ杯ぱいのものを連れてきているな」

　あの黒い犬の泣き声と、そして街の中で自分を見つけた透とう明めいの精霊のことを思い出して、フリウはさらに身震いした。結局自分はまだ、逃にげることすらできていない。

　と。

　なにかが頭の上に落ちてきた。鳥の糞ふんかと顔をしかめる──そんな感かん触しよくだった──が、この夜間に鳥が飛んでいるわけがない。しかも落ちてきたものは、髪かみに絡からまってなにやら動いている。

「虫？」

　頭に手をやり、癇かん癪しやくを起こしたように暴れているそれをつまみ上げる。顔の前に持ってくると、それは虫でもなかった。似たようなものではあったが、人じん精せい霊れいだった。

「よお」

　片手を上げて、スィリーが言ってくる。最後に見かけた時に輪をかけてぼろぼろになった姿で。

「なんかもう、とうとうあんな精霊なんぞにまで食われかけてたが、奴が気を抜ぬいた隙すきに大だい脱だつ出しゆつ……聞きたいか俺おれのスペクタクル」

　そんなつぶやきは聞いてもいなかったが。フリウはぞっとしながら虚こ空くうに眼を凝こらした──夜空にはなにも見えない。ただ、なにか見えないものが小さな風かざ切きり音を立てて方向転てん換かんする気配だけは耳に入ってくる。

　リスを見やって、フリウは告げた。

「見つかった！」




「十分だ。十分以内に、あの少女と男を捕とらえて処しよ刑けいし、帰き還かんせよ。命令を遂すい行こうできずとも、時間内に帰還するのを優先すること。十作戦単位──六百秒だ」

　ノニ・イシュカリスは命令を告げた。左の傍かたわらに伏ふせている、漆しつ黒こくの群精霊に向かって。闇やみに浮うかんだ傷きず痕あとのような、黒光りする精霊の歯の間から、低いうなり声が漏もれる。このペルティコが唯ゆい一いつ発することのできる鳴お咽えつの声。ノニはうなずいてから、息を吸い──そして吐はいた。

「行け」

　地面を蹴ける音が、足あし下もとを揺ゆらした。森の闇に精霊が駆かけ、去っていく。ペルティコを先導する空精霊とともに。

　と、背後からミッツォが聞いてきた。

「……わたしは？」

　精霊に押おし倒たおされた際に、身体からだのどこかを痛めたのだろう。冷静な彼女の声にも、どこか苦しさが混じっていた。

　ノニは振ふり返ると、微び笑しようした。これが彼女のプライドを傷つけなければいいがと思いながら、告げる。

「ここでわたしと待たい機きしていてくれ。精霊の邪じや魔まをしてはいけない」

「ですが、さっきの黒くろ装しよう束ぞくの男……」

　珍めずらしくミッツォが反論してきたのは、それが正論だからだろう。それを認めつつ、ノニは命令を曲げなかった。

「ああ。精霊使いのようだった。しかも手て練だれだな。野やにいるような者とも思えないが……どこか記き憶おくに引っかかるようにも感じるのだが、思い出せない」

　ふと考え込み、つぶやく。

「覆ふく面めんで顔は分からなかったが、あの体格は女ではなかったな。帝ていは、無む法ほうの精霊使いというのをあの男と取り違ちがえているのか？」

「では、あの娘むすめは精霊使いではないと？」

「師し弟ていかもしれん。だとすれば、あの娘の稚ち拙せつぶりも納なつ得とくはいく。それに帝の危き惧ぐもな。強大な精せい霊れいを水すい晶しよう眼がんに宿やどした念ねん糸し使つかいが、腕うでの立つ精霊使いに師し事じしている──わざとらしいほど危険な組み合わせだ」

　ノニは説明しながら自分で疑問を見つけ、腕組みした。

「だがどうして命令の中にその精霊使いの存在が含ふくまれていなかった……？」

「それに、腑ふに落ちません。どうしてあの男は現れたのです？」

　上気したミッツォの息が、自分のところまでとどくのをノニは感じていた。彼女が続ける。

「あの男は恐おそらく、フリウ・ハリスコーの身近にいた連中のひとりでしょう？　我々が確保していなかったのは、老人がひとりだけです。黒衣が……抹まつ殺さつに行っていたはずです」

「老人ひとりを、黒衣が殺し損そこなった？　まさかな。身を隠かくしていた協力者がいたとしてもおかしくあるまい？」

「黒衣は、さきほど一度、宿に姿を見せました。だから老人は始末したのだろうと思っていたのですが」

　彼女はそこで、興こう奮ふんし過すぎていることを自覚したのだろう。声の調子を落として、身を引いた。

「……あの黒衣には、妙みようなところがありました。わたしもそれほど気にしていたわけではないのですが」

「なにが言いたい？」

　彼女が指し摘てきしようとしている部分は予想がついていたものの、ノニは気づかないふりをして聞き返した。この話題は、慎しん重ちようになる必要がある。

　内ない緒しよ話ばなしのように声をひそめて、ミッツォは続けてきた──身体からだを近づけてきたわけではないので、聞き取りづらい。それでも聞こえた。

「黒衣は……帝ていの直属の存在です」

「そもそもこの勅ちよく命めいに含みがあったと？」

　ノニが聞くと、ミッツォははっきりとうなずいてみせた。

「わたしには、黒衣がなにかを企たくらんでいるように思えます」

　不ふ遜そんな発言をたしなめられ、彼女が取り乱すことを期待していたため、ノニは虚きよを突つかれていた。それでもつぶやく。

「それでもな、ミッツォ・シール打だ撃げき騎き士し。それは軍人が考えてはならないことだ」

「わたしの任務は、あなたを守ることです！　これは帝が与あたえた職務なのです」

「せめて理解に努つとめよう。勅命は、犯罪者であるフリウ・ハリスコーを処分することだ。不可解なのは、その周囲にもうひとり精霊使いがいたことだ……辺境に潜ひそむ精霊使いだ。これも犯罪者の仲間だろう。そういえば黒衣は、率そつ先せんしてその老人とやらを抹まつ殺さつに出ると言ったのだな？」

　涼すずしく吹ふく夜気に額ひたいを冷やしながらノニは問いかけた。

　ミッツォがうなずく。ついでに、言葉のあやに対して余よ計けいなことを付け加えてきた。

「言ったわけではありませんが」

「黒衣がしゃべったら、疑う余地もない。それは偽にせ物ものだろうよ。ふむ。焦あせり過ぎていたな。わたしたちも、まずその老人とやらを確かく認にんしておくべきだった」

「なにかあると？」

「あったのかもしれん。確認前から黒衣が老人のことを知っていたのだとすると、帝も勅命を下した時にその存在を知らなかったわけではあるまい。知っていて、命令には含ふくめなかった……含められない理由がなにかあるのだとしたら」

　そこでノニは言葉を止めて、話の相手を見つめた。ミッツォは反はん抗こう期きの娘むすめのような眼まな差ざしで──この頃ごろは長女がこんな眼を見せることが増えた──こちらを見つめ返してきている。

　躊ちゆう躇ちよを覚えたのは、部下の視線のせいではなかった。自分で思いついたことに、反射的に自分で反論してしまったからだった。

「あるとしたら……」

　なんとはなしに苦々しい思いで、ノニはうめいた。

「その理由は分からないが、そんなものがあるとしたら、それはつまり、帝ていがその老人に手を出せない理由があるということになる」

（馬ば鹿か馬鹿しい）

　再度、自分で言い返す。

　帝都政治の長たる帝に、そんなものがあるはずがない。

　辺境に、筆ひつ頭とう軍ぐん属ぞく精せい霊れい使つかいをもしのぐ精霊使いがいる──などという情報と同じほどに馬鹿馬鹿しい。

　苦く笑しようして、ノニは独ひとりごちた。

（仮にそうだとして……帝はわたしがそれに気づくことなく、成り行きでその老人とやらを始末することを望んでおられる？）

　どのみち──

（考えてはならない。軍人が命令の意味を考えるなど……あってはならないことだ）

　彼は会話を打ち切ることを手て振ぶりだけでミッツォに伝え、まぶたを下ろした。作戦単位を数えることをすっかり忘れていた。これでは精霊がいつ帰き還かんするのか見当がつかない。

（愚おろかだ、わたしは。これでは騎き士しとして務めているとは言えん）

　だいたい二百秒ほど話していたか──残りおよそ四百秒。

　推すい量りようして、ノニは闇やみの中で脱だつ力りよくした。




　暗いのだから、誰も自分を見ていない。なにも見えないほど暗いのだから。

　森に抱だかれてその中で、フリウは頭の後ろに手を回した。そこに眼帯の結び目がある。それほど強く縛しばっているわけではない──緩ゆるくもなく、きつくもなく、その具合は幼少の頃から慣れていた。子供時代から、隠かくすことに慣れていた。彼女はその眼帯に手をかけて、いつも眠ねむる時にそうするように手早く解いた。左眼を開く。なにも見えない左眼を。

　闇に触ふれた左眼をこすって、涙なみだを拭ぬぐう。泣いていたわけではない。湿しめった眼球に夜風がしみた。眼帯をポケットに詰つめる──面めん倒どうな人精霊を封ふうじ込めた、マデューの水すい晶しよう檻おりをしまったのと同じポケットに。

　顔を上げると、それまでそこにあったはずの人ひと影かげがなくなっていた。

　だが声は、聞こえてきた。それほど遠くからではなく。

「フリウ。わしは言ったはずだな？　自分で決めろと」

　身を潜ひそめたリスの姿を探すことはしなかった──むしろその言葉から顔をそむけるように、フリウはうつむいた。

　聞こえてくるのはその声だけではない。夜にざわめく物音と、葉は擦ずれの奏かなでる森の寝ね息いき。そして、まるで押おし包むように広がる鳴お咽えつの声。群精霊の吠ほえ猛たける、むせび泣く咆ほう吼こうがすべて混ざり合って、混こん沌とんとしていく。

（なんで……爺じいちゃんの声だけ聞き取れるのかな）

　ふと、フリウは疑問に感じた。音は音。すべて等しい空気の振しん動どうに過ぎない。それでもその中から、人の声を聞き取れる。言葉になにか特別な力でもあるというのか。

（そんなもの、あるはずがない……）

　決めつけて、彼女は喉のどを震ふるわせた。人と人の絆きずな。人の生きる生活。そんなものでさえ、成り行きで簡単に壊こわれてしまう。たかだか言葉に、意味などあるものか……

　──これは、御み遣つかいの言葉だ──

　その声が蘇よみがえっても、フリウは驚おどろきを感じなかった。あとに続くリスの言葉を待って、そこに立ち尽つくしていた。

「わしは、お前といっしょにはいない。奴やつが精せい霊れいを放した今が好こう機きだ。わしは奴らを殺しに行く」

　やはり簡単な口調で、彼はそんなことを言ってくる。

「その間、お前は生き延びろ。そのためには放たれた精霊を破は壊かいすることが最も安全だ。破壊精霊の力を放ち、そして、自分の意志で再び水晶眼に閉じこめろ──完全な閉へい門もん式しきを唱えてみせろ」

（ここでなら……誰も巻き込まない）

　フリウは静かに、それを認めた。まるで、おあつらえ向きの舞ぶ台たいだった──練習のために誰かが用意してくれたように。ここ数日練習した廃はい材ざい置き場のように。

「そうすれば、フリウ・ハリスコー………お前は精霊使いだ」

（あたしは……）

　我知らず握にぎりしめていた拳こぶしを開く。汗あせの感かん触しよくが冷気に化けた。ふと、リスの声が聞こえなくなったことに彼女は気づいた。やはり人の声には特別なものなどなく、次し第だいに近づいてくる精霊の声に紛まぎれたのか。それとも、ただリスが去ってしまっただけか。

　どちらでもいい。

　──君は我々と同じだ──

　──この世界のどこにも居場所がない──

　彼女は闇やみの中にひとり、所在なく立っていた。







　第八章　エンジェルズ・ハウリング

　　　　　　（御み遣つかいの言葉）







「通るならばその道……

　開ひらくならばその扉とびら……」




　やや黒の勝まさる灰はい色の基き調ちよう。

　夜や間かんの森は、例たとえる必要もない漆しつ黒こくの闇やみだった。

　白い薄うす光びかりが闇の表面を濡ぬらして、その光こう沢たくだけがほのかな輝かがやきとなる。温あたたかさを感じることはない……無む論ろん、温ぬくもりも。掌てのひらと掌を合わせてもそこに体温はなく、口から抜ぬけ出す吐と息いきも喉のどを通る際きわから冷ひえている。

　フリウ・ハリスコーは右眼めを閉とじた。

　見開いた左眼は、仮に陽よう光こうが降ふり注そそごうとも眼がん前ぜんの情じよう景けいを網もう膜まくに結ぶことはない。それは封ふう印いんだった。自分の左眼は、通常の世界を映うつすことはない。彼女はそれを知っていた。

　その左眼──精せい霊れいを封じた水すい晶しよう眼がんが、二度、風景を映したことがある。それも覚えていた。

　今あるのは闇。

　そして、その闇の向こうから──既すでにそれほど遠くないかもしれない闇の向こうから迫せまり来る、彼女を狩かろうとする精霊の声と気け配はい。

　そして彼女自身とを、闇はすべて混こん濁だくし混まぜ合わせる。

　胸が震ふるえるのを自じ覚かくする。

　唇くちびるをわずかに開く。

　彼女は開かい門もん式しきを唱となえ始めた。




「吼ほえるならばその口……

　作さ法ほうに記しるされ、望のぞむならば王よ……」




　幼い少女がその風景を右眼で見るか、左眼で見るか。

　平へい穏おんと破は壊かいとは、たったそれだけの違ちがいでしかない。この時代においては──

（賢けん者じやたちの狂きよう気きが、この地上にそれを呼よび起こしたのだ……分かっているのだろうな？ベスポルト）

　リス・オニキスは無む音おんで駆かけ、暗くら闇やみに生える木々の隙すき間まを抜けていった。逃にげてきた方向をそのままもどるのではない。それだとノニの放はなった群ぐん精せい霊れいとはち合わせすることになる。猟りよう犬けんたちの鼻をかわすほどに迂う回かいしなければならないとなると、それは手て間まだった。時間がかかるのは間違いない。

　あの娘むすめがその時間を生き延のびることができないのならば、この戦いは最初から負けている。

（袂たもとを分かったとはいえ、わしらは戦せん友ゆうだ、ベスポルト。貴き様さまはもう今さら、弟てい帝ていのためには戦うまいが。それでも敵は同じくしている）

　と、ほおに痛いたみが走った──見えなかった横枝が顔をかすめたらしい。それは無む視しして、進む。

（わしが、たかだか数日で精霊使いとしての理り知ちをあの娘むすめに叩たたき込めたとは思わんさ。だがお前が育てた八年間があった。お前はあの娘を、紛まぎれもない刺し客かくとして拾ったのだろうが？）

　破壊精霊を宿やどした娘。

　なにも分かっていない、なんの理性も分ふん別べつもないただの子供。

　そんな子供は、今日もまたどこかで同じように産まれて同じように死んでいる。特別なものなどなにもない。

（ないのだ……ベスポルト）

　否定の声が聞こえてきたように思えて、リスはうめいた。空そら耳みみだとは分かっていたが。

（お前は愚おろか者だ。たかだかそんな子供に、掛かけ替がえのないものを見いだすなど。飼かい猫ねこの病気治ち療りように全財産を投げ出す愚かな富ふ豪ごうだ。お前はもう軍人ですらない……敵てき前ぜん逃とう亡ぼうの軍人など生きる価か値ちもない。八年前に帝てい都とを逃にげ出し、そしてまた今度も娘をかばって逃げ出した。今どこにいる？　ベスポルト）

　リスは足を止めた。走る姿勢のまま動かず、独ひとりごちる。

（お前がフリウ・ハリスコーを贄にえにできないというのなら、わしが代だい行こうする。わしは逃げない。逃げたことなどない）

　立ち止まったのは、意い図としてのことではなかった。

　が、望んでというわけでもない。止まらざるを得えなかった。気がつけば息が上がっていた。肺が収しゆう縮しゆくして酸さん素そを求めるが、何度繰くり返してもそれが収おさまらない。関かん節せつが痛いたむほどに風が冷たいというのに、汗あせが止まらない。心しん臓ぞうと、ほかにも二、三の臓器に違い和わ感かんを覚えることにももう慣れていた。

　怒いかりはなかった。ただ、乾かわいた感情が胸の中を通り過すぎる。言葉もなにも残さずに。

　荒あれた呼吸に混ぜて吐はいた嘆たん息そくも震ふるえていた。

（老おいたな。わしも老いた……）

　彼は自じ嘲ちようして汗を拭ぬぐった。顔を包つつんでいる黒布も鬱うつ陶とうしい。かつては重荷を背せ負おって数日の強きよう行こう軍ぐんを続けても、苦を感じることなどなかった。

　老いによって得たものは多い。それに引き替え失ったものはたったひとつだけだ。苦く笑しようして、彼は布を引き剝はがした。若さ。失ったものは若さだけで、そのほかのすべては無む敵てきと言えるほどに絶ぜつ頂ちようにある。

　恐おそらく自分は、戦えば誰だれにも負けまい──人間以外のものが相手でなければ。だがきっと、戦いとは別べつ種しゆのものに敗やぶれ去る時が来る。

（それは大いなる皮ひ肉にくだよ、ベスポルト・シックルド……）

　と──

　息が整ととのったことを認めると、リスは再び駆かけ出した。まだ完全ではないが、もとよりすべてに完かん璧ぺきを求められるわけでもない。黒布はその場に捨てた。顔を覆おおって走ればまたすぐに息が切れてしまう。どうせこれから、相手は皆みな殺ごろしにするのだ。顔を隠かくす意味はもうほとんどない。

　相手が位置を変えていないことに関しては確信があった。ノニ・イシュカリスは精せい霊れいを放った後、それを回収しなければならない。直ちよく護ご衛えいをひとり連れて、自身も優すぐれた念ねん糸し使つかいであるノニは、突とつ如じよ現れたどこの馬の骨とも知れない念術能力者のことなどそれほど恐おそれてもいないだろう。切り札である群精霊を放ち、指定した時間内に敵を殲せん滅めつできると信じているはずだった。

　走る筋道を変えながら見当をつけて、走り続ける。

　精霊の泣き声は聞こえていた。目標を求めて、数を増しながら殺さつ到とうしていく気配がある。ノニはそれほど時間がかかるとも思っていまい──リスは自分が同じ精霊を駆るとして、どの程度の見当をつけるか目もく算さんした。十分。それ以上はかけない。既すでに数分が過ぎている。その残りのわずかな時間だけで、すべてが決する。

（帝てい都とと戦う力がこの世に存在できるのか否いなか。何者も逆さからうことのできない力に対たい抗こうする滅ほろびがあり得るのかどうか──答えが出る）

　彼は息を止め、大きく地を蹴けった。

　身体からだを丸めて宙を跳とび、勘かんだけで拳こぶしを突つき出す。そこに立っていた人ひと影かげが、彼の拳の先で身体を曲げた。打だ撃げきの威い力りよくと拳けん先さきの鋭するどさを体たい軀くに染しみ込ませて、苦痛のうめきもなく吹ふき飛んでいく。

　慣れた感かん触しよくだった。体重から推測する。直護衛の女だろう。女が地面に倒たおれたのは、音で確かく認にんした。わずかな月明かりに、人影が映る。その頭部を蹴りつける。女の顔面を貫かん通つうして、足の裏が地に触ふれた。顎あごのあたりを踏ふみ砕くだいたらしい。女の身体が信じられないほどに跳はねて、そして動かなくなる。

　いつまでも構かまってはいられなかった。奇き襲しゆうの勢いのまま振ふり返る。

　突とつ如じよ、目の前になにかが落ちてきた。鳥の羽ばたきのような葉は擦ずれの音。刹せつ那なだけ見上げる。頭上にあった木の枝が一本、落ちてきたらしい──偶然に。

　その単語には忌き諱いすべきものを感じたが、落ちてきた木の枝は避よけるまでもなく、また進路を妨ぼう害がいもしなかった。ただ、空を覆おおっていた枝が一本落ちて、その穴に青白い月光が注ぎ込まれてきている。

　光がふたりの姿を照らした。眼前、数歩の先に見慣れた軍服の姿。恰かつ幅ぷくの良い、まるでその姿からすべてが見本であるかのようなノニ・イシュカリス特とく務む騎き士しの姿。こちらを見ている。

　その顔が、驚きよう愕がくに引きつるのが見えた。

「リス……オニキスなのか！」

　動どう揺ようが、念糸を紡つむぐことも忘れさせたのか──洗せん練れんされた念術能力者であるはずのその兵士は、腕うでをあげることすらできずにいた。十分な時間だった。リスは再び腕を抱かかえ込むようにすると、反動をつけて一気に解とき放った。踏ふみ込みと打撃は同時、ノニの身体を引っかけるようにして打ち倒す。

　恐おそらく、敵は足あ搔がいただろうと思えた。が、今度は衝しよう撃げきと苦痛がそれを許さなかった。次撃、三撃とつま先を突き込んで、リスは帝都筆ひつ頭とうの精せい霊れい使つかいを追った。

（硬かたい──）

　そう感じたのは、ノニ・イシュカリスの体重のせいだけではない。

（受け身を取られている）

　リスは悟さとると、後ろに跳とんだ。こちらの蹴り足を摑つかもうとするノニの手をかわして、改あらためて構え直す。

　敵が立ち上がる前に再度攻こう撃げきに出るべきだと分かっていたが、息をつかなければならなかった──呼吸が続かない自分の身体を呪のろいつつ、月明かりの下、起きあがるノニ・イシュカリスの姿を見み据すえる。

　打撃が傷を与あたえていなかったわけではないらしい。ノニの顔には苦く悶もんがにじんでいた。いや、ただ驚愕であるのかもしれない。

「リス・オニキス……」

　特務騎士は時間をかけて言ってきた。立ち上がったものの、左肩かたを手でかばっている。

「死んだと思っていた。いや、死んだはずだ。八年前に──」

「死んだと思った者が実は生きている。こんなことばかりさ。まるで不ふ死しの都だ、帝都というのは……」

　リスは吐はき捨てた。つまらない問もん答どうだった。

　とはいえ息を整えるのには役に立つ──彼の顔を敵に見せ、こんな会話を引き起こした忌いま々いましい月光を見上げ、続ける。

「お前は弟てい帝ていすら死んだものと思っているのだろうな？」

「馬ば鹿かな」

「馬鹿はお前だ、ノニ・イシュカリス。わしの次の筆ひつ頭とう軍ぐん属ぞく精霊使い」

　口早に告つげて、拳こぶしを突つきつける。

「もしこの戦いで、わしではなくお前が生き延びたならば──帰って帝に伝えよ。わしの代わりにな」

　息を詰つめるため最後の一吐きを言葉にして、リスは囁ささやいた。

「滅ほろびの引き金はひとつやふたつではない。帝都は不死者の棺ひつぎにはならぬ！」

　それが決別だと察さつしたのだろう。ノニが悲ひ鳴めいをあげる。

「死から生を得て……あなたは狂くるったということなのか、師しよ！」

　返事は要いらなかった。

　純じゆん粋すいに敵を殺すため、大地を蹴ける。

　幾いく度どとなく繰くり返してきたそれを今もこなして、身体からだを前に進ませる。ノニは──哀あわれな犠ぎ牲せい者しやは抵てい抗こうすべく表情を引き締めるものの、もう間に合わない。常にこちらのほうが速い。だからこそ、自分は負けない。

　誘さそい込まれるように拳は進む。敵の急所の深しん奥おうへと。音のない世界、音のない森の闇やみで。敵は眼前に迫せまり──

　その敵にとどく前に、リスは転てん倒とうした。前まえ触ぶれなく走った心臓の痛みに、のたうち回って胸を搔かきむしる。

（こんな時に──！）

　身体の自由を奪うばう発ほつ作さは、あと数秒続くことを──何度とない経験で知っていた。その数秒で、ノニは落ち着きを取りもどしてこちらを殺すに違ちがいない。見上げるまでもなく、銀色のきらめきが視界の端はしを躍おどっていた。ノニ・イシュカリスの念糸が自分の身体に巻き付くのをどうしようもなく甘かん受じゆする。

（ここで死ぬか……このわしが！）

　頑がん固こにまだ吐いていなかった息を、ここで吐き出した。

（答えが出ることを目前にして、このわしが！）

「お覚かく悟ご──」

　聞こえてきた声は、ノニ・イシュカリス──かつての弟で子しのものだった。麻ま痺ひした顔面は眼を閉じることもできず、リスは身体を仰のけ反ぞらせて虚こ空くうをにらみつけた。

　そして。




「俄にわかにある伝説の一いつ端たんにその指を……

　慨がい然ぜんなくその意志を……」




「すまない……隠かくれ家がの位置、ぼくがしゃべってしまったんだろうと思う」

　縛しばられ、床ゆかに転がされた不自然な体勢で、サリオンはそれでもなんとか頭を下げた──と、複雑な表情でそれを見ていたアイゼンが、仕し方かたなしにうめいてくる。

「いいさ。意識がない間に尋じん問もんされたんだろう」

「帝てい国こく兵の尋問を、根こん性じようで拒きよ絶ぜつできると思ってるのは大おお馬ば鹿か者ものさ。捕つかまっちまったなら吐はいたほうが安全だ──全員にとってな」

　声をひそめることになったのは、三人で顔を突つき合わせているせいだった。わざわざ大声で話す必要もない。要は三人、顔を合わせた形で身動きが取れずにいる。

「どこが安全だってんだよ！」

　そして聞こえてきた非ひ難なんの声が大声であったのは、もうふたりが離はなれた場所に転がされているせいだった──恐おそらく。

　大男のだみ声は、監かん禁きんされている宿の一室でなくとも暑苦しいものではある。しかも大男はそれを分かっていて強調するようだった。

「なにがなんだか分からねぇよ！　いきなり捕まえられてよ。俺おれがなにをしたってんだ！」

「確かに、なんもしてなかったな。食ってばかりでよ」

　アイゼンが、皮肉をつぶやく。

　だが別のことが気になって、サリオンは問い返した。

「マデューは、まだ目を覚さまさないのか？」

　マークス親子は見えない位置にいるが、父親のほうは先ほどからひっきりなしに不平を漏もらしていた。しかし、マデューの声は聞こえてきていない。

「……ああ、まだだ」

　返事を聞いてサリオンは、顔をしかめた。全員がここに連れられてきて、かなりの時間が経たっている。あの帝国兵はそれほど手て荒あらな真ま似ねをしなかったというが、気絶したまま意識を取りもどさないとなると不安だった。

「医者に診みせないと」

　サリオンがつぶやくと、父親が鼻で笑った──焦あせりを含ふくんだ虚きよ勢せいを隠かくせずに。

「はっ！　そいつは優ゆう雅がな御ご身み分ぶんだな。これからどこに連行されるか分からないってのによ」

「切り抜ぬける方法があるはずだ」

　これにもまた別の種類の虚勢がのぞいていたが、ともあれラズが声をあげる。

「敵は三人だ。そのうちふたりが出ていった。残りひとりだけなら、縛しばられてたって全員でかかれば」

「そいつがこの部屋に入ってくればな」

　閉じられたままの扉とびらをにらみつけ、アイゼンがうめくのが聞こえてくる。

　サリオンは、また別のことを考えていた──苦々しく、舌したを嚙かむ。

（フリウ……）

　三人の帝国兵。ふたりが出ていった。この場にいないのは、フリウとリスだった。つまりそのふたりをどうにかするために出ていったに違ちがいない。

　いまだにめまいを覚えるのは、身体からだを縛られているせいか、それとも回復していないのか。自分でも分からなかったが、響ひびくように痛む頭を床ゆかに転がして、サリオンは考えを巡めぐらせた。

（どうにかして抜け出さないといけない……時間がない。急がないといけない）

　既すでに手て遅おくれである可能性については考えないことにして、声を張り上げる。

「おい！　聞こえているのか！」

　耳元で叫さけばれて、アイゼンとラズが顔をしかめるのは無視した。首をひねり、閉じたままの扉をにらみつけて叫び続ける。

「子供が目を覚まさないんだ──危険かもしれない！　聞こえていないのか！　死なせるつもりか⁉」

　静せい寂じやくの部屋の中に、声のこだまが残る。一通り叫んでから、サリオンはじっと待った。ほかの三人も、固かた唾ずを吞のんで待ち受ける。廊ろう下かの外からなにか反応が聞こえてくるのか、それとも黙もく殺さつされるのか……

（さっきぼくがうめいた時には、あの女に顔面を蹴け飛とばされた。恐おそらくきっとここの連中は、あまり捕ほ虜りよに騒さわがれたくないんだ。帝てい都との人間が辺境で行動すると、地元の警けい衛えい兵へいは煙けむたがる）

　足音が聞こえた瞬しゆん間かん、サリオンは眼を見開いた。期待に満みちて時を待つ。やがて大きくなった足音は、扉の前で止まった。

　わずかに細く、ドアが開く。見えたわけではないが、その向こうに若い兵士が立っているのが気配で感じられた。

「お前ら、言っておくが──」

　どのような注意があったにせよ、それはそこで止まった。派手に大きくなにかが動くのが見えた。素す早ばやく巨きよ体たいを転がして、大男がその開いた入り口の隙すき間まに足を突つっ込むのが見えた。

　続いての動きはさらに激しいものだった。引き剝はがされるように扉が大きく開かれる。マークスがさらに身体をねじ込んだらしい。体重を活いかして、相手に押おし返す隙すきを与あたえない。割われるように扉の板材が軋きしむ音を立てた。身動きできないまま、サリオンはアイゼンとラズとが縛しばられたまま立ち上がるのを呆ぼう然ぜんと見送った。入り口に立っている兵士に向かって、ふたりが突とつ進しんしていく──

　そして、跳はね返されてもどってきた。

　ふたりいっしょに殴なぐり倒たおされたらしい。倒れてくるふたりの身体を避よけて、サリオンは自分も遅れて立ち上がった。両腕うでが使えないためバランスが取れない。入り口に詰つまった大男を蹴けり押し、端たん正せいな顔つきを凶きよう暴ぼうに歪ゆがませた若い兵士が入ってきたところだった。倒れたままのマデューをまたいで、拳こぶしを握にぎりしめて、

「いい加か減げんにしろ、お前ら。帝国兵に逆さからうのは帝の権けん威いに仇あだなすことだと分かっていないのか」

「フリウはどこだ！」

　相手の恫どう喝かつを無視して、サリオンはうめいた。

「彼女が無事でないのなら、後こう悔かいすることになるぞ──」

「帝国軍人が勤つとめを果はたすのに後悔など！」

　こちらに向かってくる兵士に、サリオンは頭を下げた。無論恭きよう順じゆんではない。真まっ向こうから突とつ撃げきする以外に戦う方法を思いつかなかった。下腹から叫さけびが漏もれる。全力で、サリオンは走り出した。

　距きよ離りが短かったせいだろう。避けられることもなかった。だが勢いもつかなかった。体当たりはそのまま兵士に受け止められ、そして横向きに放ほうり出される。

　部屋の壁かべに叩たたきつけられ、肺から息が絞しぼれる苦痛にうめきつつ、サリオンは再び敵の姿を追った。

　若い帝国兵は憎にく々にくしげにこちらを見ている。当て身が痛みを与あたえたわけではあるまい。我わが身に逆らう相手に対して、純じゆん粋すいに怒いかりを感じているらしい。心の底から己おのれを信じている。サリオンは、苦く笑しようした。うらやましい。なにも疑問を持たずに自分の正義を信じられるとは。

（ああ、君みたいなのは本当にうらやましいよ……だから、ぼくがやつあたりをしたところで構かまわないよな？）

　声には出さずに問いかける。実際にはやつあたりどころか、相手に叩きのめされるだけかもしれない。サリオンは歯を食いしばって、次の手を思案していた。身体からだの自由が利きかないこの状態で、訓練された兵士と渡わたり合うのは不可能だった。だがそれでも、どうにかしなければならない。

　見えたのは兵士の拳だった。脇わきに抱かかえるように構えられた拳。

　そして──

　吹ふき飛んだのは、今度はその兵士のほうだった。天てん井じようまで跳はね上げられ、床ゆかに叩きつけられ声もなく動きを止める。

　絶句してサリオンは、その場に現れた人ひと影がげを見つめた。なんの脈みやく絡らくもなく、ただ兵士を押おしのけるためだけの位置に闖ちん入にゆう者しやが立っている。

　仮か面めんと、闇やみ色の衣ころも……黒こく衣いだった。

「…………」

　数呼吸。実際には息を止めていたがその時間を見つめ合って、サリオンはようやくつぶやいた。

「なぜ……助ける？」

　黒衣の行動は理解できなかったが、ほかに考えられなかった。足あし下もとに倒れた兵士をもう気にすることもなく、その黒衣はこちらを向いて──

「事態の変化を受けて、契けい約やく者しやはその立場を決めつつある。故ゆえにわたしも決めるのだ」

　あろうことか、その黒衣は声を発した。

　サリオンは背中を壁にぶつけた──我知らず、飛び退のいていた。黒衣がしゃべるなどあり得なかった。いや、かつて一度だけ見たことがある。黒衣が仮面を取り、嬲なぶるように語かたるのを。

「なにを言って──」

　震ふるえる声で問う。黒衣は続けて答えてきた。

「いずれ分かる。フリウ・ハリスコーは……とても扱あつかいやすい」

「お前は黒衣じゃないのか。何者なんだ？　お前は何者なんだ？」

　声を荒あららげたが、黒衣は無視する。

「フリウ・ハリスコーは郊こう外がいの森にいる。あの娘むすめはあの娘で、己おのれの未来を決めるだろう。御み遣つかいの言葉を聞くことにより──」

　そして、

「消えた……？」

　瞬まばたきして、サリオンは呆ぼう然ぜんとつぶやいた。ほんの一いつ瞬しゆんで黒衣の姿が消え去っていた。もともとそこには何者もいなかったかのように、痕こん跡せきもなにも残っていない。ただ力をなくした兵士が倒たおれているだけだった。

「ヒュー！」

　と、場ば違ちがいな口笛が響ひびく。

　振ふり向くと、ラズが両眼に歓かん喜きの色をたたえて声をあげてきた。

「信じられねぇな、おい！　やったぜこいつ」

「なにが……？」

　分からずにサリオンは聞きかけたが、今度はアイゼンの声に邪じや魔まをされた。

「なにがじゃねえよ！」

「ふん。片づけたならぼさっとしていないで、次の行動をすりゃいいんだ──」

　不ふ機き嫌げんにぼやいたのは大男だった。扉とびらに挾はさまったまま、しかめ面つらを見せている。

　成なり行ゆきがのみ込めず、サリオンは部屋の中を見回した。賞賛が理解できない。

　と──ふと閃ひらめくものがあって、彼はつぶやいた。

「……？　みんな、見てなかったのか？」

「なに言ってんだ。見てたぜ。たいしたもんだ。軍人を一いち撃げきだぜ？」

「今度おごれよ」

（今の黒衣を……やり取りを……ぼくしか見ていない）

　としか思えなかった。のびている帝てい国こく兵を、彼が倒したことになっている。気楽に騒さわぐアイゼンらを見ていると、マークスが体勢を直そうと大げさに音を立てた。大男の体重を受けて扉はますます危険な物音を発している。

　そんなことには構わず、マークスが言ってきた。

「ほかの部屋に鋏はさみかなにかないか？　このロープほどかないとどうしようもないぜ」

「…………」

　サリオンは聞き流していた。鋏の提案は理にかなったものだったが──気が別のところに飛んでいるのを自覚する。

　窓は覆おおい扉でふさがっている。簡単な鍵かぎがかけられていて、手を使わなければ開きそうになかった。それでも彼は、その閉じた窓を見つめてうめいた。急がなければならない。黒衣が──いや、黒衣ではないのか？　ともあれ理り不ふ尽じんなそれの言葉が心を急せき立てる。

（フリウ……待っているんだ。なにもせずに助けを待っているんだ）

　大男が部屋を出ていく。誰も指示通りにしないため、自分で鋏を探しにいったのだろう。ついていかなければまたへそを曲げるかもしれない。

　彼はかぶりを振ふって、廊ろう下かに進み出た。独ひとりごちる。

（ぼくが行くまで……待っているんだ）

　祈いのるように続ける。儚はかない祈りと知りつつも、それにすがって彼は唱えた。

（君はまだなにもしちゃ駄だ目めだ。ひとりで決めちゃいけないことだってあるんだ。ぼくが行くまで、待っているんだ！）

　と。

　遥はるか街の外から──

　巨きよ大だいな破は壊かい音おんが。

　聞き覚えのある雄お叫たけびが。

　悪夢の中にいまだ響ひびくあの魔ま神じんの声が。

　聞こえてきたのは、その時だった。




「もう鍵は無なし……

　開かい門もんよ、成なれ」




　激しい地じ鳴なりが一いち撃げきを、大地の精せい髄ずいへと響かせる。

　倒たおれていたため、その振しん動どうを額ひたいに受けて、リス・オニキスは意識を取りもどした──気を失っていたらしい。ほんの数秒ほどだったろうが、死にも等ひとしい眠ねむりだった。湿しめった腐ふ葉よう土どに顔を埋うずめたまま、発作に強こわばった身体からだが、今はもう痛みを感じていないことを確かめる。心臓を押おさえる右手は、皮ひ膚ふに食い込んだ指をひとつひとつ剝はがすことができた。動かなかった左腕うでにも力を入れることができる。その手で地面を押さえて、身体を持ち上げた。

　またひとつ、激震が轟とどろく。

　叫さけびが聞こえた。存在の根源から戦おののかせる、凄すさまじい叫びが。それは低きから高き、鈍にぶさから鋭するどさへと変じる無限の階かい調ちようを連つらねる。夜の森は既すでに静せい寂じやくを失い、破は滅めつの騒そう乱らんに思うさま躍おどる──

　リスは跳はね起きた。眼を見開く。

　衝しよう撃げき波はが横殴なぐりの突とつ風ぷうとなり、彼の身体をさらおうとした。ふらつきながらもそれに抗あらがい、位置を保つ。木々が揺ゆれていた。
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　ゆっくりと、リスは振ふり向いた。静けさが破れても、闇やみはなお深い。それでも二度三度と大地が衝撃で穿うがたれるたび、木々の幹みきが次々と倒とう壊かいしていた。空を隠かくす枝が減るたびに、月と星の数が増していく。

　あたかも真昼のように光が射さした。星の雨と、月の河と。崩くずれゆく森に──遥かな距きよ離りを隔へだてて、致ち命めい的てきな殺気が伝わってくる。

　リスは咄とつ嗟さに飛び退のこうとした。が、間に合わなかった。不可視の破は壊かいが迫せまってくる。それを分かりながら、身体からだは不十分にしか動けない。

　鼓こ膜まくが破は裂れつするほどの轟ごう音おん。衝撃波に打たれてリスは、なにもない空気の壁かべに叩たたきつけられた。自分だけではない。木の幹を根こそぎ薙なぎ払はらって、爆ばく発はつが通り過ぎていく。一いつ瞬しゆんでも踏ふん張っていたら死んでいた──それを悟さとってリスは、地面を舐なめる幸運に感謝した。逆らわなかったおかげで死なずに済すんだ。

　顔を上げると、打ち払われた森の向こうに、巨きよ大だいな人ひと影かげが見える。

　遠くにあっても、その姿は目立っていた。決して輝かがやくことのない銀色の巨体。夜に屹きつ立りつする破壊の王。

（破は壊かい精せい霊れい……！）

　それが吠ほえた。巨人がなにかを摑つかんでいるのが見える。恐おそらくは、群精霊だろう──が、それが形を保っていたのはほんの一瞬のことだった。熟うれた果実のように、巨人の手の中で弾はじけて消える。

　そして。

　刹せつ那な、巨人の姿もまた消失した。

　雄お叫たけびの、小さな余よ韻いんだけを残して──

　静寂がもどった。

　リスはその場に立ち尽つくして、自分の呼吸の音、心臓の動どう悸きの音だけを聞いた。

　いや、もうひとつ──自みずからのつぶやきも。

（……なぜ……）

　彼はひとりでつぶやいた。

（なぜわしは、生きていられる？）

　発ほつ作さで倒たおれた瞬間──それは絶ぜつ命めいの瞬間だったはずだった。ノニ・イシュカリスの念ねん糸しが身体にかかっていた。あの時、自分は死んでいるはずだった。

　助かるわけがないというのに、理り不ふ尽じんに生きている。

（……そうか）

　奥おく歯ばを摺すり合わせ、軋きしむほどに嚙かみしめて、リスは渋じゆう面めんを作った。向き直る。もう分かっていた。

　ノニ・イシュカリス。帝てい都と筆ひつ頭とうの精霊使い。それはそこに立っていた。最後に見た場所から一歩も動いていないということに関しては確信がある。ただ、その軍属精霊使いはわずかに背を高くしたようだった。

　背せ伸のびをしているような格かつ好こうだった。いや、正確にはつま先立ちになって、そのつま先が地面に触ふれていない。彼の身体からだは宙に浮ういていた。首が長くなっている。その首を後ろから片手だけで鷲わし摑づかみにしているのは、闇やみに溶とける仮面の黒くろ装しよう束ぞくだった。黒こく衣いがノニの身体を宙づりにし、そこに立っている。

　ノニは無論、死んでいた。近くに直護衛の女も倒れていたが、これも絶命している。

　リスが見やると、黒衣は手を放して精霊使いの身体を地面に落とした。

「黒衣……ではない。ウルペン……でもなかったわけだ。貴き様さまは」

　うめくように告げて、リスは黒衣へと正面を向けた。ふたつの死体はもう存在していないのと同じだった。背筋を伸ばし、力を抜ぬいて対決へと備そなえる。

「貴様か……こんな場所にわざわざ。なにをしに来た」

　彼は、勢いをつけて吐はき捨てた。

「黒衣になりすましてまで、帝てい宮きゆうから出てきたのか！　契けい約やく者しやすべてが許すまい！」

　黒衣は──黒衣の姿をしたその存在は、緩かん慢まんな仕し草ぐさで腕を下ろした。特に目立つ動作でもない。下ろされた腕うでは身体と同じく、闇に沈しずみ込んで姿を消した。

　黒衣の姿は闇に浮かぶ仮面だけの存在にも見えた。あるいは、夜そのものが顔を欲ほつして仮面をつけたように。静かに、つぶやいてくる。

「契約者でもないお前が、なにを言うか？」

「精せい霊れいアマワ！　わしの前に姿を現したということは、お前は殺されるということだ」

　リスは叫さけぶと、念ねん糸しを放った。効きかないことは分かっているが、少しでも時間を稼かせいでフリウと接せつ触しよくしなければならない。破は壊かい精霊ならば──

　が。

　念糸は精霊に触ふれもしなかった。黒衣の姿をしたそれは、蜘く蛛もの巣を避よけるそのままの手つきで念糸を払はらう。だが、手を使って振ふり払ったのではない。焦しよう燥そうとともに恐おそれて、リスは認めた。念糸は敵の身体に触れてもいない。精霊アマワは、なにかをしたふりをしながらなにもしなかった。

　そして、続けて言葉を発してきた。

「今は分からずとも、いつか理解する日が来る。それが御み遣つかいの言葉だ。そのことだけは、お前にとっても例外ではない。関かかわろうとする部外者よ」

　いや──

　これもまた、話しているふりをしてなにも話してなどいないのかもしれない。だがそれでも、言葉そのものは聞き取ることができる。

　リスはうめいた。この場では逆らえないことを認める必要があった。

（偶ぐう然ぜん……そうだ。どのような偶然が起ころうと、フリウ・ハリスコーはここに現れない。少なくとも、今は）

　勝つことはできない。今はその時ではない。

　慎しん重ちように、リスは告げた。

「理解する日など来ない」

　一呼吸おいて、続ける。

「自ら理解しようとせぬ者にはな」

「分かっているではないか？」

　ほぼ即そく答とうともいえる間ま合あいいで、アマワが言ってきた。

　あきらめがつけば、言葉は軽くなった──舌したの上の苦にが味みは消えなくとも。リスはそのまま問いかけた。

「どういった意図があってわしを助けた？　眼中にもないということか」

「フリウ・ハリスコーは、帝てい都とに来るのだろう？　だが、あの娘むすめひとりでは帝都には来られまい……」

「自ら招まねき入れるのか……？」

　聞き返す。

　だが、その時には精霊アマワの姿は消えていた。物言わぬ死体ふたつだけを残して。無む惨ざんに打ち崩くずされた森と、傷つくことのなかった夜空を残して。

　まるで歌のように響ひびく破壊の音……

　閉とじた輪の上をなぞる声……

　破壊精霊の姿はなくとも、それが聞こえたような気がした。







　エピローグ







　帝てい都と。永遠の場所。約束の故郷。発ほつ端たんの都みやこ。

　なにかにおいて始まりと言えるのは、その場所だった──少なくとも、自分にとっては。ベスポルト・シックルドは都を見つめてそう独ひとりごちた。永遠となる約束の発端。その約束を。

（約束を違たがえるために、もどってきた。わたしは……）

　帝都はまだ見上げる場所ではなかった。

　遥はるか遠方に霞かすむ、白い影かげに過すぎない。彼は、後ろをついてくる少女へと視線を向けた。

「そろそろ、黒こく衣いを警けい戒かいしなければならない距きよ離りだ。帝都に入るのは容よう易いなことではない。最悪、ここで死ぬことになるかもしれない……」

　彼女は無言で、うなずいてみせた。

　この精せい霊れい使つかいの娘むすめは、明らかに限界以上のペースで歩きながら音ねを上げず気き丈じようについてきていた。感かん嘆たんすべきことだ──ベスポルトは静かに認めていた。若さ、幼おさなさからくる強ごう情じようさは、今の自分にはないものだった。

（この娘は生き残れるだろうか。彼女にとっては、これは命を賭かけるに値あたいするようなことではあるまいに）

　帝都の遠望へと向き直り、自じ問もんする。

（フリウは生き残れるのだろうか……）

　その思いは、吐と息いきを重くした。

　忌いま々いましいリス・オニキスは、フリウを帝都に導こうとするに間ま違ちがいない。

　あの暗殺者──ミズー・ビアンカがうまくことを運んでくれたとして、それを阻そ止しすることはできまい。ミズー・ビアンカ自身がリス・オニキスを殺すというのならば話は別だ。が、リスはそういったことを許すほど迂う闊かつではなかろう。ことに、女暗殺者にも彼女のためだけの戦いがあるこの状じよう況きようでは、わざわざフリウのために余よ計けいな行動を起こしてくれることまで期待はできない。

（フリウ。わたしはお前の父だ。八年間、たいしたことはできなかったが……）

　娘の顔を思い浮うかべ、つぶやく。

（今もまた、どれほどのことができるというわけではない。わたしにできるのは、これだけだ。すべてうまくいけば、お前は帝都に近寄らずに済すむ。なんの関係もなかったはずのお前が、ただ都合が良かったというだけの理由で生け贄にえにされることもなくなる）

　幾いく分ぶんのやましさとともに彼は認めた。

（お前を生け贄に選んだのは、ほかでもないわたしだ。だからわたしは、その過あやまちを正すことに悔くいはない）

　行く手への道筋は、眼前にあった。

　目的地、帝てい都とへの道。だけではない。

　身み震ぶるいする。懐なつかしき帝都の情景は、いまでもはっきりと思い出せる。今でもその姿は変わっていないのだろう。ほんの一欠片かけらも、一筋も変化していないはずだ。彼は皮肉にうめいて、続けた。不死者の棺ひつぎ。

　変わるべきものは変わらず、まだ早いと思えるものが変化してしまう。

（フリウ。わたしはお前の父だ。だから）

　叶かなうならば。

（誰だれもお前に教えることのできない、信じるということを、示さなければならない）

　口くち髭ひげの中で、ベスポルトは己おのれを呪のろう言葉を口にした。

（わたしのような卑ひ劣れつ漢かんが、それをしなければならない。わたしにも自分が何者であるかを選ぶことはできないが、なにかを選べと問われれば、わたしはお前の父だ。フリウ）

　荒こう涼りようたる風の中。




　彼は帝都の姿へと目を向けた。

　永遠の場所。約束の故郷。発ほつ端たんの都みやこ。

　すべてにおいて終わりと言えるのは、その場所だった。帝都。

　あとは無言で、あとは無む心しんで──彼は、進んでいった。







　あとがき







①　素す晴ばらしいと思ったこと




　素晴らしい。なにかこう、偉い大だいなものに勝利したような、そんな感じがします。

　思えばわたしの人生は、今まで負けばかりでした。本当に負け犬でした。

　負けすぎて、犬っていうか粘ねん土どっていうくらいの負け人生でした。

　ですが今日からは違ちがいます。

　あとがき。今回は二ページだけで良いとのお達たつし。

　ああ、神様ありがとう。せっかくの二ページあとがき。なんかちゃんとしたお知らせとかじゃなくて、全部無む駄だに使いきろうと思います。まる。




②　いきなり断だん念ねんしたこと




　と前項のようなことを思ったわけですが、実はお知らせしとかないといけないことがあるんでした。

　なんだかこの頃、刊かん行こうペースがめちゃくちゃです。

　このシリーズも、四巻と五巻の間がだいぶ開あいたなーと思いきや、六巻は三ヶ月しか間を開けてません。

　で、その一方で、なんていうか気になってる読者の方もいらっしゃるかもしれないわけですが、現げん在ざいこのエンジェル・ハウリングとは別にやってるシリーズの刊行が、だいぶほったらかしになってます。っても本当にほったらかしにしてるわけではなくて……これはスケジュールが狂くるってるのではなく、理由があって繰くり延のべになっているのです（体調不良も原因のひとつではあるのですが）。なんにしろその理由については、刊行されればご理り解かいいただけると思いますので、ちと待っていてくださるとありがたいです。せめて春頃までになんとかできれば……いいなぁ（弱気）。

　というところで、もう行数が尽つきました。駆かけ足ではありますが、また次の巻末でお会いできれば幸せです。ではー。




二〇〇二年九月


秋田　禎信　　
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